
令和３年第３回区づくり推進横浜市会議員会議（港北区） 
 

日 時：令和３年９月７日（火）10時～ 

場 所：web会議           

 

  

議 題 
 

 

１ 令和２年度 

   個性ある区づくり推進費の決算について（資料１） 

 

２ 令和３年度  

個性ある区づくり推進費の執行状況について 

                   （資料２） 

 

３ 令和４年度 

   港北区予算編成の考え方について（資料３） 
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１　総括表

（１）自主企画事業費 ※詳細は３ページ以降に記載 （単位：円）

118,887,000 101,116,701 17,770,299

（３）区庁舎・区民利用施設
　　　管理費

5,538,438

避難所等における新型コロナウイルス感
染防止のための資機材を購入したことに
よる増（災害に強いまちづくり推進事
業）など

・戸籍課案内サービス向上事業
・区民サービス向上・環境改善促進事業
・港北区ＰＲ情報発信事業

２　活気にあふれる
　　まちづくり

34,654,662

・災害に強いまちづくり推進事業
・放置自転車対策事業
・交通安全　無事故でカエル事業

・大規模スポーツ大会開催機運醸成事業
・育もう「ふるさと港北」事業
・小机マルシェ実施事業

△ 1,799,662

新型コロナウイルス感染防止のための物
品購入による増（区民サービス向上・環
境改善促進事業）など

新型コロナウイルスの影響により、東京
2020オリンピック・パラリンピック関連
事業が実施できなかったことによる執行
残など

合　　　計

51,457,000

(執行率 85.1%)

△ 11,344,927

26,080,550

16,166,562

24,214,927
４　区民サービス
　　向上に向けた取組

12,870,000

令和２年度　個性ある区づくり推進費決算総括説明書

17,770,299

4,069,625

差　引予算額

118,887,000

差　引

18,797,317

54,632,000

予算額

738,803,000

決算額
主な事業項目

増減説明

720,005,683

（単位：円）

1,870,390

2,199,235

△ 3,042,607

31,356,000

23,276,000

565,284,000

区　　　分

（２）統合事務事業費

（１）自主企画事業費

決算額

101,116,701

50,562,375

29,485,610

568,326,607

21,076,765

統合事務費

・「ひっとプラン港北」推進事業
・地域子育てサポート事業
・高齢者・障害者支え合い推進事業

新型コロナウイルスの影響により「地域
育児教室」や「わくわく子育て広場事
業」が実施できなかったことによる執行
残（地域子育てサポート事業）など

統合事業費

合　　　計

25,376,450

１　安心して暮らせる
　　まちづくり

32,855,000

３　地域で支えあう
　　福祉・保健の
　　まちづくり

21,705,000
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（２）統合事務事業費 （単位：円）

区分

（単位：円）

区分 主な事業項目及び増減説明

港北国際交流ラウンジ
広場・遊び場等（12か所）ほか

△ 3,042,607

港北区総合庁舎、公会堂、土木事務所、
行政サービスコーナー（２か所）

統合事業費 23,276,000

162,766

合　　　　　計

新型コロナウイルス対応のため庁舎利用
時間が増えたことによる光熱水費の増

・設備管理業務費の増
・新型コロナウイルス対応のための通信
運搬費の増　  など

△ 8,305,144

合　　　計 565,284,000

6,457,000

区庁舎等光熱水
費

区庁舎・区民利
用施設修繕費

83,620,000

区スポーツセン
ター管理費

45,684,000

コミュニティハ
ウス管理費

15,784,000
広場・遊び場等
管理費

3,446,963

0

568,326,607

新型コロナウイルスの影響による閉館に
伴う指定管理料の残

23,718,000

コミュニティハウス（３か所）
学校施設活用型コミュニティハウス（３か所）

(執行率 100.5%)

15,833,411 △ 49,411

港北スポーツセンター

区庁舎、公会堂、地区センター、行政
サービスコーナーなどの小破修繕等

緊急的な修繕が想定を下回ったことによ
る減

135,234

港北公会堂

指定管理料の残

742

21,076,765 2,199,235

区庁舎等管理費

8,317,000

23,718,000

決算額予算額

4,069,625

（３）区庁舎・区民利用施設管理費

・広報よこはま区版発行事業
・広聴相談事業

助成金の減　など

区役所業務の事務経費

旅費の減　など

港北区区民活動支援センター

印刷機の再リース対応による減　など

389,000

港北区総合庁舎、港北土木事務所、
行政サービスコーナー（２か所）

指定管理料の残

主な事業項目及び増減説明

綱島公園こどもログハウス

老人福祉センター菊名寿楽荘
7,584,000

地区センター（６か所）
小机スポーツ会館

綱島地区センター加圧式給水ポンプ更新
による増

公会堂管理費

45,378,000
老人福祉セン
ター等管理費

20,690,000

△ 945,400

青少年施設管理
費

地区センター等
管理費

234,426,400

区版市民活動支
援センター管理
費

統合事務費 29,485,610 1,870,390

差引

8,706,000

54,632,000 50,562,375

51,225,823 △ 5,541,823

31,356,000

83,404,300

(執行率 92.6%)

3,010,037

89,773,144

215,700

81,468,000

37,794,000

298,000

233,481,000

20,689,258

予算額 決算額 差引
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事　業　名 掲載頁

１　安心して暮らせるまちづくり

（１）災害に強いまちづくり推進事業 4

（２）災害時医療整備事業 10

（３）快適な暮らしの衛生応援事業 11

（４）交通安全　無事故でカエル事業 12

（５）放置自転車対策事業 14

（６）港北ＡＡＡ（安全で安心な明日を）地域防犯力向上作戦 16

２　活気にあふれるまちづくり

（１）大規模スポーツ大会開催機運醸成事業 18

（２）地域スポーツ推進事業 20

（３）港北区商店街活性化事業 21

（４）ウォーキングから始まる健康づくり事業 23

（５）育もう「ふるさと港北」事業 25

（６）地域のチカラ応援事業 28

（７）港北魅力発見事業 30

（８）芸術文化振興事業 32

（９）区民活動支援事業 34

（10）地域振興活動事業 35

（11）読書活動推進事業 37

（12）こうほく３Ｒ推進事業 39

（13）港北エコアクション推進事業 41

（14）データ活用によるまちづくり推進事業 43

（15）まちづくり調整費 45

（16）小机マルシェ実施事業 46

３　地域で支えあう福祉・保健のまちづくり

（１）「ひっとプラン港北」推進事業 47

（２）地域子育てサポート事業 49

（３）区内保育所施設ＰＲ事業 55

（４）離乳食教室 56

（５）高齢者・障害者支え合い推進事業 57

（６）つなしま相談室・つなしま交流室を活用した多世代交流事業 61

４　区民サービス向上に向けた取組

（１）港北区ＰＲ情報発信事業 62

（２）戸籍課案内サービス向上事業 63

（３）「仕事力向上」職員育成事業 64

（４）区民サービス向上・環境改善促進事業 66

≪参考≫統合事業費

広報よこはま区版発行事業 67

広聴相談事業 68

消費生活推進員事業 69

青少年活動支援事業 71

緊急時情報システム運用事業　※災害に強いまちづくり推進事業の頁に掲載 5

スポーツ推進委員支援事業　※地域スポーツ推進事業の頁に掲載 20

クリーンタウン横浜事業　※こうほく３Ｒ推進事業の頁に掲載 40

自主企画事業　目次



１ 安心して暮らせるまちづくり

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

１－(1) 

災害に強いまちづく 

り推進事業 

（単位：円） 

２予算 20,110,000 

２決算 25,426,788 

差▲引 ▲5,316,788

総務課

【差引理由】

新型コロナウイルス感

染症防止対策への対応

による増

【事業の概要】 

 震災や風水害などの大規模災害時における円滑な避難行動を促すため、啓

発用リーフレットの作成や風水害時の指定緊急避難場所を明示した案内表示

板の設置を行いました。

また、前年度に引き続き、ストレスの少ない長期避難生活実現のため、様々

な避難者に配慮した避難生活環境改善備品の整備を進めました。

【主な内容】 

１ 風水害時の避難行動支援について 

【予算：2,500,000 円、決算：2,560,800 円】 

風水害時の避難方法や避難場所についての情報を掲載した啓発用リー

フレットを 7,000 部作成し、配布しました。

また、区内の指定緊急避難場所に、風水害時における避難場所の開設

に関する情報を記載した案内表示板を全 29か所に設置しました。 

２ 箕輪小学校地域防災拠点環境整備 

【予算：1,020,000 円、決算：830,005円】 

 ３年度から地域防災拠点に指定した箕輪小学校に、避難所環境改善備

品を配備しました。 

 

【指定緊急避難場所案内表示板】【啓発用リーフレット表紙】

【子ども遊び場用マット （イメージ）１基】

【かご台車 ２台】
【エアマット 1,200 枚】 【パーテーション ２基】 

【段ボールベッド ５床】
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 
３ 東京 2020オリンピック・パラリンピック危機管理体制の強化 

【予算：1,000,000円、決算：０円】 

港北区では、東京 2020オリンピック・パラリンピック開催期間中、横

浜国際総合競技場にてサッカーの試合が 11試合開催され、計８日間港北

区大会警戒本部を設置します。 

大会に合わせて、区危機管理計画を策定するとともに、国際大会が行

われる際に行政機関がテロの標的になる可能性があることから、区内試

合開催日を対象に、区庁舎に警備員を配置し、区の危機管理体制を強化

します。（新型コロナウイルスの影響により中止） 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 災害時における情報発信の強化 

【予算：3,000,000円、決算：1,662,181円】 

(1) 港北区防災情報アプリの運用 

29年度から配信を開始している「港北区防災情報アプリ」の動作環 

境・発信情報を検証するため、システムの保守を実施しました。 

 

 

 

 

 

(2) 緊急時情報伝達システムの運用（統合事業費で運用）   

避難指示等の緊急情報を区民に迅速かつ確実に伝えるため、電話に  

よる一斉発信及び応答機能を持つシステムを、避難情報を発令する区  

域等に居住する配信希望者等を対象に運用しました。  

【対象区域内の配信希望者等(2,943件)】（３年３月末現在）  

・洪水浸水想定区域内災害時要援護者 2,587件  

・家屋倒壊等氾濫想定区域となる  

新羽地区・小机町の一部の住民    193件  

・自治会及び町内会の会長（区内全域） 142件  

・土砂災害警戒情報発表に伴う  

即時避難勧告対象の区域の住民       21件  
※令和３年５月 20日から避難勧告は避難指示に変更 

 

統合事業費             

  ［緊急時情報システム運用事業］ 

【予算：1,008,000円、決算：937,409円】 

 

【ダウンロード数（３年３月末現在）】 

 19,396件（iOS、AndroidOS） 

 ※２年３月末時点 15,973件 

【横浜国際総合競技場競技実施日程】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

５ 地域防災拠点（区内28拠点）環境整備 

【予算：4,550,000円、決算：12,152,275円】 

  (1) 地域防災拠点環境改善備品等の整備 

30年度から整備しているノロウイルスや肺炎等の感染症を防ぐため

の自動ラップ式簡易トイレや震災関連死防止のため段ボールベッドの

整備を行いました。 

  

【整備計画】※２年度には２箕輪小学校地域防災拠点環境整備分含む 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

また、新型コロナウイルス感染防止対策のため、パーテーションや

非接触型体温計の整備など感染症対策の充実を図りました。 

 

(2) 備蓄資機材の点検・修繕 

経年劣化が進んでいる防災備蓄庫内 

の発電機、投光器、エンジンカッター、 

移動式炊飯器などの資機材の迅速な点 

検修繕を行いました。 

 

 (3) 地域防災拠点訓練参加者向け保険 

    区内 28拠点で毎年実施されている地域防災拠点訓練参加者が、訓練

時に負傷した場合に備え、傷害保険に加入しました。 

 

【自動ラップ式簡易トイレ】 【段ボールベッド】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

６ 自助・共助の普及啓発 【予算：3,050,000円、決算：1,469,180円】 

(1)  防災マップ、各種ハザードマップの更新・増刷 

区民の風水害・震災への関心は高まっているため、防災マップやハ

ザードマップの更新・増刷を行いました。 

   

(2) 防災キャラバンの実施 

    自治会町内会向けの出前講座（防災キャラバン）を通じて多くの区

民へ防災意識の醸成を行いました。 

【防災キャラバンの内容】 

   ・がけ防災 ・河川防災 ・地震防災 ・建築物の防災 

  【防災キャラバンの実施状況】 

 

  

 

 

  （3） 防災講演会の実施  

市民、職員向けに防災意識のさらなる向上を目的に、防災講演会を

実施します。（新型コロナウイルスの影響により講演会の開催を中止

し、啓発用リーフレットを配付） 
 テーマ 講師 参加者数 

30年度 避難所で本当に命と健康、守れ

ますか！？ 

～高齢者・障害のある方・女性・

子どもなどの視点から～ 

浅野 幸子 

減災と男女共同参

画研修推進センタ

ー共同代表 

 

約400人 

元年度 災害時のトイレ問題について一

緒に考えてみませんか？ 

～災害時のトイレ問題を「自分

事」として捉えよう～ 

加藤 篤 

 NPO法人日本トイレ

研究所代表理事 

 

約500人 

２年度 STOP！コロナ差別 法務省新型コロナ

ウイルス感染症と

人権に関する座談

会リーフレット 

 

中止 

 

【参考】新横浜駅周辺混乱防止対策訓練の実施  

新横浜駅周辺の鉄道やホテル等の事業者、 

地域住民等と連携し、震災時の帰宅困難者 

対策を円滑に行うための訓練を実施します。 

（３年３月中止） 

 

 

 ※元年度と２年度は、新型コロナウイルスの影響により中止  

 

 

 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

地 区 ９地区 ４地区 ６地区 ８地区 10地区 

参加者 460人 118人 268人 299人 369人 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

参加者数 300人 

(31団体) 

300人 

(40団体) 

300人 

(45団体) 
中止 中止 

【過去５年間の訓練参加者数】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

７ 各種補助事業 【予算：1,590,000円、決算：812,100円】 

(1) 災害時の延焼防止対策補助事業 

地域の初期消火力を高め、共助の取組を推進することを目的として

初期消火器具の整備に係る補助金を交付しました。30年度からは商店

街も交付対象としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 各種団体への補助等 

・災害ボランティア連絡会への補助 

・アマチュア無線非常通信協力会へ謝金を支出 

［総務局区配］ 

・地域防災活動奨励助成金：区内 28の地域防災拠点へ補助 

（1拠点あたり 12万円交付） 

・「町の防災組織」活動費補助金：町の防災組織に対し補助 

                 （１世帯あたり 160円交付） 

※町の防災組織補助金は、新型コロナウイルスの影響により定期総会

を延期せざるを得ない自治会町内会があることを考慮し、申請期限を

延長（６月末から８月末に２か月間延長） 

 

８ 区本部機能の強化 【予算：3,400,000円、決算：5,940,247円】 

(1)  IP 無線機を活用した情報受伝達の強化 

大規模災害時において、通信規制がかかりにくい回線を活用した IP 
無線機を導入し、区災害対策本部と避難所等間の円滑な情報受伝達を

図りました。（９月から運用開始） 
 

(2) 港北区災害対策本部訓練の実施 

区本部機能強化のため、各種訓練を実施しました。 

・風水害対策本部運営研修（７月） 

・震災対策区本部訓練（３年１月(中止)） 

・震災時初動対応訓練（５月(中止)、９月(中止)） 

・区職員向けの安否確認訓練（９月、３年１月） 

・区職員向け動員訓練（９月～12月） 

 

 (3) 職員用備蓄食料の整備等 

期限切れによる区職員用備蓄品の更新、災害時の連絡体制確立のた

めの各種通信機器を維持・管理しました。また、深夜等の発災時の迅

速な職員参集を目的とした自動車借上げや新型コロナウイルス感染

症対策として消毒液の整備等を行いました。 

 年度  25 26 27 28 29 30 元 ２ 

台数 ３ ５ 17 10 12 11 12 ９ 

（区） ‐ ‐ 10 ５ ９ ８ ９ ３ 
（消防） ３ ５ ７ ５ ３ ３ ３ ６ 

［補助対象地域の優先順位と整備数の考え方］ 

優先順位１：地震火災対策方針の対象地域 

優先順位２：上記を除く、焼失棟数が１～５軒の地域 

優先順位３：上記のほか地域 

 

【補助実施計画（消防局実施分を含む）】 

【スタンドパイプ式

初期消火器具】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

【参考】港北区総合庁舎浸水時停電対策 

～ＶＰＰ構築事業※を活用した、蓄電池設置事業～ 

想定最大規模降雨により、約２ｍ(区庁舎１階部分相当)の浸水が想定

されている中で、区庁舎浸水時に全電源を喪失するリスクがあります。 

元年度、ＶＰＰ構築事業を活用し、電力供給契約に合わせて、区庁舎

に蓄電池を設置しました。（区庁舎への蓄電池の設置は国内初） 

これにより、浸水による停電時においても、区災害対策本部の機能維

持に必要な最小限の電源を確保できる見込みです。 

 

※ＶＰＰ構築事業 

地域防災拠点に指定されている市内小中学校等に、電気事業者が蓄

電池設備を設置し、平常時は電力の需給調整として活用し、停電を伴

う非常時は防災用電源として使用する取組をいいます。 

 

【蓄電池概要】 

＜所 有 者＞ 

電力供給契約事業者 

＜設置場所＞ 

区庁舎２階～４階に各１台（計３台） 

設置 

＜容 量＞ 

１台あたり容量約15kWh、計約45kWh※ 

分の電力量を確保します。 

＜稼働時期＞ 

２年３月 

 

 

※約45kWh 

港北区災害対策本部を３日間程度維持するための必要最小限の

電力量（約4,500台のスマートフォンを満充電できる量） 

防災無線、パソコン10台、ＴＶ１台、ＦＡＸ１台、携帯電話15台、

コピー機１台の使用を想定 

 

［温暖化対策統括本部区配］ 

・横浜スマートシティプロジェクト 【2,000,000円】 

※本事業を執行することによる電力料金の増額分に充当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【蓄電池】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

１－(2) 

災害時医療整備事業 

（単位：円） 
２予算 277,000 

２決算 253,548 

差▲引 23,４52 

福祉保健課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【のぼり旗掲出訓練】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【Ｙナース募集リーフ

レット】 

【事業の概要】 

 区防災計画（震災対策編）における災害時医療等の対策を講じるため、関

係機関と連携した会議の開催、医療救護隊訓練の実施、新型コロナウイルス

に対応した物品の購入、災害支援ナース登録の促進を図りました。 

【主な内容】 

１ 医療救護に関する関係機関との連絡会議の開催 

【予算：65,000円、決算：8,060円】 

  ・災害医療連絡会議の開催 

   医療救護隊の体制や医療機関開設情報の取扱いについての検討を行い

ました。 
第１回：７月、第２回：10月（書面開催）第３回：２月（書面開催） 

（参加機関：三師会、災害拠点病院、災害協力病院、訪問看護ステー 
ション、警察、消防他行政関係機関） 

 
２ 医療救護隊訓練の実施 【予算：50,000円、決算：14,240円】 

医療救護隊が発災時に迅速に活動できるよう訓練を実施しました。 

・医療救護隊立ち上げ訓練（７月）：中止 

・医療救護隊参集訓練（医師会館・慶應義塾大学日吉キャンパス協生館） 

：中止 

・のぼり旗、フラッグ掲出訓練（９、１月） 

・通信訓練 局⇔区：年６回（うち２回は中止） 

区⇔医療機関：年４回（８、10、12、２月） 

 
３ 医療救護隊用装備品の整備 【予算：119,000円、決算：207,488円】 

新型コロナウイルスに対応して、医療救護隊及び保健活動グループの

活動や訓練に必要な装備品の拡充を図りました。 

（非接触型体温計、パルスオキシメーター、ガウン、防塵マスク 他） 

 
[医療局区配] 

・医療救護隊感染症対策事業 【100,000円】 
医療救護活動における感染症対策のための装備品を購入 

 

４ 災害支援ナース（Ｙナース）の登録促進と管理 

【予算：43,000円、決算：23,760円】 

登録者：59人（３年３月末時点）うち２年度新規３人 

  ・Ｙナース募集リーフレットの配布 

区医師会を通じて、診療所に勤務する看護師へ登録勧奨を実施 

  ・広報よこはまへの募集案内掲載 

・研修の実施 

   県看護協会と医療局が主催する研修への参加を依頼（年２回） 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

１－(3) 

快適な暮らしの衛生

応援事業 

（単位：円） 

２予算 639,000 

２決算 550,986 

差▲引 88,014 

生活衛生課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 食の安全や各種施設の衛生確保、動物の適正飼育や災害時のペット対策の

啓発を行いました。 

【主な内容】 

１ 食中毒・感染症防止対策 【予算：362,000円、決算：328,986円】 

(1) 食中毒・感染症予防のための監視事業 

・監視用物品の更新（短焦点防水カメラ） 

【食中毒等発生状況】 

 28年 29年 30年 元年 ２年 

食中毒 
件数 ２件 ３件 ７件 ４件 ３件 

患者数 54人 62人 62人 48人 24人 

感染症※ 
件数 45件 26件 22件 26件 22件 

患者数 1,062人 241人 181人 310人 41人 

※ノロウイルス、腸管出血性大腸菌、レジオネラ症等 

 

(2) 衛生講習会の実施 

・事業者の衛生管理向上のため講習会を実施 

【講習会実施回数】 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

32回 33回 38回 26回 ９回 

 

２ ペットのマナー啓発と災害時のペット対策 

  【予算：277,000円、決算：222,000円】 

・動物の適正飼育に関する啓発、指導（通年） 

・資料を用いた飼い犬の散歩マナー向上啓発（通年） 

・狂犬病予防注射集合会場での飼主向け啓発（新型コロナウイルスの

影響により中止） 

・地域防災拠点運営委員会連絡会での啓発（６月、12月に書面開催） 

・地域防災拠点訓練でのペット対策訓練・啓発（11月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ペットのマナー・防災対策教室】 

【啓発資料、ふん処理袋配布による 

飼い犬の散歩マナー向上啓発】 

【啓発資料、ふん処理袋配布による 

飼い犬の散歩マナー向上啓発】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

１－(4) 

交通安全 無事故で

カエル事業 

（単位：円） 
２予算 5,431,000 

２決算 3,269,010 

差▲引 2,161,990 

地域振興課 
 

【差引理由】 
スクールゾーン路面標

示工事費の減 など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【はまっ子交通安全教

室】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【事業の概要】 

「毎日事故無く家に帰る」「事故の無いより安全安心なまちに変える」を目

指し、区内の交通環境の整備、交通安全教室や交通安全キャンペーン等の活

動を実施し、区民の交通安全意識の啓発を図りました。 

 

【主な内容】 

１ 児童の交通安全対策事業【予算：4,698,000円、決算：3,138,110円】 

(1) スクールゾーン路面標示・電柱巻施工 

各小学校のスクールゾーン対策協議会から出された要望を踏まえ、

路面標示の新設・補修工事を35か所、電柱巻80か所を施工しました。 

 

(2) スクールゾーン対策協議会への運営支援 

小学校21協議会に運営費を助成しました。（５校は申請なし） 

 

(3) 交通安全ポスターコンクール 

・各小学校児童の応募作品（全389点）の中から入賞作品12点を選定し

入賞作品を11月30日から12月４日までの間、区役所で展示しました。

（「港北区 安全・安心のつどい」において表彰予定でしたが、新型コ

ロナウイルスの影響により中止したため、表彰式も中止しました。） 

・入賞作品を用いて交通安全カレンダーを製作しました。（520部） 

 

(4) はまっ子交通あんぜん教室 

小学校18校で実施しました。 

（新型コロナウイルスの影響により８校が中止） 

 

(5) 中学生交通安全教室  

（新型コロナウイルスの影響により中止） 

 

２ 交通安全運動事業 【予算：229,000円、決算：2,750円】 

全国交通安全運動等と合わせたキャンペーン活動を実施しまし 

た。 

・春の全国交通安全運動キャンペーン 

（新型コロナウイルスの影響により中止） 

・二輪車交通事故防止キャンペーン 

６月23日：綱島アップル研究所付近（11人） 

・夏の交通事故防止運動キャンペーン 

７月10日：アピタテラス横浜綱島店（20人） 

・秋の全国交通安全運動キャンペーン 

９月29日：新横浜駅前（21人） 

・年末の交通事故防止運動キャンペーン 
（新型コロナウイルスの影響により中止） 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

３ 高齢者交通安全対策事業 【予算：400,000円、決算：99,990円】 

(1) 運転卒業者おトク事業 

商店街と連携し、運転免許証を返納した高齢者が店舗での特典を受

けることで運転免許の自主返納を呼びかけました。 
 (３年７月末時点で 26店舗参加) 

 

 (2) 高齢者交通安全教室 

ドライビングスクールでの体験型交通安全教室 

（新型コロナウイルスの影響により中止） 

 

(3) 高齢者ウォークラリー 

 （新型コロナウイルスの影響により中止） 

 
４ 子育て関連施設付近の交通安全対策 

【予算：104,000円、決算：28,160円】 

車や自転車の運転手から施設の存在を認識されにくい、区内保育園・

幼稚園等の周辺に、施設の存在を知らせる看板「やさしい心で安全運転」

の電柱巻を設置しました。（４か所） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【子育て関連施設電柱巻】 

【運転卒業者おトク事業 
実施店ステッカー】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

１－(5) 

放置自転車対策事業 

（単位：円） 
２予算 5,387,000 

２決算 4,150,480 

差▲引 1,236,520 

地域振興課 
 

【差引理由】 
放置自転車数減に

伴う、監視員配置数の

減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

放置自転車の台数は、10年前に比べ全体的には約２割にまで減少しています

が、日吉駅や綱島駅、新横浜駅は来街者も多く放置自転車も目立つことに加え

午後の放置自転車が多いことから、この時間帯の３駅を中心とした効率的な監

視活動を行うとともに、道路局と連携し休日も含めた撤去作業を実施しまし

た。 

  

【区内全駅の１日における放置台数（台）】 

 20年度 21年度 22年度 30年度 元年度 ２年度 

放置台数 2,673 1,961 1,902 444 422 365 

平均 2,179 410 

駐輪場台数 16,451 16,528 18,235 19,619 19,896 19,981 

 

【主な内容】 

１ 監視員事業 【予算：4,589,000円、決算：3,728,080円】 

特に放置自転車が多い３駅を中心に放置自転車監視員を配置しました。

（道路局予算と合算して執行） 

・配置駅：区内４駅（日吉・綱島・新横浜・新羽） 

・延べ配置数：2,836回 

 

【駅ごとの延べ配置数（１回あたり１人３時間）】 

駅 
２年度 放置台数※ 

（２年度） 

【参考】元年度 

週 年 週 年 

日吉 19回 912回  35台 27回 1,278回 

綱島 31回 1,492回  112台 30回 1,440回 

新横浜 8回 384回  29台 10回 480回 

新羽 1回 48回  11台 1回 32回 

小机 - -  ８台 - 34回 

合計 59回 2,836回  195台 68回 3,264回 

※放置台数は「横浜市鉄道駅周辺放置自転車等実態に関する調査」より抜粋 

 （11月の平日の晴天時、午前９時から午後３時までに放置されていた台数） 

 
 
 
 

２ 放置自転車等撤去事業 【予算：225,000円、決算：０円】 

来街者も多く放置自転車の多い日吉駅、綱島駅や新横浜駅については集

中的な対策を維持する必要があるため、引続き休日も含め道路局が撤去を

実施しました。 
局の撤去を行っていない休日の主要３駅以外に関して、緊急で撤去を行

う場合に備えて予算を確保していましたが、対応が不要であったため実施

しませんでした。 
 

［道路局区配］【11,646,000円】 

自転車マナーアップ事業 

・自転車放置防止監視員の配置、啓発物品等の作成 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 
【道路局と区役所が実施する各駅の撤去回数と台数（回／年間）】 

年度 ２年度 【参考】元年度 

曜日 平日 休日 平日 休日 

実施者 道路局 
日吉、綱島、新横

浜は局、それ以外

は区 
道路局 

日吉、綱島、新横

浜は局、それ以外

は区 
日吉 47 7 32 11 

綱島 120 17 99 34 

新横浜 44 7 35 12 

大倉山 13 

緊急に区で対

応する必要が

なかったため

未実施 

20 

緊急に区で対

応する必要が

なかったため

未実施 

菊名 20 11 

妙蓮寺 12 9 

新羽 14 8 

小机 15 12 

高田 11 5 

岸根公園 13 6 

日吉本町 11 5 

 
 
３ 地域活動事業 【予算：573,000円、決算：422,400円】 

区内の自転車等放置防止推進協議会10協議会に助成しました。 

また、協議会が放置自転車クリーンキャンペーンなどの活動を行う際に使 

用する警告札などの物品を作成、配布し、協議会の活動を支援しました。 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 
事業名等 実施内容 

１－(6) 

港北ＡＡＡ地域防犯

力向上作戦 

（単位：円） 
２予算 1,011,000 

２決算 1,003,850 

差▲引 7,150 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【事業の概要】 

区内で発生した犯罪情報をいち早く区民に提供し、地域の防犯活動に役立て

るようにするとともに、区民主体の防犯活動が推進できるように側面的な支援

を行いました。また、警察と連携した振り込め詐欺等の犯罪撲滅の啓発をHP

や防犯メールなどで実施しました。 

【主な内容】 

 １ 防犯情報メールの配信 【予算：432,000円、決算：423,500円】 

２年度は防犯メールシステムの更新を実施しました。 

また、毎日警察と犯罪発生状況を共有し、防犯メール登録者のアドレス

やＦＡＸ宛てに防犯情報を配信しました。 

振り込め詐欺等特殊詐欺の前兆電話があったという情報が区役所に複

数寄せられた際には、「特殊詐欺警報」として即時に注意喚起の防犯情報

メールの配信及びＳＮＳへの投稿を行いました。 

【防犯情報メール登録者数】 

 28年度末 29年度末 30年度末 元年度末 ２年度末 

登録者数 7,409人 7,734人 8,750人 9,711人 10,622人 

 

 ２ 防犯啓発活動【予算：359,000円、決算：465,850円】 

  (1) 青色防犯灯装備車によるパトロール 

     警察の講習を受けた職員が、犯罪発生地域を中心に青色防犯灯装備車

で回り、防犯パトロール及び放送による防犯啓発を行いました。 

昨今の手口を反映した内容で、警察と特殊詐欺発生状況を共有し、そ

の時々の状況に合わせた注意を呼び掛け、特定定額給付金に乗じた詐欺

など特殊詐欺への注意喚起についてもアナウンスしました。 

（毎週火曜日） 

 

  (2) 防犯パトロール関連物品の作成配布 

    「のぼり旗」や「ベスト」など、自治会町内会等の団体が防犯活動を

行う際に使用する物品を作成、配布し、地域の防犯活動を支援しました。 

    

  (3) 港北ＡＡＡ（安全で安心な明日を）作戦会議の開催  

    地域の防犯力向上のため、警察や防犯関係団体、地域、学校、事業者、 

行政の各関係者で実施している「港北ＡＡＡ作戦会議」は、新型コロナ

ウイルスの影響を鑑み、書面開催としました。（６月）  

 

３ 「子ども110番の家」活動の支援【予算：120,000円、決算：15,500円】 

各小学校の「子ども110番の家」活動の情報提供を目的とした「子ども

110番の家ネットワーク会議」資料配布を行いました。 

（９月に予定されていた総会については新型コロナウイルスの影響に 

より中止） 

「子ども 110番の家」災害補償保険の終了に伴い横浜市市民活動保険の

利用案内を行いました。 

子ども 110番の家のプレートの作成と配布を行いました。 

 

【こども 110番の家 
プレート】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

[市民局区配] 

・地域防犯啓発事業 

   子ども110番の家プレートの作成【100,000円】 

 

４ 特殊詐欺対策機器設置事業 【予算：100,000円、決算：99,000円】 

   電話による振り込め詐欺等特殊詐欺被害が依然として多いことから、振

り込め詐欺等特殊詐欺対策機器が地域の電器店等で購入可能であり、かつ

設置サービスを行っていることをホームページ、SNS等で発信しました。 

   また、チラシを作成し各公共施設に配架することにより、幅広い世代へ

の周知を行いました。 

 

【参考】 

・港北区内犯罪発生状況（暦年） 

 28年 29年 30年 元年 ２年 

犯罪発生件数 2,237件 2,155件 1,735件 1,453件 1,109件 

特殊詐欺 73件 96件 58件 74件 35件 

同被害額 3億100万円 3億3,900万円  2億4,800万円  1億8,400万円 5,500万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特殊詐欺対策機器設置啓発チラシ】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(1) 

大規模スポーツ大会 

開催機運醸成事業 

（単位：円） 
２予算 3,750,000 

２決算 832,535 

差▲引 2,917,465 

区政推進課 
地域振興課 

【差引理由】 
東京 2020 大会延期に

より、事業実施を延期

することによる減 

【事業の概要】 

 ラグビーワールドカップ2019™、東京2020オリンピック・パラリンピックを

契機に、区の魅力と区民のふるさと意識の向上を図ることを目的とし、大会

開催機運醸成及び大会開催後のレガシーの定着に向けた取組を地域や関係機

関と連携して実施しました。 
 

【主な内容】 

１ 開催機運醸成事業 【予算：1,100,000円、決算：49,500円】 
慶應義塾大学や地域と連携し、東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会等の開催機運醸成を図る事業を実施する予定でしたが、東京

2020オリンピック・パラリンピックの延期に伴い、中止しました。 

年 Ｒ２ Ｒ３ 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

東京2020オリ

ンピック・パ

ラリンピック 

                 

 
・コミュニティライブサイト（横浜ラポール） 

 ※ライブサイト 

  オリンピック・パラリンピック競技大会の期間中、競技会場外で

誰もが、大型スクリーンを利用した競技中継等を通じて競技観戦

を楽しみ、大会の感動と興奮を共有できる機会を提供する場です。 

（東京2020オリンピック・パラリンピックの延期に伴い、中止しました。） 

 ・小机駅北口階段壁面装飾 

  東京2020オリンピックサッカー競技事前ＰＲのため、小机駅北口階

段の壁面装飾を改修し、機運醸成を図りました。（１月） 

 

[市民局区配]  

・東京2020オリンピック・パラリンピックの機運醸成【0円】 

      新型コロナウイルスの影響により、中止しました。 

・英国事前キャンプの機運醸成【0円】 

 新型コロナウイルスの影響により、中止しました。 

 

 

２ ラグビーワールドカップレガシー事業 

【予算：1,450,000円、決算：0円】 

慶應義塾大学や港北区スポーツ協会などにご協力いただき、小学校へ

のラグビー出前講座やタグラグビーサポート派遣（講師派遣）、港北カッ

プ（タグラグビー大会）などを実施する予定でしたが、新型コロナウイ

ルスの影響により、中止しました。 

  ・小学生ラグビー出前講座（新型コロナウイルスの影響により中止） 

  ・タグラグビーサポート派遣（新型コロナウイルスの影響により中止） 

  ・小学生ラグビー体験会（新型コロナウイルスの影響により中止） 

  ・第３回港北カップ・タグラグビー大会（新型コロナウイルスの影響に

より中止） 

 
・オリンピック開幕（7/24）【延期】→→→→→(7/23) 

 

・パラリンピック開幕（8/25）【延期】→→(8/24) 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

３ 新横浜暑さ対策（ミスト） 【予算：200,000円、決算：0円】 

夏の暑さ対策として新横浜北側ペデストリアンデッキ上に元年度設置

したミスト式冷却装置について、東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク大会においても設置する予定でしたが、東京2020オリンピック・パラ

リンピックの延期及び新型コロナウイルスの影響により、中止しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 新横浜花火大会での記念花火打ち上げ 

【予算：1,000,000円、決算：0円】 

新型コロナウイルスの影響により、中止しました。 

 

５ スポーツ推進委員の新デザインユニフォーム作製 

【予算：0円、決算：783,035円】 

東京2020オリンピック・パラリンピック開催に向け、区内スポーツの

盛り上げを支えるスポーツ推進委員の新ユニフォームを作製し、大規模

スポーツ大会の更なる機運醸成、レガシー醸成につなげる取組を行いま

した。 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(2) 

地域スポーツ推進事

業 

（単位：円） 

２予算 1,450,000 

２決算 492,900 

差▲引 957,100 

地域振興課 
 
【差引理由】 
港北駅伝大会の開催中

止による減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 区内における地域スポーツの推進・活性化を図るため、港北区スポーツ協

会への活動補助金交付を行いました。 
 

【主な内容】 

１ 港北区スポーツ協会活動支援 【予算：450,000円、決算：450,000円】  
港北区スポーツ協会に補助金を交付し、加盟20団体のスポーツ大会・

教室開催を支援しました。 

 

  【加盟20団体一覧】（団体会則記載順） 

１ 野球協会 11 相撲連盟 

２ ソフトテニス協会 12 サッカー協会 

３ 陸上競技協会 13 ゲートボール連合 

４ バレーボール協会 14 柔道会 

５ ソフトボール協会 15 太極拳協会 

６ 卓球協会 16 中学校体育連盟 

７ バスケットボール協会 17 少年野球連盟 

８ 剣道連盟 18 ミニバスケットボール協会 

９ バドミントン協会 19 ダンススポーツ連盟 

10 テニス協会 20 小学校体育研究会 

 

 

２ 港北駅伝大会開催支援 【予算：1,000,000円、決算：42,900円】 

   地域スポーツの推進に寄与するとともに、地域における世代間の交流 

を図るため、大会の開催を支援しておりましたが、新型コロナウイルス 

の影響により開催が中止となりました。 
 
 

統合事業費 

［スポーツ推進委員支援事業］【予算：2,563,000円、決算：2,555,087円】 
・スポーツ推進委員地区活動補助金 
・事務費 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(3) 

港北区商店街活性化

事業 

（単位：円） 
２予算 1,380,000 

２決算 1,403,500 

差▲引 ▲23,500 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

区内商店街および商店街店舗の盛り上げや利用につながるイベント等の開催や

港北区商店街連合会が行う情報発信に対する支援を通じて、消費者の関心・認知

度の向上を図るとともに、商店街の活性化を支援しました。 
加えて、新型コロナウイルス禍において、商店街がこれまで以上に「安心して

買い物ができる場」となるために、感染症予防に必要な衛生管理に係る事業を支

援しました。 
 

【主な内容】 

１ 商店街活性化事業 【予算：800,000円、決算：863,500円】 

 商店街及び店舗の魅力に触れながら、区内の商店街を巡るイベント「こうほ

くの商店街 ちょいつまみウォーク」を27年度から元年度まで開催しましたが、

２年度は、新型コロナウイルスの影響により事業形態を変更し、ウェブアプリ

システムを活用したデジタルスタンプラリーベント「こうほくの商店街 ちょ

いより散歩」を港北区商店街連合会と連携して実施しました。 

 

【こうほくの商店街ちょいより散歩 実施状況】 

  元年度までは「こうほくの商店街ちょいつまみウォーク」として実施 

こうほくの商店街 ちょいつまみウォーク 

年

度 開催日 

参加 
商店街

数 

参加 
店舗数 

当日 

参加者数 

(申込者

数) 

参加費 

(保険

料等) 

申込 

方法 

優先

申込

※１ 

28 
11月26日 

（土） 
12商店街 70 

839人 

(1,000

人) 

無料 
ウェブ

申込 
なし 

29 
11月25日 

（土） 
11商店街 66 

554人 

(655人) 

300円 

/１人 

往復 

はがき 
あり 

30 
11月24日 

（土） 
11商店街 60 

727人 

(823人) 

300円 

/１人 

ウェブ

申込 
あり 

元 
11月23日 

（土） 
11商店街 56 

 ‐※２ 

(1,009人) 

300円 

/１人 

ウェブ

申込 
あり 

こうほくの商店街 ちょいより散歩 

年

度 
開催期間 

参加 

商店街

数 

参加 

店舗数 
参加者数  

 

 

２ 

11月21日

（土） 

～12月６日

（日） 

13商店街 1,000 559人    

※１ 商店街で1,000円以上お買い上げの方に「優先参加申込用紙」を配 

付。優先参加申込用紙でお申込みいただくと抽選免除になる。 

 ※２ 元年度については荒天のため中止。 

【こうほくの商店街  
ちょいより散歩】 

【綱島】 
 

【デジタルスタンプ

ラリー】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

２ 商店街情報発信支援事業 【予算：580,000円、決算：540,000円】 

商店街による自主的かつ継続的な情報発信により、商店街の認知度を高め、

地域住民等の来訪者数を増やすことで地域の活性化を図る予定でしたが、新型

コロナウイルスの影響により、今年度については当該事業の内容を見直し、新

型コロナウイルス感染症に対する緊急対策として、区ホームページやツイッタ

ーを活用し、配達・持ち帰り・Web接客サービス等の実施店舗の情報を発信しま

した。（掲載店舗数：75店舗） 

あわせて、新型コロナウイルス感染症に対する緊急対策として、港北区商店

街連合会が実施する衛生措置に対して支援を行いました。（４月～５月） 

 

 

【経済局区配】 

港北区商店街活性化イベント事業補助金【750,000円】 

商店街が主催して行うイベント開催経費に対する補助 

（２年度実績） 

・大倉山商店街振興組合「2020大倉山ハロウィン」 

・菊名東口商栄会「2020ウィンタースクラッチキャンペーン」 

・大倉山エルム通り商店会 

「大倉山エルム通り商店会 イルミネーション」 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(4) 

ウォーキングから始

まる健康づくり事業  

（単位：円） 
２予算 1,104,000 

２決算 560,604 

差▲引 543,396 

福祉保健課 
 
【差引理由】 
新型コロナウイルス

による事業中止等に

よる減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 ウォーキングをきっかけに健康づくりを推進するため、区民にウォーキン

グの楽しさや魅力をＰＲするとともに継続できるよう支援しました。 
 

【主な内容】 

１ ウォーキング継続推進 【予算：255,000円、決算：57,154円】 

(1) 健康測定会の開催 

例年、港北区のイベントや地域会場で、保健活動推進員や地域ケア

プラザ職員とともに「健康測定会」を開催しており、２年度は29回の

測定会を予定していましたが、新型コロナウイルスの影響により実施

を見合わせました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【健康測定会の実績】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 
参加者数 1,331人 840人 1,644人 1,353人 中止 
実施回数 22回 20回 25回 24回 中止 

実施内容 
区民まつり、地区センターや地域ケアプラザまつり等で、体

組成、血圧、足指力、立ち上がりテスト等を実施 

 

 

(2) 健康測定会従事者の研修会の開催 

健康測定会に従事する保健活動推進員、地域ケアプラザ職員を対象

に、研修会を開催しました。区保健師が講師となって、健康測定会の

実施機会を踏まえ、きめ細やかに対応しました。 

なお、２年度は13回の測定会を予定していましたが、新型コロナウ

イルスの影響により実施を見合わせ、感染予防対策のうえ、１回実施

しました。（実施回数１回、参加者数16人） 

 

(3) 健康測定機器の更新とレンタル 

区の健康測定会、区内施設設置の健康測定機器（体組成計、血圧計）

を最新機器に更新しました。 

 

 

 

【健康測定会】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【雨の日でも歩こう

港北！ショッピング

モールで健康ウォー

キング】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【港北区 
ウォーキング手帳】 

 

２ ウォーキング普及啓発 【予算：849,000円、決算：503,450円】 

  (1) 健康づくりのムーブメントの醸成 

・ウォーキングサポーター（保健活動推進員）企画の健康ウォーキン

グイベント（新型コロナウイルスの影響により中止） 

・歩数計アプリのクーポンとコラボし、「ミッション」を実施し、ミッ

ション達成者には参加賞を配布しました。（配布数：60個） 

・雨の日でもウォーキングを楽しめるような新たなウォーキングマッ

プ「雨の日でも歩こう港北！ショッピングモールで健康ウォーキング」

をトレッサと協働して１万部発行しました。 

 

(2) ウォーキングの習慣化 

・ウォーキングサポーター会議を実施し、新型コロナウイルス感染防

止対策をした上でのウォーキング実施についての講義も行いました。 

・「港北区ウォーキング手帳」を3,000部増刷 

・ウォーキングや食生活改善の取組など、健康づくりにチャレンジし

た企業を取り上げ、ホームページ、地域情報誌等で発表することによ

り、幅広い区民に向けた健康づくりのムーブメントを醸成しました。

また、「よこはまウォーキングポイント」事業の歩数計アプリ等のPRも

実施しました。 

・ウォーキングミニ講座付きの健康測定会を１回（15人参加）開催し

ました。（新型コロナウイルスの影響により４回中３回中止） 

 

 

《参考》 [健康福祉局] 

よこはまウォーキングポイント事業 

・スマートフォン専用の歩数計アプリを30年度から開始。従来からの歩

数計のみで参加継続することも、歩数計アプリとの併用も可能 

・アプリの「スタンプイベント」はスマートフォンのGPS機能を活用して、

指定のスポットを巡るスタンプラリーのこと。「ミッション」とは、「一

定期間内に8,000歩」などの目標を達成すると協賛企業等のクーポンや

グッズ等が獲得できる仕組みのこと 

 

【参考】 

よこはまウォーキングポイント事業実績（３年３月末時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜市 港北区 

アプリ登録者数 66,246人 6,437人 
市の9.7％ 

区別順位１位 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(5) 

育もう「ふるさと港北」

事業 

（単位：円） 
２予算 9,315,000 

２決算 6,075,052 

差▲引 3,239,948 

地域振興課 
 

【差引理由】 
新型コロナウイルスの

影響によるイベントの

中止による減 など 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 転入者の多い港北区において、区民の「ふるさと」意識を育み港北区への

愛着を深めるために、世代間・地域間交流の場を提供しました。 
地域資源・歴史的遺産を活用し、区民各層の交流の促進を図るほか、港北

区に根差したＪ１クラブである横浜Ｆ・マリノスとの連携・応援等を通じて、

港北区の魅力を内外にアピールしました。 
 

【主な内容】 

１ ふるさと港北ふれあいまつり事業 

【予算：4,860,000円、決算：3,922,322円】 

「ふるさと港北」意識の醸成を図るため、ふるさと港北ふれあいまつ

り実行委員会に補助金を交付し、子どもから高齢者・障害者・外国人と

いった多くの区民が一堂に会する場である「ふるさと港北ふれあいまつ

り」をオンラインにより開催しました。（11月３日～23日） 

  ・実施内容 

メイン会場行事…期 間 内：各団体による活動紹介動画の配信 

コアデイ：11月14日動画のライブ配信 

分会場行事…地区連合町内会毎動画を作成し、ふれあいまつりへ参加 

健康づくり月間事業…医師会、歯科医師会、薬剤師会で動画を作成し 

ふれあいまつりで啓発を実施 

 

２ 大倉山観梅会事業 【予算：1,150,000円、決算：0円】 

   例年、港北区の観光及び商店街振興を図るため、大倉山観梅会実行委

員会に補助金を交付し、「大倉山観梅会」を開催しておりましたが、新

型コロナウイルスの影響により中止となりました。 

 

３ 小机城址魅力プロモーション事業 

【予算：1,450,000円、決算：479,000円】 

小机城址が続日本100名城に選定され、全国的にも注目が集まってい

ることを契機に、「ふるさと港北」の意識を育む歴史的なシンボルとし

て小机城址の魅力プロモーションに取り組みました。  

(1) 小机城址まつり 

港北区の観光および商店街振興を図るため、例年、小机城址まつり 

実行委員会に補助金を交付しておりますが、新型コロナウイルスの影 

響により中止となりました。 

(2) 小机城址の歴史の魅力発信  

横浜市歴史博物館の学芸員による城郷中学校への出前授業を実施

しました。（２月19日）また、歴史博物館に委託し、小学生向け啓発

動画を作成しました。 

(3) 北条五代観光推進協議会参画  

小机城址の効果的なプロモーションを行うため、小田原市が中心と 

なり北条氏ゆかりの城や史跡が存在する自治体で構成し、北条氏を切

り口に共同でＰＲを実施している「北条五代観光推進協議会」に参画

しました。 

【ふるさと港北 
  ふれあいまつり】 

【大倉山観梅会】 

【小机城址まつり】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

４ 「港北区には横浜Ｆ・マリノスがある」プロモーション事業 

【予算：755,000円、決算：901,395円】 

２年度は新型コロナウイルスの影響に伴い、例年実施している事業が

一部中止になるなどの影響がありましたが、可能な範囲での横浜Ｆ・マ

リノスのプロモーションを行うと同時にブランド力を生かし、連携して

事業に取り組むことで「ふるさと港北」をアピールしました。 

また、２年度から横浜GRITSとも協定を結び、マリノス同様に事業を

行うことでプロスポーツチームと港北区の連携を強化しました。 

 

・動画の作成、及び区民祭りへの動画での参加 

・連携ロゴを活かした出生届提出者対象のフォトフレーム作製・配布 

・横浜Ｆ・マリノスのある日常空間づくりに向け、区内の小学一年生向

けにランドセルカバーを港北交通安全協会と連携して作製・配布 

・横浜Ｆ・マリノスのガーランドの作成 

・横浜Ｆ・マリノスの地域貢献活動等の情報発信 

・横浜Ｆ・マリノス、横浜GRITSの両マスコットキャラクターを使った

イラストの作成 

 

 

５ わがまち港北映像ライブラリ事業 

【予算：600,000円、決算：684,966円】 

インタビュー番組「港北ふるさと人物伝」や港北芸術祭「秋の調べ」、

港北の昔ばなし紙芝居の映像作品の制作と配信を行いました。 

また、映像配信サイト「港北映像ライブラリ」のリニューアルを行い

ました。 

・港北ふるさと人物伝 17作品 

・港北芸術祭「秋の調べ ヴァイオリン・フルート・ピアノによる 

独奏と室内楽コンサート」 １作品 

・港北の昔ばなし紙芝居 30作品 

  ・映像配信サイト「港北映像ライブラリ」リニューアル及び 

管理・運営 

 

６ 青少年活動支援事業 【予算：500,000円、決算：0円】 

 例年、ペットボトルロケット大会を開催し、区民の親睦を深める場と

するとともに、こども達にリサイクルなどの環境意識について考えるき

っかけを提供しておりましたが、新型コロナウイルスの影響により中止

となりました。 

 

【ペットボトルロケット大会参加者数】参加者数は、来場者を含めた概数 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

参加者数 雨天中止 700人 雨天中止 600人 中止(※) 

 

(※)新型コロナウイルスの影響により中止 

  

 

 

 

【港北の昔ばなし 
紙芝居作品】 

【出生届提出者対象
フォトフレーム】 

【ランドセルカバー】 

【ペットボトル 
ロケット大会】 

【マリノスガーランド】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

７ 港北公会堂リニューアルイベント事業【予算：0円、決算：87,369円】 

 港北公会堂がリニューアルオープンすることを記念して、公会堂がよ

り多くの区民や団体に親しみをもって利用していただけるために、区民

向けイベントを３年度事業として、４月３日に開催する予定でした。し

かし、４月から公会堂が新型コロナウイルスワクチンの集団接種会場に

決まったため、イベントを中止し、３月に施設見学会のみ実施しました。 

・日時 ３月24日（港北公会堂） 

・内容 (1) リニューアルオープン記念式典 

(2) 施設内覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【港北公会堂リニ

ューアルイベント】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(6) 

地域のチカラ応援事

業 

（単位：円） 
２予算 3,281,000 

２決算 1,332,765 

差▲引 1,948,235 

地域振興課 
 

【差引理由】 
補助金交付団体数の減 

市民活動交流会の中止

による減 など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

地域住民による地域課題の解決に向けた主体的な取組を支援するため公益

的な活動を行う団体に対して、補助金交付や広報、有識者からの活動に対する

助言を行うことによる支援を行いました。 
また、活動情報の交流を図り、団体間の連携促進の取組を行いました。 

 

【主な内容】 

１ 地域のチカラ応援事業活動補助金の交付等 

(1) チャレンジコース 【予算：2,793,000円、決算：1,094,800円】 

区内で一定の活動実績がある団体のさらなる公益的事業を対象に、１

団体最長５年間上限30万円の補助金を交付しました。 

 

   【交付団体数・交付金額】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

団体数 23団体 19団体 19団体 18団体 6団体 

金額 3,032 千円 2,558 千円 2,465 千円 2,768 千円 1,095 千円 

 

(2) パートナーシップコース 

区のエリアより小さな地域の事業に対し、港北区役所の名義使用承認

および広報などの活動支援を行いました。 

 

【承認団体数】 

 

 

[市民局区配]   

元気な地域づくり推進事業 

・スタートアップコース：【175,110円】 

新たに始める事業対象 

１団体最長２年間上限５万円を４団体に交付しました 

・地域元気づくりコース：【533,531円】 

   自治会町内会を含む２つ以上の団体が連携して取り組む事業 

１団体最長５年間上限25万円を４団体に交付しました 

 

【交付団体数・交付金額】 

  28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

スタート

アップ 

コース 

団体数 8 団体 7 団体 9 団体 10 団体 ４団体 

金額 232 千円 250 千円 354 千円 418 千円 175千円 

地域元気

づくり 

コース 

団体数 5 団体 5 団体 6 団体 4 団体 ４団体 

金額 1,250 千円 1,200 千円 1,237 千円 621 千円 534千円 

  

 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

団体数 8団体 5団体 8団体 7団体 ３団体 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【港北つなぎ塾チラ

シ】 
 
 

 

２ 団体間の連携促進の取組 【予算：488,000円、決算：237,965円】 
   地域のチカラ応援事業活動補助金申請団体による公開提案会、報告会・

交流会を開催しました。有識者（※地域のチカラ応援事業推進懇話会委員）

からの助言や団体の活動情報の交流を図り、団体間の連携が促進されまし

た。 
  ・公開提案会（４月18日 新型コロナウイルスの影響により中止） 

・市民活動交流会（10月31日 ９団体 18人） 

  ・市民活動交流会（３月７日 新型コロナウイルスの影響により中止） 

 

  

 

 

 

 

 
 
※地域のチカラ応援事業推進懇話会 

  市民活動の経験者、学識経験者などで構成されています。（５人） 
   区の求めに応じて当事者の推進や補助金申請団体の活動に関して助言 

を行います。 
 

 

[市民局区配] 

元気な地域づくり推進事業 【1,375,000円】 

  ・「港北つなぎ塾」（「協働」の地域づくり大学校）の開催 

「新型コロナ時代のきずなづくり」をテーマに 5つのジャンルで 

区内の地域で活動する方のインタビューや座談会「つなぎ塾トーク」を 7

回開催し、地域の活動の参考にしていただくためホームページで公表しま

した。 

   また、ホームページの内容を冊子としてまとめ配布しました。 

  ・つなぎ塾トーク参加者 29人 

  ・ホームページ閲覧数 約1万回 （訪問ユーザー数約2,500人） 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【10月 31日 市民活動交流会】 

【２年度の港北つなぎ塾・冊子の表紙】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(7) 

港北魅力発見事業 

（単位：円） 
２予算 3,385,000 

２決算 1,250,781 

差▲引 2,134,219 

区政推進課 
 
【差引理由】  
新型コロナウイルス感

染症によるオープンガ

ーデンの中止による減

等 
 

 
【参考：第７回オープ

ンガーデン参加会場】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【おうち港北オープン

ファクトリー 動画イ

メージ】 
 
 
 

【事業の概要】 

 港北区の魅力を発信し、区民の地域への愛着を深めるためのイベントを実

施しました。 
 

【主な内容】 

１ オープンガーデン 【予算：2,400,000円、決算：894,181円】 

個人のお庭やグループで育てている花壇等を公開し自由に巡ってい

ただくことで、区の魅力を再発見し、花や緑を通じた交流を促進するこ

とを目的としたイベントの開催準備を進め、家族連れなど多くの方に楽

しみながらお庭を巡ってもらえるよう、スタンプラリーも実施する予定

でしたが、２年度のイベント（第８回オープンガーデン）は、新型コロ

ナウイルスの影響により開催を中止しました。 
秋以降、３年度（第９回オープンガーデン）に向けた企画準備を進め

ました。 

 

[環境創造局区配] 

・ガーデンシティ事業 【1,100,990円】 

 第９回オープンガーデンのパンフレット及びリーフレット作成 

                   

[市民局区配] （再掲）【０円】 
・英国事前キャンプの機運醸成： 

 イギリス発祥のオープンガーデンに関連したプログラムの実施 

 （新型コロナウイルスの影響により中止） 

                        

 

２ オープンファクトリー 【予算：985,000円、決算：356,600円】 

市内18区の中で最も製造業の事業所が多い港北区において、普段見る

ことのできない区内企業の工場を見学することで、ものづくりの魅力を

発見していただくことを目的としたイベントを開催しました。 
 ２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、参加企業の協力

を得て、工場・事業所の見学動画を新たに作成し、自宅などで見学する

「おうち港北オープンファクトリー」として開催しました。 
 

 
［経済局区配］ 

 ・ものづくり経営基盤強化事業【96,800円】： 

オープンファクトリーリーフレットの版下作成 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【参考】 
オープンガーデン 

 開催日数 公開箇所  延べ来場者数 

27年度（第３回） ６日 81 約 6,600 人 

28年度（第４回） ６日 65 約 7,300 人 

29年度（第５回） ６日 84 約 8,300 人 

30年度（第６回） ６日 87 約 8,300 人 

元年度（第７回） ４日 100 約 8,400 人 

２年度（第８回）

  

  

  

※１ 107 - 

 ※１ 新型コロナウイルスの影響により中止 
  
 
【参考】 

オープンファクトリー 

※２ 新型コロナウイルスの影響により中止 
 ※３ ２年度はオンラインでの動画公開による開催 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 開催日数 見学箇所 延べ参加者数 

28年度（第５回） ２日 10 311人 

29年度（第６回） １日 14 283人 

30年度（第７回） ２日 11 267人 

元年度（第８回） 中止 ※２ 13 － 

２年度（第９回） ※３ 11 5,573回(視聴数） 

31



２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(8) 

芸術文化振興事業 

（単位：円） 
２予算 2,000,000 

２決算 1,433,493 

差▲引 566,507 

地域振興課 
 

【差引理由】  
新型コロナウイルスの

影響により、鑑賞型事

業、参加型事業の一部

事業中止のため減  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

区内の芸術文化振興を図るため、質の高い芸術に触れる機会を提供する鑑 

賞型事業と、区民の文化活動の発表の場を提供する参加型事業を実施しまし 

た。 

なお、新型コロナウイルスの影響により、鑑賞型事業・参加型事業ともに

中止とした事業が多くありました。 

 

【主な内容】 

 港北芸術祭実行委員会主催事業【予算：2,000,000円、決算：1,433,493円】 

(1) 鑑賞型事業 

    ・狂言 

（４月19日 港北公会堂 新型コロナウイルスの影響により中止） 

    ・秋の調べ ヴァイオリン・フルート・ピアノによる独奏と室内楽コ

ンサート（11 月 21 日 慶應義塾日吉キャンパス 協生館 藤原洋

記念ホール）来場者数：201人 

・谷口英治セクステット 

（１月 23日 横浜ラポール 新型コロナウイルスの影響により中止） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

(2) 参加型事業 

   ・第15回港北美術展(９月30日～12月31日 港北区ホームページ上) 

閲覧者数：891人 

・港北三曲会演奏会（11月１日 神奈川公会堂）来場者数：103人 

   ・第16回港北美術展（３月15日～28日 港北区ホームページ上）  

閲覧者数：1,546人 

 

※新型コロナウイルスの影響により中止した事業 

・夏休み親子コンサート（８月23日 横浜ラポール） 

   ・港北区中学校生徒音楽会（10月18日 英理女学院高等学校） 

・港北芸能大会（11月３日 横浜ラポール） 

   ・港北区小学校児童音楽会（11月４～６日 都筑公会堂） 

   ・筆文字で遊ぼう（書道体験教室）（12月５日 港北区役所） 

・さわってみよう！箏・尺八（12月12日 港北区役所） 

    

 

 
 

【秋の調べ】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
【港北芸術祭実行委員会主催事業への来場者数】 

※元年度と２年度は新型コロナウイルスの影響により、中止としたこと

による減 

※２年度の港北美術展は新型コロナウイルスの影響により、ホームペー

ジ上でオンライン開催 

 第 15 回港北美術展 (９月 30日～12月 31日 閲覧者数：891人) 

第 16回港北美術展 (３月 15日～28日 閲覧者数：1,546人) 

 

【参考】 
各種団体主催事業 

港北芸術祭に参加している後援行事について、広報よこはま港北区版へ

の記事掲載や、文化情報ホームページへの情報掲載など、広報支援を行い

した。また、新型コロナウイルスの影響により、開催中止とした団体が多

くありました。 
 

・大倉山秋の芸術祭（10月 28日～11月４日 大倉山記念館） 

来場者数：2,117人 

・港北区民ミュージカル（12月５～１月４日 オンライン配信） 

 

※新型コロナウイルスの影響により中止した事業 

・港北区民俗芸能のつどい（５月 31日 横浜ラポール） 
・港北区合唱の集い（11月８日 都筑公会堂） 

・こうほく第九演奏会（港北公会堂） 

・港北シンフォニーコンサート 

（２月 21日 川崎市総合福祉センターエポックなかはら大ホール） 

 

 
【各種団体主催事業への来場者数】 

 
【参考】 

港北芸術祭実行委員会名簿 （五十音順・３年３月時点） 

 
 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

11,733人 11,681人 9,168人 5,553人 304人 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

15,991人 13,543人 12,457人 14,777人 2,117人 

岡 幹絵 コンサートの企画・構成・マネジメント 
鎌田 悠紀子 書道家 
栗田 るみ 港北区長 
五大 路子 女優 
小林 辰雄 港北区連合町内会長 
塩坂 靖子 押し花作家 
芳賀 美穂 声楽家 
平賀 三男 ジャズトロンボーン奏者 
堀 了介（会長） チェロ奏者 
三橋 貴風 尺八演奏家 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(9) 

区民活動支援事業 

（単位：円） 
２予算 1,498,000 

２決算 1,275,563 

差▲引 222,437 

地域振興課 
 

【差引理由】 
市民グループ・団体支

援事業の新型コロナ

ウイルスの影響によ

る講座減など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【情報誌「楽遊学」】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【港北区グループ・団

体ガイド】 

【事業の概要】 

区民の地域活動・生涯学習を支援するため、区民活動支援センターの運営、

情報誌「楽遊学」の発行、まちの先生事業、地域団体の育成の取組を実施し

ました。 

【主な内容】 

１ 区民活動支援センター事業 【予算：333,000円、決算：286,825円】 

区民の地域活動や学習に関する情報提供、相談対応、機材貸出などを

行いました。 
 

 
 
 
 

  
 
 
２ 情報誌「楽遊学」の発行 【予算：955,000円、決算：881,823円】  

   区民活動の喚起のため、団体の活動や活動の場、支援情報の紹介など

を掲載した情報誌「楽遊学」を発行しました。新型コロナウイルスの影

響により地域活動の中止が相次いだ中で発行した特別号、楽しみ、遊び、

学べる「ウォーキングマップ」は「地域の再発見につながった」など好

評でした。 
・装丁 Ａ4版 年６回発行 

    
３ まちの先生事業 【予算：30,000円、決算：22,274円】 

様々な知識や経験を持つ区民（希望者）をまちの先生として登録いた

だき、地域や学校、公共施設等に紹介し、講座を開設するなど地域の交

流を図る制度を運用しています。 
２年度は、まちの先生に「港北区グループ・団体ガイド」の表紙のイ

ラストを作成していただきました。 

・まちの先生登録者数 152人 

 
 

 

 

 

 

４ 市民グループ・団体支援事業 【予算：180,000円、決算：84,641円】 
 市民グループ・団体の運営等の課題をテーマに、スキルアップのため

のカフェやセミナーを行いました。３月に予定の会は新型コロナウイル

スの影響により中止としました。  

 また、グループ・団体の活動拠点となる地区センターや地域ケアプラ

ザなどによる「施設間連携会議」を動画配信で開催しました。  

 

【区民活動支援センター】 【イベント等のチラシの配架】 

[市民局区配]  
元気な地域づくり推進事業の一部 【316,800円】 
・地域団体情報提供事業として、「港北区グループ・団体ガイド」

を発行しました。 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(10) 

地域振興活動事業 
（単位：円） 

２予算 2,870,000 

２決算 1,128,329 

差▲引 1,741,671 

地域振興課 
 

【差引理由】 
自治会町内会長永年在

職者表彰式の中止によ

る減 など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 住みよい地域を目指し、研修会等の実施を通じて、住民が協力し合って活

動している自治会町内会の活動を支援するとともに、自治会町内会永年在職

者の表彰などを通じて、住みよい地域づくりの推進を図りました。 

【主な内容】 

１ 自治会町内会との支援・連携【予算：1,320,000円、決算：683,633円】 

   （休日の補助金申請等の受付及び自治会町内会運営の相談は新型コロ

ナウイルスの影響により実施しませんでした。） 

「自治会町内会掲示板への掲示物」等を自治会町内会へ送付しました。 

  ・送付回数：年10回（定例会が休会となる８月と12月を除く毎月） 

  ・送 付 先：自治会町内会 151団体 

  ・送 付 数：議題１件につき掲示物約1,200部、回覧物13,000部等 

（新型コロナウイルスの影響により、回覧物は年度を通じて送付しませ

んでした。掲示物は７月分から送付しました。） 

 

２ 自治会町内会長永年在職者表彰の実施 

【予算：950,000円 決算：69,046円】 

受賞対象者への表彰は実施いたしましたが、例年３月に実施していた

表彰式を含む自治会町内会長感謝会は、新型コロナウイルスの影響によ

り中止としました。 

 

 ３ 区域図作成【予算：600,000円 決算：375,650円】 

現状に合った自治会町内会の区域図を作成しました。加入希望者に住

所地の自治会町内会を紹介し、加入促進を図ります。 

 

 

[市民局区配] 

・地域活動推進費 【98,918,060 円】 

区連合町内会、地区連合町内会、単位自治会町内会への補助 
・防犯灯維持管理費補助金 【853,600円】 

  自治会町内会所有の防犯灯に対する維持管理費の補助  
 ・自治会・町内会館整備費補助金 【4,630,000円】 
  自治会町内会館の新築、改修、修繕等整備費の補助 

（２年度実施）修繕：師岡地区連合町内会館 
          綱島中町自治会 
          小机愛宕町内会 
          仲手原自治会 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【参考】 

◎自治会町内会加入世帯数・加入率（各年４月１日時点） 

  28年 29年 30年 元年 ２年 

港

北

区 

加入世帯数 112,331 112,410 112,656 112,574 112,737 

全世帯数 164,316 165,693 167,341 169,757 172,116 

加入率 68.4% 67.8% 67.3% 66.3% 65.5% 

市 

加入世帯数 1,236,212 1,233,767 1,233,118 1,230,968 1,226､969 

全世帯数 1,652,584 1,665,516 1,680,768 1,700,306 1,723,409 

加入率 74.8% 74.1% 73.4% 72.4% 71.2% 

  

◎加入促進に向けた取組 

・区連会ホームページの更新 

・自治会町内会案内チラシ、加入促進啓発ごみ袋の作成 

   区役所では、転入者に配布される「暮らしのガイド」とともに自治会

町内会案内チラシと加入促進啓発ごみ袋を配布します。また、宅建協

会加入店にて転入者に配布します。（30年度に宅建協会と協定を締結） 

・自治会町内会区域図の作成 

・区役所に申し出のあった加入希望者の自治会町内会への取り次ぎ 

・建築局に提出されたマンション計画の地元自治会町内会への情報提供 

・広報よこはま、タウン誌への記事掲載 

・「自治会町内会活動のしおり」配布（加入促進に関するＱＡの掲載） 

・まつりイベントへの広告掲載 

 

 
 
 

【宅建協会用 

加入促進セット】 
 

【転入者用 

加入促進セット】 
 

【タウンニュース 

掲載記事】 

 

【区連会ホームページ更新】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(11) 

読書活動推進事業 

（単位：円） 
２予算 800,000 

２決算 353,456 

差▲引 446,544 

地域振興課 
 

【差引理由】 
新型コロナウイルスの

影響により、紙芝居制

作イベントやよみきか

せネットワーク交流会

等の中止等による減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 「港北区読書活動推進目標」に沿った事業の開催や、読書関係団体のネッ

トワークづくりや各種活動を支援することで、区の地域性に応じた読書活動

を推進しました。 
 また、２年10月に「第二次港北区読書活動推進目標」を策定しました。 
 
【参考】 
第二次港北区読書活動推進目標 
〔目標１〕子どもたちの成長に応じた読書活動の推進 
〔目標２〕だれもが読書に親しみ、楽しむきっかけづくりの推進 
〔目標３〕図書館・関連施設・地域が協働した読書活動の推進 
〔目標４〕ふるさと港北を知り学ぶ読書活動の推進 

 
 

【主な内容】 

１ みんなで遊ぼう本とであおう事業 【予算：100,000円、決算：0円】 
幼少の頃から子どもたちの成長段階に応じ、本に親しみ、楽しむきっ

かけづくりを推進しました。 

(1) ブックガイド配布（通年） 

絵本を介して親子がふれあうきっかけづくりをするブックガイド

「おひざにだっこで楽しむ絵本」を戸籍課窓口で配布しました。 

 

(2) 紙芝居制作イベント 

小学生を対象とした紙芝居制作イベント（新型コロナウイルスの影

響により中止） 

 

(3) みんなで遊ぼう本とであおうイベント 

横浜アリーナが実施する「ヨコアリくんまつり」と併せて、読み聞

かせやおすすめ本の紹介、地域の昔話を題材にした紙芝居の上演等を

行うイベント（新型コロナウイルスの影響により中止） 

 

(4) プロスポーツ選手等によるおすすめ本の紹介動画の配信 

横浜 F・マリノスと横浜 GRITS 選手やチアメンバーによる、おすす

め本の紹介動画を制作し、ふるさと港北ふれあいまつりオンライン開

催コアデイで配信し、コアデイ後はふるさと港北ふれあいまつりホー

ムページでの配信等を実施しました。 

 

２ 読書団体連携事業 【予算：300,000円、決算：0円】 
だれもが読書に親しみ、楽しむきっかけづくりや、図書館・関連施設・

地域が協働した読書活動を推進するため、区内の読書関連施設等との情

報交換を実施しました。 

また、区内の読書関連情報の発信を行いました。 

 

 

【ブックガイド 
「おひざにだっこで 

楽しむ絵本」】 

37



２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

(1) 読書フェスティバル 

区内図書関連施設と図書館、区が協働して、図書貸出施設・閲覧施

設等、本と出会える場所を紹介・ＰＲする「本との出会いマップ」（30

年度作成）を引き続き配布しました。 

また、読書活動推進月間の11月において読書啓発につなげるための

各施設の読書関連イベントを、読書フェスティバルイベントカレンダ

ーとしてまとめ、区ホームページで公開しました。（新型コロナウイル

スの影響によりイベント数が減少したため、イベントカレンダー印刷

を見直し） 

 

(2) 港北区読書活動推進関係機関連絡会 

区内の図書貸出施設（小・中学校、保育園、図書館、地区センター

等）による連絡会を開催し、「第二次港北区読書活動推進目標」の策定

に向けた意見聴取や各施設の取組の共有等を行いました。 

・６月書面開催（新型コロナウイルスの影響により書面開催） 

・８月通常開催 

・連絡会メンバー 13機関 

 

(3) 港北区よみきかせネットワーク交流会 

地域で読書活動する団体の情報交換を目的とした交流会（新型コロ

ナウイルスの影響により中止） 

 

(4) 区内読書関連の情報発信 

区内の図書貸出施設や、施設ごとの蔵書等の情報を集約し、区ホー

ムページで発信しました。 

 

 

３ 港北区読書活動推進目標改定及び港北図書館ＰＲ事業 

【予算：400,000円、決算：353,456円】 

(1) 第二次港北区読書活動推進目標の策定 

    ２年10月に第二次目標を策定するとともに、周知用リーフレット等

を作成、配布しました。 

 

(2) 港北図書館ＰＲ事業 

    小・中学生の更なる読書活動の推進を図るため、区内全公立小・中

学校へ、教師や児童生徒が選んだおすすめ本等を紹介できるホワイト

ボード（メッセージボード）と、港北図書館司書が選んだおすすめ本

紹介カードを配付しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[教育委員会区配]   

・読書活動推進事業【136,870円】 

区づくり推進費と合算して、港北区読書活動推進目標周知用リーフ

レット等の印刷や、おすすめ本紹介用ホワイトボード（メッセージ

ボード）配付を実施しました。 

【本との出会いマップ

（30年度作成）】   

【メッセージボード】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(12) 

こうほく３Ｒ推進事

業 

（単位：円） 
２予算 1,626,000 

２決算 1,271,176 

差▲引 354,824 

地域振興課 
 
【差引理由】 
３Ｒ啓発イベントの中

止等による経費の減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 ヨコハマ３Ｒ夢プランに基づき、市民・事業者・行政が協働して３Ｒの推

進に取組めるよう、広報・啓発・支援等を行いました。また、ごみの散乱や

不法投棄の無い、清潔できれいな街づくりを推進しました。 
 

【主な内容】 

１ 街の美化の推進  【予算：355,000 円、決算：409,895円】 
(1) クリーンアップ活動 

・自治会町内会や学校・企業などの地域清掃活動支援（通年） 
 ※新型コロナウイルスの影響により中止 
 <参考>元年度支援団体：樽町町内会、日産スタジアム等 
・新横浜駅前周辺清掃（毎月１回） 
協力団体：新横浜グレイスホテル・明治安田生命保険 

・横浜アリーナ周辺清掃（毎月１回） 
 協力団体：横浜アリーナ 
 

(2) ポイ捨て・歩行喫煙防止啓発 

・世界禁煙デーマナーアップキャンペーン（日吉駅） 

・九都県市受動喫煙防止キャンペーン（日吉駅） 

※両イベントともに、新型コロナウイルスの影響により中止 

 

(3) 不法投棄等対策 

・不法投棄監視システムの維持管理 

・環境創造局と連携した農専地区等での夜間監視パトロールの実施 

（７月（５日間）、10 月（６日間）、12月（10日間）） 

・新羽大熊農業専用地区清掃（不法投棄地域清掃）（６月、11月） 

 

２ ３Ｒの推進  【予算：1,271,000円、決算：861,281円】 

(1) ３Ｒ行動・清潔できれいな街づくり推進者表彰 

「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」行動の推進及び清潔できれいな街づくりの推 

進に功労のあった個人又は団体等の表彰 

※新型コロナウイルス感染防止対策のため、表彰式は実施せず 

(2) ３Ｒ夢普及啓発 

・地域イベント 

（区民まつり等は新型コロナウイルスの影響により中止） 

・分別啓発地域説明会（８回） 

 

(3) ３Ｒ夢学習 

・３Ｒ夢な親子エコ・クッキング講座 

・環境事業推進委員向け施設見学会 

・保育園・小中学校などへの出前教室 

（区内４校、<参考>元年度 21校） 

※すべて、新型コロナウイルスの影響により中止、または縮小 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  こうほく３Ｒ夢活動助成金 

・３Ｒ夢プラン行動の推進と街の美化活動の促進のための活動助成金

の支給（年額３万円） 

   ・環境事業推進委員への支援（施設見学会） 

（新型コロナウイルスの影響により中止） 

 

(5) 生ごみ減量化の取組 

・生ごみ減量化の土壌混合法説明会 

（月１回・７月～10月、参加者計：40人） 

※新型コロナウイルスの影響により４月～６月は中止 

   ・保育園の給食から出る生ごみを堆肥化した土を使い野菜作りを園 

児と一緒に実施（区内保育園６か所） 

【参考】 

横浜市の家庭ごみ収集量【単位：トン】         

 
燃やすごみ 

缶・びん・ 

ペットボトル 

プラスチック製 

容器包装 

令和２年度 566,576  

【50,000】 

57,965  

【5,643】 

54,755  

【4,922】 

令和元年度 547,191  

【47,886】 

53,625  

【5,139】 

52,013  

【4,624】 

増減 19,385 (3.5％)  

【2,114 (4.4％)】 

4,340 (8.1%)  

【504 (9.8％)】 

2,742 (5.3%)  

【298 (6.4％)】 

※【】内は港北区の数量 

 

［資源循環局区配］【120,000 円】 

・ヨコハマ３Ｒ夢広報啓発事業：啓発物品 

 

統合事業費 

［クリーンタウン横浜事業］【予算：1,870,000円、決算：1,161,813円】 

【事業の概要】 

 ごみの散乱や不法投棄のない、清潔できれいな街づくりが特に必要と認め

られた美化推進重点地区での美化活動を推進しました。 

【主な内容】 

１ 街の美化の推進  

(1)  新横浜駅周辺（美化推進重点地区及び喫煙禁止地区） 

美化推進員活動（週３回、通年） 

(2)  日吉駅周辺（美化推進重点地区） 

    美化推進員活動（週２回、通年） 

委託による清掃活動（月１回、７月・８月以外、計10回） 

【小学校での出前講座】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(13) 

港北エコアクション

推進事業 

（単位：円） 
２予算 3,176,000 

２決算 2,840,855 

差▲引 335,145 

区政推進課 
【差引理由】  
新型コロナウイルス感

染症による屋上庭園活

動日の減 など 
 
 
 

 
【港北水と緑の学校

小学生向け講座】 

 
 

 
【港北水と緑の学校

一般向け動画】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 「温暖化対策」「みどりアップ」「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の３つの取組を

「港北エコアクション」として一体的に進めました。 
 また、鶴見川などにおいて、小学生及び一般区民を対象にした環境防災学

習講座「港北水と緑の学校」を実施するとともに、地産地消の取組の普及啓

発を進めました。 

【主な内容】 

１ 港北水と緑の学校事業 【予算：2,700,000円、決算：2,526,652円】 
   環境活動や防災活動が継続的に地域に根付くことを目指し、鶴見川流

域の自然環境と防災などについて学習する体験型講座を実施しました。 
・区内小学校向け講座：９～２月（18回） 

（区内小学校向け講座は、新型コロナウイルスの影響により、夏休み

前までの実施を中止し、夏休み後は人数を制限して実施） 

・一般向け講座：環境防災学習動画の公開 

・小学生の学習成果の展示会：３月（Ｗｅｂ展示会） 

  

［環境創造局区配］ 

・市民が森に関わるきっかけづくり事業【150,000 円】 

 環境防災学習動画の作成 

  

 【港北水と緑の学校事業】 
 実施回数 参加者数 

28年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,952人 

29年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,983人 

30年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,763人 

元年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,904人 

２年度 18回（小学校向け 18回、一般向け動画※） 1,242人 

      ※新型コロナウイルス感染防止対策のため、２年度一般向け講座につ

いては、動画による講座に変更しました。 
【参考】 

港北水と緑の学校事業 一般向け環境防災学習動画概要（２年度） 

・動画題名：緑となんだの森探険 
・目的：港北区の森や林の存在を知り、森の魅力や課題を共有し、一人

ひとりができることを考える。 
 

 ２ 屋上庭園運営事業 【予算：300,000円、決算：187,198円】 
   屋上庭園部分の維持管理を区民と連携して実施しました。 

区庁舎及び太尾小学校：通年 
※新型コロナウイルスの影響により活動日を減らしての実施 

 
 ３ 港北エコアクション推進本部事業  

【予算：176,000円、決算：127,005円】 

広報よこはま等を活用し、温暖化対策や地産地消等の普及啓発を行い

ました。 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 ［環境創造局区配］ 

・身近に農を感じる地産地消の推進事業【487,905円】 

港北区直売所マップの更新・増刷等地産地消の推進 

     ・「公共施設・公有地での緑の育成」事業【99,000円】 

区庁舎花壇の除草等 

 

 

【参考】 

港北区直売所マップ発行（２年度） 

 ・区内の野菜・果物・花苗等の直売所、よこはま地産地消サポート店等

を紹介（２月末発行 10,000部） 

  ・４月から転入者セットに同封し、区ホームページにも掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【港北区直売所マップ】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(14) 

データ活用によるま 

ちづくり推進事業 

（単位：円） 

２予算 1,250,000 

２決算 1,404,800 

差▲引 ▲154,800 

区政推進課 
 

【差引理由】  

ＧＩＳ用パソコンの購

入に伴う増 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

「横浜市官民データ活用推進基本条例」の制定及び「横浜市官民データ活

用推進計画」の策定を踏まえ、データ活用を通じた課題解決や地域活性化の

取組を進めました。 
 

【主な内容】 

１ データ活用の推進【予算：1,000,000円 決算：1,000,000円】 

ラグビーワールドカップ2019™や東京2020オリンピック・パラリンピ 

ックの開催を契機に、慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメ 

ント研究科（慶應ＳＤＭ）と連携し、身近なスポーツをテーマとして、 

データ活用に興味を持つ取組を推進しました。 

（新型コロナウイルスの影響により、オンラインによる実施） 

 

・オンライン運動プログラム 

（全４回：６月14日、21日、28日、７月５日 80人） 

テレビ会議システムを利用したオンライン上での指導及びアンケー 

トや動画による検証を行うことで、運動不足の解消だけでなく、運動 

能力の習得・向上に取り組みました。 

また、１か月間ウェブアプリケーションを活用し、日々の睡眠時間 

及び体調を振り返ることで生活リズムの乱れの改善を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・オンラインラジオ体操 

（８月３～７日、10日～14日の10日間 各日約600人） 

    夏休み期間、子どもたちをはじめとした区民の皆様に運動機会

を提供するとともにその取組の可能性について検証しました。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

【体操の様子】 【10 日間、各日１文字を集める

ひらがなラリー】 

【zoom 画面】 【プログラム： 
オリジナル体操】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

 

 慶應ＳＤＭとの連携 

29年６月１日に、慶應ＳＤＭと港北区は、スポーツデータの活用検討などを実践し、

教育研究成果の検証、スポーツを通したコミュニティの創出などにより、相互のさらな

る発展に寄与することを目的として、連携協定を締結しました。 

 
 

２ ＧＩＳの活用推進【予算：250,000円 決算：404,800円】 

位置情報とデータを重ね合わせるＧＩＳの活用を推進し、情報の地図

上での可視化や、その調査・分析からまちづくりに繋げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＧＩＳ活用による 

野菜等の直売所マップ】 

地域ＳＮＳアプリ「ピアッザ」（再掲） 

【「ピアッザ」のイメージ】 

６月８日にPIAZZA株式会社と

連携協定を締結し、PIAZZA株式

会社が運営するＳＮＳアプリ

「ピアッザ」に港北区エリアを

新設しました。 

新しい生活スタイルの定着が

求められている中、新たなコミ

ュニケーションの場を提供し、

地域コミュニティの活性化に繋

げます。 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(15) 

まちづくり調整費 

（単位：円） 
２予算 4,490,000 

２決算 4.424,741 

差▲引 65,259 

区政推進課 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 区内のまちづくりの円滑な推進や地域の課題の解決に向けた、調査や関係

機関との調整を行いました。 

【主な内容】 

 １ まちづくり調査費・まちづくり調整事務費 

【予算：1,990,000円 決算：1,758,324円】 

区の課題に合わせた適切なまちづくり調整の実施 

 

[SIB本格実施に向けたモデル事業として、オンライン健康医療相談 

サービスを活用した社会実証]（政策局事業（一部港北区負担）） 

子育て世帯の多い港北区において、産婦人科医・助産師・小児科医に相

談ができるオンライン遠隔健康医療相談サービスについて、モデル事業

として実施し、出産や子育てに対する不安の軽減や、より適切な小児医療

の受診に繋がる効果を検証しています。（２年９月から実施中） 

また、本事業は民間資金の導入や成果連動型支払いを含めたＳＩＢ（ソ

ーシャル・インパクト・ボンド）モデル事業として実施しています。 

 

【参考】 

  まちづくり調査 

 実施内容 

28年度 公共的施設への案内表示対応 

29年度 港北国際交流ラウンジの活性化検討調査 

30年度 篠原城址緑地の魅力発信のための整備図作成 

元年度 
篠原城址緑地の魅力発信のための案内表示対応、 

大倉山駅周辺の案内表示対応 

２年度 
ＳＩＢ本格実施に向けたモデル事業として、 

オンライン健康医療相談サービスを活用した社会実証 

 

区局連携促進事業（都市整備局区配）【3,722,400円】 

  ［日吉駅（西口）周辺まちづくりの推進事業］ 
   歩行者の安全の確保等が課題となっている日吉駅西口周辺につい

て、歩道空間の確保等に向けたまちづくり手法を検討しました。 
２年度は、主に地域との意見交換や、交通量調査等の現状分析及び課

題の整理を行いました。 

 

 

２ 区民意識調査費 【予算：2,500,000円 決算：2,666,417円】 

地域の課題・区民ニーズ・意向を的確に把握するための区民意識調査 

の実施（４年ごと） 

調査対象者：無作為抽出した18歳以上の区民3,000人、インターネット

登録モニターに登録している18歳以上の区民400人 

調査方法：郵送調査及びインターネット登録モニターによる調査 

調査期間：５～６月（回収率：60.6％ 前回回収率：34.3％） 

結果公表：11月 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

２－(16) 

小机マルシェ実施事

業 

（単位：円） 
２予算 10,082,000 

２決算 0 

差▲引 10,082,000 

区政推進課 
 
【差引理由】  
事業延期による残 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 東京2020オリンピック・パラリンピックの開催に併せて、サッカーの試合

が行われる横浜国際総合競技場の最寄り駅である小机駅周辺の賑わい創出や

横浜の魅力をＰＲするため、マルシェを実施する予定でしたが、事業を延期

しました。 
 

【主な内容】 

 小机マルシェ実施事業 【予算：10,082,000円、決算：0円】 

 東京2020オリンピック・パラリンピックの延期に伴い、当事業も延期とし

ました。 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

３－(1) 

「ひっとプラン港北」 

推進事業 

（単位：円） 

２予算 3,023,000 

２決算 1,371,555 

差▲引 1,651,445 

福祉保健課 
 
【差引理由】 
区配予算の活用及び第

４期計画策定スケジュ

ールの変更による減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 身近な福祉保健課題を解決するため、「第３期港北区地域福祉保健計画 
（ひっとプラン港北）」の区計画の推進と13地区ごとに策定した地区計画の推

進を支援します。また、現計画の最終年となることから、次期区計画素案を

策定して区民意見募集を実施しました。 
 

【主な内容】 

１ 第４期計画の策定【予算：1,830,000円、決算：515,400円】 

・計画策定に関する地域活動調査の実施（６月～７月） 
・区計画素案に対する区民意見募集の実施（２月～３月） 
 

 
【区民意見募集】 

 

・「ひっとプラン港北」策定・推進会議を開催し、第４期計画の内容等を

検討（年２回 ９月９日、１月27日） 
 

 

 

 

 

２ 区計画推進・地区計画推進支援 

【予算：283,000円、決算：255,810円】 

・地区計画推進のための各地区の取組を支援（通年） 
・区計画を推進するとともに、地区計画サポートスタッフ（区役所・区

社会福祉協議会・地域ケアプラザの各職員）による各地区の状況に応

じた地区計画推進を支援（通年） 
・「ひっとプラン港北」策定・推進会議を開催。 
 （年２回 ９月９日、１月27日）（再掲） 

 

 

 

 

 

［健康福祉局区配］ 

・地域福祉保健計画推進事業【835,000円】 
第４期区地域福祉保健計画策定のため統計調査分析を業務委託 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

３ 計画周知・啓発【予算：910,000円、決算：600,345円】 

  

(1) 第４期区計画素案冊子及び概要版の発行 

第４期区計画素案冊子及び概要版を印刷・配布して、区計画に対す 

る周知を行いました。 

 

 

【区計画素案】 

 

 (2) 「港北ほくほくフェスタ」区民フォーラム 

２年度は、新型コロナウイルスの影響により中止 

 

【「港北ほくほくフェスタ」区民フォーラムへの参加者数】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

参加者数 600人 600人 480人 75人 中止 

    ※29年度までは、社会福祉大会参加者数と合算 

     ※元年度：荒天のため延期し、規模を縮小して開催 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

３－(2) 

地域子育てサポート

事業 

（単位：円） 

２予算 9,898,000 

２決算 7,468,774 

差▲引 2,429,226 

こども家庭支援課 

 

【差引理由】 

地域育児教室やわくわ

く子育て広場（育児講

座）事業が新型コロナ

ウイルスの影響により

休止したことによる減 

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業の概要】 

港北区は、転入や第一子の出生数が多く、慣れない土地で初めての子育て

をする世帯が多い特性がある一方で、地域の子育て支援活動が活発であると

いう強みがあります。港北区の特性を踏まえ、強みを活かし、子どもが伸び

伸び育ち、養育者が安心して子育てできる環境づくりに向けて関係機関との

協働の下、推進しました。 

 

【主な内容】 

１ 養育者の子育てを応援する地域とのつながりづくり 

(1) 親と子のつどいの広場妊娠期支援事業 

【予算：900,000円、決算：900,000円】 

妊婦に向けた地域子育て支援の取組の周知強化を目的とし、区内６

か所の親と子のつどいの広場にて実施するマタニティプログラムへの

補助を行いました。 

   同じ地域に住む先輩パパママやプレパパ・プレママと交流しながら、

産まれてくる子どものためのよだれかけやアルバム制作、沐浴体験な

どの子育て体験等のプログラムを実施した。 

 

(2) 包括連携協定を締結した民間企業との子育て支援事業 

【予算：200,000円、決算：0円】 

「区内の子育て支援及び青少年の育成を促進し、市民サービスの向

上を図ること」を目的として包括連携協定を締結したダッドウェイ社

の協力を得て、同社が放課後の児童を対象にした事業を実施する拠点

（新横浜）の空き時間（主に午前中）に、地域の子育て世帯や子育て

支援をしている方々が気軽に立ち寄れる交流の場等を開催予定でした

が、コロナウイルスの影響により中止しました。 

包括連携協定を締結した民間企業との子育て支援事業は他事業での

執行を検討しているため、２年度で終了しました。 

 

(3) 「にんしん・あんしん・つながり」推進事業  

【予算：526,000円、決算：566,565円】 

区内には地域の子育て支援施設（地域子育て支援拠点、親と子のつ

どいの広場）があります。妊娠中から施設との接点をつくり身近に感

じてもらうことで、子どもが生まれてからすぐの円滑な利用に結びつ

くことから、初産婦や転入してきた妊婦を対象に各施設で記念品をプ

レゼントし、施設利用のきっかけづくりを行います。 

２年度は、より利用を促進していくために周知のチラシやホームペ

ージの改訂をするとともに、９月より実施しました。 

・プレゼントの流れ 

①  引換チケット交付 

初産婦を対象にした両親教室の参加者と転入してきた妊婦に引

換チケットを配布 

②  記念品のプレゼント 

チケットと引き換えに各施設のスタッフが記念品をプレゼント 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 

 

【元年度】７月より事業開始 

引換チケット配布数：500枚、記念品受取数：56件 

【２年度】９月より事業開始 

     引換チケット配布数：1718枚、記念品受取数：187件 

 

［参考］ 

・親と子のつどいの広場補助事業（補助事業） 

地域の子育て中の親子（主に０～３歳の未就学児と保護者）を対象に、

マンションの一室や商店街の空き店舗などで、「子育て親子の交流」

や「子育てに関する相談の実施」、「地域の子育て関連情報の収集・

提供」などを実施。 

 

・母子保健コーディネーター（会計年度任用職員）による相談支援 

主に妊娠届出時から産後４か月までの継続した相談や支援を実施。 

一人ひとりの状況に応じた産後までのスケジュールの確認や、両親教室

等の産前産後に利用できるサービスのご案内や訪問等、保護者の不安や負

担の軽減を図りました。（２年度妊娠届出数：3,423件） 

 

・両親教室（初産婦とその家族が対象） 

【予算：324,000円、決算：232,000円】※平日のみ 

区役所：3回連続講座×12コース、平日開催（年4回のみ土曜開催） 

 ※地域の関係機関と協働した両親教室（地域子育て支援拠点協働委託契

約） 

主に平日、区役所で開催する両親教室に加え、区局連携促進事業にて、

土曜日を中心に地域子育て支援拠点、地域ケアプラザで産前産後の両親教

室を開催しました。 

・拠点、ケアプラザ：40回、土曜開催 

 

  区局連携促進事業（こども青少年局） 

 ・地域子育て支援事業におけるひととき預かり事業 

【1,920,000円】（港北区でのモデル実施） 

「親のリフレッシュの場の提供」と「親の預けることへの不安軽減」を

目的に、地域子育て支援拠点の親子の居場所内で「ひととき預かり」を実

施しました。 

 拠点の多機能性（相談機能、利用者支援機能）を活かし、利用前に預け

る不安への相談対応や利用後のフォローや他の支援の場へのつなぎ等、預

かりだけでなく、保護者が抱える困りごとに丁寧に向き合いながら、支援

を展開しました。 

   

・場所：地域子育て支援拠点（大倉山）とサテライト（綱島東）内の 

「親子の居場所(交流スペース)」 

  ・体制：「子育てサポートシステムの提供会員（預かる人）」を４人 

常駐（常駐により当日対応を実現） 

  ・利用枠：原則１回２時間の預かり枠、1か所あたり1日4枠 

・利用時間：10時～12時と13時～15時 

拠点が開館している平日（火、水、木、金） 

  ・利用料金：800円（１時間） 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

(4) 地域育児教室（赤ちゃん会） 

【予算：1,839,000円、決算：1,322,060円】 

０歳児（第１子）とその養育者を対象に、地域の会場で、赤ちゃん

との手遊びや育児の情報交換、仲間づくりなどを行います。２年度

は、参加者の少ない会場を統合するため、22会場で実施しました。 

（元年度）24会場で実施 

（２年度）新型コロナウイルスの影響により４、５、６月中止、７月よ

り22会場で順次再開。 

 

 

 

 (5) 児童虐待防止対策事業 【予算：813,000円、決算：712,870円】 

要保護児童対策地域協議会（元気っ子育て連絡会）の関係機関が

相互に連携し、児童虐待防止に取り組みました。 

・児童虐待防止啓発グッズの配布 

・啓発講演会（新型コロナウイルスの影響により中止） 

・区全体会議を年１回開催（７月９日） 

・民生委員・児童委員協議会地区（継続20地区に加え、2地区、計22 

地区12会場）を単位とするエリア別連絡会を開催。（新型コロナウ

イルスの影響によりうち３会場中止） 

・ふるさと港北ふれあいまつり啓発ブースの出店（新型コロナウイ 

ルスの影響により中止） 

 

２ 健やかな成長、発達のための講座や相談等 

(1) 「ほめ方、しかり方のコツ」講座  

【予算：320,000円、決算：121,000円】 

２歳６か月から３歳11か月の未就学児の子どもを持つ親を対象に、

心理士等から子どもへの伝わりやすい言い方、ほめ方、叱り方など効

果的なしつけを学びます。 

 

１回講座を上半期(定員60人)と下半期(定員60人)でそれぞれ実施。 

（元年度）10月に連続講座として実施。 

10月７日：37人、10月21日：31人 ※定員60人に対する充足率62％ 

（新型コロナウイルスの影響により上半期中止） 

「ほめ方、しかり方のコツ」講座は、地域子育て支援拠点等において 

類似の講座が開催されているため、２年度で終了しました。 

 

(2) 歯つらつ１歳児歯みがき教室【予算：518,000円、決算：517,090円】 

養育者と１歳児を対象に、歯科衛生士によるむし歯予防の話や、歯

みがきの実習を行いました。 

・年24回開催（予約制）、各10組 

 

   28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

開催回数 188回 189回 237回 211回 140回 

実人数 3,958 人 3,052 人 3,355 人 2,788 人 1,762 人 

延べ人数 9,456 人 7,892 人 9,554 人 7,732 人 3,171 人 

【赤ちゃん会実施回数及び参加者数】 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

（新型コロナウイルスの影響により４～７月中止） 

 

(3) 母乳育児相談 【予算：222,000円、決算：222,000円】 

母乳のことでお困りの方に、助産師が相談を受けています。 

・年24回（月２回）開催（予約制）144枠 

 

 

 

［参考］ 

・横浜市産後母子ケア事業（訪問型母子ケア） 

   外出が困難な状況にある方の居宅に直接助産師が訪問し、母乳育児

をはじめとする様々な育児のアドバイスを受けながら育児方法を学ぶ

ことができる場として、横浜市訪問型母乳相談事業を実施。 

利用料：1回につき9,000円（自己負担4,000円） 

利用回数：産後4か月未満、3回まで（1回につき60～90分程度） 

 

 

 29年度 30年度 元年度 ２年度 

港北区 
9人 

（14回） 

88人 

（174回） 

141人 

（207回） 

215人 

（600回） 

横浜市 
85人 

（130回） 

663人 

（1295回） 

843人 

（1592回） 

1,391人 

(3,856回） 

  ※30年1月31日より事業開始 

  ※訪問実人数（訪問延べ回数） 

 

 

(4) 「窓口対応満足度」向上事業 

【予算：3,227,000円、決算：3,059,889円】   

お子さまと一緒に来所された方に、お待たせせず適切な情報を提供

し、必要な手続きを円滑に行うために、窓口に案内員を配置します。

また養育者が落ち着いて発達の相談ができるように、保育協力者を配

置しました。 

・窓口案内員の配置 平日：187日 土曜：21日（新型コロナウイルス

の影響により4/25、5/9、5/23中止） 

 

 

 

  28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

参加延べ人数 971人 1,104 人 916人 778人 229人 

  28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

参加延べ人数 171人 165人 190人 116人 102人 

相談枠充足率 79％ 76％ 88％ 81％ 70.8% 

  28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度  

案内員配置日数 160日 163日 164日 169日  142 日 

【歯みがき教室参加者数】  

【母乳育児相談参加者数及び充足率】  

【産後母子ケア事業参加者数及び実施回数】  

【窓口案内員配置日数】  
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

３ 認可保育所等の保育資源を活用した取組 

(1) 「保育園等による子育て支援」事業  

【予算：1,333,000円、決算：47,300円】 

ア わくわく子育て広場（新型コロナウイルスの影響により中止） 

子育て家庭を対象に、親子が一緒に参加して楽しめる、公私立保

育所合同の育児講座。 

 

 

 

イ にこにこ広場（新型コロナウイルスの影響により中止） 

地域の子育て家庭が気軽に参加できるよう、区内を北部、中部、

南部の３エリアで行う公私立保育所合同の育児講座。 

 

 

ウ ベビーステーション 

乳児を子育て中の保護者が外出しやすい環境を整えるため、オム

ツの交換や授乳用の場所として保育所や公共施設等を開放する取組

を行います。より多くの方に利用していただくために、ベビーステ

ーションステッカーを作成し周知しました。 

 

  

エ 絵本の図書館（新型コロナウイルスの影響により中止） 

① 絵本の貸出し 

区内保育所にて、地域の子育て家庭に絵本を貸し出す取組。 

２年度からは、区で購入した絵本を前年度の貸し出し実績に応じ

て配布することで、各園がより地域の方のニーズに沿った絵本を貸

し出せるよう支援。 

 

【絵本の図書館 参加園数及び利用者数】 

  28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

参加園数 28 園 28 園 35 園 35 園※ 35 園 

貸出数 1,371 冊 1,256 冊 1,320 冊 786冊 中止 

寄贈数 651冊 455冊 807冊 577冊 中止 

※回答があった園24園 

 

 

 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

参加人数 1,607 人 1,330 人 1,194 人 1,512 人 1,680 人 中止 

  28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

実施数 
３エリア 

計 6回 

３エリア 

計 5回 

３エリア 

計 5回 

３エリア 

計 4回 
中止 

参加延べ人数 756人 582人 731人 494人 中止 

  28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

参加施設数 77 施設 81 施設 89 施設 92 施設 94 施設 

【わくわく子育て広場参加者数】  

【にこにこ広場実施回数及び参加者数】  

【ベビーステーション参加施設数】  
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

② 港北の昔ばなし紙芝居 

港北の昔ばなしを題材にした紙芝居の貸出しや、区民による自主

活動グループによる読み聞かせ会を実施するなど、子どもたちが港

北の歴史について知り、地域に愛着をもつための取組を行います。 

港北の昔ばなしを題材にした紙芝居の貸出しや、区民による自主

活動グループによる読み聞かせ会を実施するなど、子どもたちが港

北の歴史について知り、地域に愛着をもつための取組みを行います。 

＜港北の昔ばなし紙芝居の貸出し＞ 

・製作者：港北昔ばなし紙芝居の会「たまてばこ」 

・作品：港北の昔ばなしを題材にした全21作品 

・貸出方法：市立保育所５園にて貸出し、各園２セット保管。 

＜読み聞かせ会＞ 

・対象：1歳からの就学前までの乳幼児とその保護者 
・内容：港北の昔ばなし紙芝居を含めた２～３作品を上演、 

手遊び等 
・場所：区内保育所 
・時間：約 30分 
・費用：無料 
・実施団体：港北昔ばなし紙芝居の会「たまてばこ」 
 

【紙芝居実施回数】 

  28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

実施回数 18回 36回 31回 27回 中止 

 

絵本の図書館は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、２年度で

終了しました。 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

３－(3) 

区内保育所施設ＰＲ 

事業 

（単位：円） 

２予算 2,275,000 

２決算 1,996,613 

差▲引 278,387 

こども家庭支援課 
 
【差引理由】 
新型コロナウイルス

の影響により、保育士

確保事業の執行内容

変更による減など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

保育士の確保が困難な保育所を支援するため、コンサルタントによる助言

を行う等の取り組みを行いました。また、区内の保育所情報を掲載した区独

自の保育所等利用案内を作成しました。 
 

【主な内容】 

１ 保育士確保事業【予算：1,225,000円、決算：1,152,790円】 

(1) 保育所職場見学ツアー（新型コロナウイルスの影響により中止） 

    区役所職員がガイドとなり、保育士有資格者、保育士養成校の学生 

を対象とした区内保育所の見学ツアーを実施予定でしたが、新型コロ 

ナウイルスの影響により本ツアーは中止としました。 

    そのため、見学方法を現地の見学ツアーから動画に変更し、(3)のポ

スター作製・掲示の予算額と合わせて港北区保育所ＰＲ動画を作成し

ました。 

【保育所職場見学ツアーの実績】 
 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

参加園 41 園 36 園 46 園 41 園 26 園 

参加者数 48 人 37 人 19 人 21 人 6 人 

参加園への 

就職者数 
２人 ３人 ０人 ０人 ０人 

 

(2) 保育士確保助言コンサルタント 

    保育士の採用や定着に苦慮している保育所に対して専門のコンサル 

タントを派遣する事業を区独自で実施しました。 

   ・対象：港北区内保育施設（７園実施） 

 

(3) 保育士及び保育補助者を募集するポスターの作成・掲示 

    保育士及び保育補助者を募集するポスターを自治会の掲示板等に掲 

示して、保育所への就労の入り口部分を支援する取り組みを実施予定

でしたが、広報方法を変更し、(1)の保育所職場見学ツアーの予算額と

合わせて、港北区保育所ＰＲ動画を作成しました。 

 

２ 保育所等利用案内の作成【予算：1,050,000円、決算：843,823円】 

市の利用案内ではカバーしきれない地区別の認可保育所や認可外保育 

所等の情報、保育サービスなどについてわかりやすく記載した港北区版 

の保育所等利用案内を作成しました。 

    ・配布場所：区役所、行政サービスコーナー、区内認可保育所等、 

港北区地域子育て支援拠点「どろっぷ・どろっぷサテライト」 

     ・発行部数：13,000部(実績) 

【保育所等利用案内の発行部数】 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

発行部数 11,000 部 12,000 部 12,000 部 12,000 部 14,000 部 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

３－(4) 

離乳食教室 

（単位：円） 
２予算 1,158,000 

２決算 758,000 

差▲引 400,000 

福祉保健課 
 
【差引理由】 
新型コロナウイルスの

影響により離乳食教室

の実施回数が減ったこ

とによる減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【離乳食手帳】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【離乳食教室】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 食育の第一歩である離乳食が円滑に始められるように、４か月児健診で離

乳食手帳を配布しました。また、支援が最も必要な７～８か月児を対象とし

た離乳食教室を実施しました。 
さらに、個々の離乳食の不安や負担感等の軽減を図るために、子どもの個

別栄養相談を実施しました。 
 

【主な内容】 

１ 港北区離乳食手帳の配布 【予算：242,000円、決算：242,000円】 

離乳食の基礎知識をもってもらうために、離乳食手帳を作成し、４か

月児健診を受診する全ての養育者に配布しました。 

  ・作成部数：4,000部（４月発行）  

 

２ 離乳食教室の開催 【予算：844,000円、決算456,000円】 

・回数：年間18回開催 

（新型コロナウイルスの影響により、実施回数減（18回中止）） 

・内容：講話・試食・個別相談 

・会場：区役所 

 

【離乳食教室の実施回数及び参加者数等】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

実施回数 36回 36回 36回 33回 18回 

参加者数 940人 926人 863人 712人※1 199人※2 

コース 
７～８か月 

１コース 

※１ 新型コロナウイルスの影響により２月の参加者数減、 
３月（３回）は教室を中止 

※２ 新型コロナウイルスの影響により実施回数及び参加者数減 
 

３ 子どもの個別栄養相談 【予算：72,000円、決算：60,000円】 

・対象者：生後５か月以降の子どもの養育者 

・回数：月３回半日、年間33回 

（新型コロナウイルスの影響により実施回数減（３回中止）） 

・会場：区役所栄養相談室 

・内容：子どもの個別栄養相談（１人当たり約１時間） 

【子どもの個別栄養相談実施状況】（健康福祉局区配と合算） 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

相談者数 104人 116人 73人 93人 101人※3 

※３ 離乳食教室の中止の影響から、個別での相談者数増 
 

 

 

 

 

［健康福祉局区配］ 

・健康づくり費：乳幼児食生活健康相談を実施 【233,000円】 

・子どもの個別栄養相談は、区配予算と合わせて月３回半日の定例

日 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

３－(5) 

高齢者・障害者 

支え合い推進事業 

（単位：円） 
２予算 4,768,000 

２決算 4,373,620 

差▲引 394,380 

高齢・障害支援課 
 

 
【差引理由】 
新型コロナウイルスの

影響による事業制限に

伴う減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 高齢者・障害者支援についての理解を促進するため、区民向けの広報・啓

発事業を実施するとともに、関係機関の連携強化やスキルアップを目的に研

修等を開催しました。 
 また、豊富な経験を有する高齢者等が地域で活躍できる場を拡充するとと

もに、ビジネス的手法で地域課題の解決に取組む環境づくりに向けて、起業

セミナーを開催しました。 
あわせて、かかりつけ医や緊急連絡先等の情報を記載したシートを容器に

入れ冷蔵庫で保管する救急医療情報キットを、区域で作成・配布しました。 

【主な内容】 

１ 高齢者支援事業 【予算： 1,555,000円、決算： 1,410,490円】 

(1) 介護予防 
地域で介護予防に取り組んでいる自主グループの代表者や元気づく

りステーション支援者を対象に、介護予防活動支援者向け研修会を開

催しました。 
  ・日時：10月12日（参加者数 ９人） 

・会場：区役所４階 会議室 

・テーマ：フレイル予防 

 

(2) 認知症支援 

認知症高齢者の徘徊発生時に、早期に帰宅できるよう、家族等の連

絡先などの登録情報を事前に区・警察・地域ケアプラザで共有する「か

えるネット」のパンフレットを増刷し、普及啓発を進めました。 

   （新型コロナウイルスの影響により、６月に開催予定だった港北区認

知症初期集中支援チーム検討委員会及び２月に開催予定だった「認知

症キャラバン・メイト」のつどいは中止） 
   

(3) 地域包括ケアシステムの推進 

    地域包括ケアシステム構築に有効なツールである地域ケア会議※を 
効果的に開催できるよう、地域ケアプラザ及び港北区社会福祉協議会と

の連絡会を実施しました。 
・連絡会：９月29日（火）区役所 ３階 会議室（参加者数 11人） 

（新型コロナウイルスの影響により、３月に開催予定だった、医療・介

護・地域組織等の代表者を構成員とする「区レベル地域ケア会議」は

中止） 

     

※ 地域ケア会議：多職種協働による個別事例の検討等を通じて、 

地域のネットワーク構築や課題共有・解決等を行う会議 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

吸い上げとフィード 

バックが重要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

(4) セカンドキャリア地域起業セミナー 

豊富な経験を有する高齢者等が地域で活躍できる場を拡充するとと

もに、ビジネス的手法で地域課題の解決に取組む環境づくりを進めるた

め、起業セミナーを開催しました。 
（新型コロナウイルス感染防止対策のためオンラインで開催） 

   ・日時（全３回の連続講座） 

    第１回：１月23日（土） 

    第２回：２月13日（土） 

    第３回：２月27日（土） 

   ・参加者数：27人 
 

［健康福祉局区配］ 

・介護予防関連事業【1,221,000円】 

地域の活動に歯科衛生士、栄養士、健康運動指導士などの専門職を派遣

することや、元気づくりステーションの支援などを実施 

・認知症関連事業【699,000円】 

認知症家族のための介護者セミナーを開催する事や、一般の区民向けの

認知症講演会の開催などを実施 

・虐待予防関連事業【71,000円】 

介護サービス従事者等向け虐待防止に関する研修会の開催、虐待防止の

ためのネットワークミーティングの開催などを実施 
 
【参考】港北区における高齢者の状況                  

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

65歳以上人口 66,506人 67,646人 68,416人 69,251人 
69,880人 

（市内３位） 

高齢化率 19.5％ 19.7％ 19.7％ 19.8％ 19.9％ 

認知症高齢者

数※ 
6,427人 6,497人 6,714人 6,964人 6,764人 

要介護認定者

数 
11,677人 11,917人 12,309人 12,566人 12,840人 

※ 要介護認定データを基にした「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以 
 上の認知症高齢者の人数 

【認知症講演会】 

市レベル 

区レベル 

 

 

包括レベル 

個別ケース 
地域ケア会議 

多職種による個別ケース検討を 

積み重ねる 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

  

２ 障害者支援事業 【予算：788,000円、決算：287,414円】 

  (1)  研修・啓発講演会の実施 

     区自立支援協議会※や作業所等で支援機関の連携強化や職員の支援

技術の向上のために、研修会を開催しました。 
    （新型コロナウイルスの影響により、６月に開催予定だった自立支援

協議会全体会及び開催時期を検討していた障害理解のための区民向け

啓発講演会は中止） 
    ※自立支援協議会…障害者等への支援の体制の整備を図るため、福祉、医療、教

育又は雇用に関連する関係者が参加し、地域における支援体制の課題共有や連

携の強化などについて協議を行いました（障害者総合支援法89条の３）。 

 

【過去の啓発講演会テーマ】 

 テーマ 参加者数 

27年度 青年期・成人期の発達障害の理解 352人 

28年度 依存症への動機づけ面接法 53人 

29年度 災害におけるこころの健康 69人 

30年度 死にたい気持ちの受け止め方 20人 

元年度 ペットロスについて考える 83人 

２年度 中止 ― 

 ※29年度までは、横浜市立大学と共催で講演会を開催 

 

 (2) 健康講座の開催 

自身の健康についての知識等を得るために作業所の利用者向けに

健康講座等を開催しました。（２年度は新型コロナウイルスの影響に

より、作業所からの応募が減少） 
【健康講座実施状況】 
28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

４回 ８回 ５回 ４回 １回 

76人 95人 58人 54人 13人 

 
 (3)  区内事業所紹介パンフレット作成 

       障害者の地域活動について区民に広く周知を図るため、区内事業所

を紹介するパンフレットを作成しました。 
内容：区内にある事業所の活動内容や製品情報、ＰＲしたいこと等 

    配布場所：区役所、基幹相談支援センター、精神障害者生活支援セン 
ター、区社会福祉協議会 等 

 
 

［健康福祉局区配］ 

  ・精神障害者の生活教室事業【128,000円】 

精神障害者の対人関係等の改善や社会生活への適応促進を目的とし、

創作活動やスポーツなどの集団援助を実施。 

・難病相談事業【239,000円】 

難病患者・家族がよりよい療養生活と社会生活を送るために、情報提

供や相談の場である講演会・交流会を実施。 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 
【参考】 

 港北区における障害者の状況 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

身体障害者手

帳所持者数 
7,239人 7,284人 7,320人 7,436人 7,391人 

精神保健福祉

手帳所持者数 
2,198人 2,396人 2,595人 2,755人 2,909人 

「愛の手帳」

所持者数 
1,985人 2,120人 2,222人 2,308人 2,400人 

 

３ 救急医療情報キット事業 【予算：950,000円、決算：950,000円】 

   救急搬送等の緊急時における高齢者等の円滑な医療介護情報の共有、

迅速な対応のため、かかりつけ医や服薬内容、緊急連絡先などの情報を

記載したシートを冷蔵庫で保管する専用容器等を作成し、配布しました。 

  ・作成数：10,000キット 

  ・配布対象者：① 災害時要援護者名簿掲載者 

         ② ひとり暮らし高齢者、高齢者２人世帯 

③  ①、②以外の希望者 

・配布方法：①、② 自治会・町内会等において配布 

     ③ 区役所及び地域ケアプラザの窓口にて配布 

 

４ 来庁者窓口サポート事業 【予算：1,475,000円、決算：1,725,716円】 

   窓口サポーターが、福祉保健相談窓口の来庁者に各種手続きの支援や

案内を行いました。 

 

【福祉保健相談窓口におけるサポート実績】 

28年度 29年度 30年度 元年度 ※1 ２年度 

－ 3,629件 3,669件 2,873件 1,621件 

※1 元年度から指定難病の集中受付日を廃止し待機席案内件数が減少 

 

【参考】 

港北区における福祉保健相談窓口の相談件数の状況 

     ※2 新型コロナウイルス感染防止対策による各種手続簡略化等により減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ※2 

15,643 件 17,086 件 18,584 件 19,697件 14,925 件 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

３－(6) 

つなしま相談室・つ

なしま交流室を活用

した多世代交流事業 

（単位：円） 
２予算 583,000 

２決算 198,000 

差▲引 385,000 

高齢・障害支援課 
こども家庭支援課 

 
 
【差引理由】 
新型コロナウイルスの

影響による事業制限に

伴う減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【つなしま交流室外観】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 樽町地域ケアプラザの担当エリアの中でも、特に鶴見川以北の綱島地区は、

人口約43,000人、高齢者人口約6,800人を抱え、今後の人口増加も見込まれて

おり、過大規模エリアとなっています。このため、区局連携促進事業※にて元

年７月に樽町地域ケアプラザの分室として、つなしま相談室・つなしま交流

室を設置し、地域包括ケアシステムの構築さらには地域共生社会の実現に向

けた取組を進めてきました。２年度はこれを活用し、地域の高齢者や子ども、

子育て世代の居場所を作り、地域の人たちの顔が見えるコミュニティづくり

を進めました。 
 
・場所：つなしま交流室 綱島西２－11－５ シュロスオータニ３Ｆ（45 ㎡） 
    つなしま相談室 綱島東２－12－19 福島ビル４階Ａ（53 ㎡） 

 

【主な内容】 

つなしま相談室・つなしま交流室を活用した多世代交流事業 

【予算：583,000、決算：198,000円】 

・高齢者が気軽に集えるサロン（囲碁や麻雀等の趣味的活動） 
・子ども、子育て世代が集えるカフェ（喫茶や食事の提供による子ども、

子育て世代の交流の場） 
上記を同じ場所で開催し、多世代が同じ場所に集うことができるよう、感

染症対策備品や床の防音対策をするなど、交流室・相談室の室内環境を整備

しました。（新型コロナウイルスの影響により、交流企画は未実施） 
 
 
 
 
 
 

 
【つなしま交流室内部】 
 

 
区局連携促進事業（健康福祉局） 

〇綱島地区における樽町地域ケアプラザ分室設置・運営モデル事業］ 
【13,093,000円】 

・地域ケアプラザ分室 

 
 

機 能 ・相談、支援機能（地域包括支援センター等） 

・地域づくり機能   

 

体 制 

 

・保健師、主任ケアマネージャー、社会福祉士 各１名 

（樽町地域ケアプラザの配置職員により対応）  

・生活支援コーディネーター １名 

・非常勤職員 １名 

運 営 社会福祉法人 横浜共生会 
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４ 区民サービス向上に向けた取組 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

４－(1) 

港北区PR情報発信事

業 

（単位：円） 
２予算 2,162,000 

２決算 1,794,535 

差▲引 367,465 

区政推進課 
 
【差引理由】 
イベント等の中止に伴

うPR経費の減等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【港北区ミズキー】 
 
 
 

 
 
 

【事業の概要】 

 港北区キャラクター「港北区ミズキー」の活用をより一層広げ、区のＰＲ

を進めました。 

「港北区ガイドマップ」を作製し、主に区内転入者に配布し区域の生活に

必要な情報を提供しました。 

 あわせてホームページやツイッターで迅速な情報発信をすることで、的確

に行政情報を提供しました。 
 

【主な内容】  

 １ 港北区ミズキー活用 【予算：1,240,000円、決算：547,250円】 

   「港北区ミズキー」は、港北区制70周年（21年）を記念して、区民に港

北区への愛着を深めてもらうため制定しました。 

イラストは、広報区版や行政からのチラシ等に活用し、着ぐるみは区

民まつりへの出演や自治会・町内会等のイベントへ貸し出しています。 

２年度は、暑さ対策及び利便性の向上のためバルーンタイプの着ぐる

み１体を新調しました。今後、さらなる区の魅力アピールのためにイベ

ント等への出演・貸出を続けていきます。 

【参考】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

港北区ホームペー

ジアクセス件数 
約255万

件 

約271万

件 

約298万

件 

約309万

件 

約350万

件 

ツイッターフォロ

ワー数 
約4,200

人 

約4,800

人 

約5,700

人 

約7,700 

人 

約9,000

人 

港北区ミズキー着

ぐるみ利用件数 
31件 25件 24件 42件 12件 

 

２ 港北区ガイドマップ作製・配布【予算：800,000円、決算：797,500円】 

地図面と情報面で構成し、地図面は区の主要施設が掲載された全域地

図を、情報面は区内の見どころやバス路線図、困ったときの相談窓口等、

生活に役立つ情報を掲載し、配布しています。 
 
３ ホームページやSNSを利用した情報発信  

【予算：122,000円、決算：449,785円】 

区からのお知らせや啓発、災害時の情報等を、ホームページやツイッ

ターを活用して発信しています。 

２年度は、新型コロナウイルスに係る感染予防等の啓発や各種相談窓

口、生活を守るための減免や貸付制度等の情報を迅速に発信しました。 

＜新型コロナウイルス感染症に係る情報発信の一例＞ 

・施設の閉館、イベントの実施状況及び郵送でできる手続等を一覧にし、

区ホームページのトップにまとめて表示 

・乳幼児健診等の休止やこどもに関する相談窓口に加え、子育てに関す

る動画をホームページやツイッターで発信 

・スポーツ選手等と協力し、在宅を呼びかける「ステイホーム」行動を求

める画像をツイッターで発信 

【港北区ガイドマップ】  
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４ 区民サービス向上に向けた取組 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

４－(2) 

戸籍課案内サービス

向上事業 

（単位：円） 
２予算 2,654,000 

２決算 3,574,588 

差▲引 ▲920，588 

戸籍課 
 

【差引理由】 
・電話オペレーター配

置日数・人数の増 
・転入者キット作成事

業作業単価の増 

【事業の概要】 

 来庁するお客様の待ち時間の短縮に向け、職員を窓口体制の拡充にあてる

補完のため、電話対応の一部に専門スキルを持ったオペレーターを活用しま

した（４～５月、12月～３月）。また、窓口で転入者等にお渡ししている転入

者キット（暮らしのガイドに市政・区政情報を差し込んだもの）について、

区内障害者施設に作成を依頼し、作業の効率化等を図りました。 

【主な内容】 

１ オペレーターによる電話案内事業 

【予算：2,414,000円、決算：3,327,198円】 

・オペレーターにより、電話案内を行いました。（２年４～５月、12月、    

  ３年１～３月） 

・２年度から土曜開庁時にもオペレーターを２人配置し、さらなる業務

の効率化を図りました。（４月第４土曜日、５月第２・第４土曜日は中止） 

【電話案内業務実績】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

電話受付件数 2,231件 3,281件 4,101件 5,486件 11，286件 

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ配置日数  23日 36日 40日 59日 127日 

延べ配置人数 38人 53人 65人 115人 280人 

  ※元年度までは繁忙期のみの実施でしたが２年度から実施期間を拡大したため 
数値が大幅に増加しています。 

 
２ 転入者キット作成事業 【予算：240,000円、決算： 247,390円】 

    障害者施設に作成を依頼し、作業の効率化等を図りました。 

   （２年４月～３年３月）（合計7,000部） 

【転入者キット作成事業実績】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

400部 800部 600部 600部 600部 600部 

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

600部 600部 600部 600部 600部 400部 

 

【参考】 

港北区の人口、世帯数、平均世帯人員（住民基本台帳人口） 

 29年3月末 30年3月末 元年3月末 2年3月末 3年3月末 

人口(A) 342,513人 344,336人 347,081人 349,652人 351,554人 

世帯数(B) 166,893世帯 168,466世帯 170,863世帯 173,235世帯 175,307世帯 

平均世帯人員(A/B) 2.05人 2.04人 2.03人 2.02人 2.0人 

 

市外からの転入者数（住民基本台帳人口） 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

市外からの転入者数 13,790人 13,977人 14,622人 15,070人 14,451人 

 ※転入世帯数（元年度） 

   14,451人（市外からの転入者数）／2.0人（平均世帯人員）＝7225世帯（推計） 
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４ 区民サービス向上に向けた取組 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

４－(3) 

「仕事力向上」職員育

成事業 

（単位：円） 
２予算 982,000 

２決算 609,100 

差▲引 372,900 

総務課 
 

【差引理由】 
臨所研修、人権啓発講

演会中止等による減 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

運営方針に掲げる５つの仕事力（「聴く力」、「考える力」、「学ぶ力」、「行

動する力」、「伝える力」）を向上させるため、自主企画研修及び人権啓発研

修等を実施し、CS（顧客満足度）・ES（職員満足度）の向上に努めました。 

【主な内容】 

 １ CS・ES向上研修 【予算：760,000円、決算：548,350円】 

(1) 新採用・転入職員向けCS向上研修（10月12、15日） 

     外部講師に依頼し、新採用・転入職員を対象に、窓口・電話応対

研修を実施しました。 
(2) 中堅職員向けＣＳ・ＥＳ向上研修（11月27、30日） 

        外部講師に依頼し、 区在籍３年目の職員を対象にアサーティブ 
コミュニケーションに関する研修を実施しました。 

  なお、新型コロナウイルスの影響により、例年実施している臨所

研修は中止にしました。 
(3) 事務処理ミス防止研修（12月14日） 

外部講師に依頼し、責任職、職員を対象に事務処理ミス防止の考

え方や具体的手法に関する研修を実施しました。 
(4) ワークスタイル改革研修（12月18、21日） 

     外部講師に依頼し、責任職、職員を対象に区役所窓口におけるコ

ロナ禍での窓口サービスの課題と対応に関する研修を実施しまし

た。 

(5) 会計年度任用職員向けCS・ES向上研修 

     会計年度任用職員を対象に窓口・電話応対研修を実施しました。 
  (6) 備品購入 

     研修実施にあたり、必要な機材を購入しました。 
【研修スケジュール】 

時期 責任職 職員 会計年度任用職員 

10月  CS・ES向上研修  

11月 
 中堅職員向けＣ

Ｓ・ＥＳ向上研修 

 

12月 
事務処理ミス防止研修 

ワークスタイル改革研修 

 

２月   CS・ES向上研修 

  
 ２ 人権啓発研修等 【予算：222,000円、決算：60,750円】 

職員を対象にした人権啓発研修を実施しました。 

なお、新型コロナウイルスの影響により、例年実施している市民・職

員向けの人権啓発講演会及び男女共同参画講演会は、中止にしました。

代わりに、新型コロナウイルス等の感染症にかかる人権啓発資料を区内

の自治会・町内会へ送付しました。 
 
 

 
 

【CS・ES向上研修 

（10月12、15日）】 
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４ 区民サービス向上に向けた取組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【人権啓発講演会の実施状況】 

 テーマ 講師 参加者 

29年度 

港北の未来をひらく 

～学校と連携した地域防災拠点

運営に向けて～ 

鷲山 龍太郎（横浜市

立長津田小学校長） 

約400

人 

30年度 

避難所で本当に命と健康守れま

すか!?高齢者・障害のある方・

女性・子どもなどの視点から 

浅野幸子（減災と男

女共同参画研修推進

センター共同代表） 

約400人 

元年度 

災害時のトイレ問題について一

緒に考えませんか？～災害時の

トイレ問題を「自分事」として

捉えよう～ 

加藤篤（NPO法人日本

トイレ研究所代表理

事） 

約500人 

２年度 

新型コロナウイルス感染拡大防

止の観点から開催中止 

※講演会実施に代わり、市民へ

の人権啓発を目的として、新型

コロナウイルス等の感染症にか

かる人権啓発資料を区内の自治

会・町内会へ送付 

- - 
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４ 区民サービス向上に向けた取組 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

４－(4) 

区民サービス向上・環

境改善促進事業 

（単位：円） 
２予算 7,072,000 

２決算 18,236,704 

差▲引 ▲11,164,704 

総務課 
地域振興課 

 
【差引理由】 
新型コロナウイルス感

染症対策に伴う備品・

消耗品費等の購入やサ

ッシ更新実施による増 

など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 区庁舎をはじめとした区内の区民利用施設等について、快適に過ごせる環

境づくりや施設の機能強化を行いました。 
 
 

【主な内容】 

 １ 区庁舎等の環境改善・機能強化 

【予算：5,555,000円、決算：15,482,372円】 

区民がより快適に利用できるよう、区庁舎等の環境改善・機能強化を

図りました。 

  ・区庁舎の環境改善に伴う消耗品、備品、委託料、リース料等 

・２階フロアーのWi-Fi通信費 

・感染症対策のための物品（アルコール等）の購入 

・各課へ感染症対策のための飛沫防止パーテーションの設置 

・混雑防止対策のための窓口案内システムの設置 

・換気能力の向上のため空調へのファンの設置 

 
 ２ 区民利用施設の環境改善・機能強化 

【予算：1,517,000円、決算：2,754,332円】 

   区民がより快適に利用できるよう区民利用施設の環境改善・機能強化

を図りました。 
  ・区民利用施設の環境改善・機能強化のための委託やリース 
  ・綱島地区センター体育室照明のＬＥＤ化 

・子供の遊び場の土砂流出防止作業、樹木伐採・剪定 
  ・菊名コミュニティハウスサッシの一部更新（新型コロナウイルス感染

症対策） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[温暖化対策統括本部区配] 

・温暖化対策プラス事業 【2,690,000円】 
区づくり推進費と合算して、綱島地区センター体育室照明のＬＥＤ 
化を実施 

 
 [環境創造局区配] 
  ・まちなかでの緑の創出・育成事業 【147,400円】 
    菊名コミュニティハウス桜植栽を実施 
 

 

【体育室照明のＬＥＤ化】 
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令和２年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

 

《参考》 

統合事業費 

 

広報よこはま区版発

行事業 

（単位：円） 
２予算 11,543,000 

２決算 11,274,806 

差▲引 268,194 

区政推進課 
 

【差引理由】 
7，8月号のページ減に

よる印刷費の減等 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【スマートフォンアプ

リから見た広報区版の

画面イメージ】 
 

【統合事業費の概要】 

区の事業、区役所、区内の施設からのお知らせなどを区民に周知するため、

広報よこはま区版を発行しました。 
紙面は、区の施策で特に力を入れて取り組んでいる事業やイベントなどを

紹介する特集面と、区役所や区内施設等が実施するイベントを掲載するお知

らせ面等から構成されています。 
 広報紙は、原則、自治会町内会を通じて各戸へ配布したほか、区のウェブ

サイトに掲載したとともに、ツイッターなどを通じて情報発信を行いました。

また、紙面のオープンデータ化により、民間事業者２社が、スマートフォン

やタブレット端末で見やすい体裁に整えて配信しました。 
 

【主な内容】 

広報よこはま区版作成 【予算：11,543,000円、決算：11,274,806円】 

(1) 発行 

毎月１日、年12回  

発行部数：1,660,300部 

 

(2) 仕様 

タブロイド判、４色刷り、８ページ 

 

 

(3) 紙面構成 

・特集、トピックス記事 

       区の施策で特に力を入れて取り組んで 

いる事業やイベントなどを紹介する紙面 

（新型コロナウイルスの影響により、７・８月号については４ペー

ジに削減（特集記事を削減、トピックス・お知らせ記事を１ページ

削減））   

     ＜例＞ 

９月号特集 「知ってほしい認知症のこと」 

10月号特集 「2020ふるさと港北ふれあいまつりon-line」 

１月号特集 「コロナに負けない 元気な港北区」 

３月号特集 「避難行動を考えよう」 

 

   ・お知らせ記事 

区役所や区内施設等が実施するイベントなどを紹介する紙面 

 

  (4) その他 

福祉保健センターからのお知らせ 

      発行：年１回（３年４月号に挟み込み） 

      仕様：４色刷り、４ページ 

      内容：健診日程等 

 

 

参考 
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令和２年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

 

《参考》 

統合事業費 

 

広聴相談事業 

（単位：円） 
２予算 2,144,000 

２決算 2,083,937 

差▲引 60,063 

区政推進課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【統合事業費の概要】 

 区民が日常生活で直面する問題に対処するため、専門家による無料相談事

業を行いました。また、「市民からの提案」などの広聴制度により、手紙や投

稿フォームで寄せられた区民の提案・意見などを受け付けて、回答するとと

もに内容を公表しました。 
 

【主な内容】 

１ 特別相談事業 【予算：2,144,000円、決算 2,083,937円】 

区民が日常生活で直面する問題に対処するため、専門家による無料相 

談事業を行いました。 
相談名 内  容 相談員 実施日時 

法律相談 
離婚、相続、金銭、近隣問

題法律問題全般について 
弁護士 

水曜日、 

第 1･3木曜日 

13:00～16:00 

司法書士相談 

債務整理（140万円以下）、

不動産登記、相続、成年後

見など 

認定司法

書士 

第 1･3火曜日 

13:00～16:00 

公証相談 
遺言、任意後見、賃貸借契

約などの公正証書について 
公証人 

第 2木曜日 

13:00～15:00 

交通事故相談 
示談の方法、保険金請求な

ど 

交通事故

相談員 

第 3金曜日 

9:00～12:00 

13:00～16:00 

行政相談 
国の仕事・制度についての

苦情・要望など 

行政相談

委員 

第 2火曜日 

13:00～15:00 

※特設相談等

が別にあり 

 

２ 特別相談・広聴・窓口案内件数（単位：件） 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

特

別

相

談 

法律相談 466 454 471 482 435 

司法書士相談 98 128 131 135 40 

公証相談 32 29 31 24 10 

交通事故相談 18 18 19 13 2 

行政相談 35 24 23 8 0 

広聴事業 576 650 535 709 1,083 

窓口案内 118,897 99,317 80,041 77,003 62,343 
 

参考 
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令和２年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

 
《参考》 

統合事業費 

 

消費生活推進員事業 

（単位：円） 

２予算 204,000 

２決算 109,330 

差▲引 94,670 

地域振興課 
 

【差引理由】 
回覧中止による印刷製

本費の減 
 

【統合事業費の概要】 

 消費生活推進員の活動を支援するとともに、地域の消費生活環境の安定・

向上を図ることを目的として、消費者被害の防止を推進しました。 

 

【主な内容】 

１ 学習・啓発事業【予算：144,000円、決算：76,330円】 

(1) 区民向けの啓発 

・インターネット・スマホ（携帯電話）での悪質商法対策をテーマと

した講演会、「消費者のつどい（11月26日）」を開催しました。 

来場者：約50人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・2020ふるさと港北ふれあいまつりon-lineでの啓発活動 

港北区消費生活推進員の会の動画を作製し、オンライン上で啓発活

動を行いました。（11月３日～11月23日） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・港北図書館での啓発活動 

港北図書館と港北区消費生活推進員の会で協力し、消費生活に関す

る書籍及び悪質商法対策等の啓発パネルを配置した特設コーナーを、

港北図書館２階に設けました。（２月１日～２月７日） 

 

 

 

【消費者のつどい】  

【啓発動画（抜粋）】 

参考 
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(2) 広報紙の発行

消費者被害未然防止等の啓発や推進員の活動の周知を目的とした広

報紙「港北区消費生活推進員だより あゆみ」を1,600部作成しました。 

２ 地区活動支援事業【予算：60,000円、決算：33,000円】 

各地区における消費者被害未然防止・拡大防止に関する啓発活動を支

援するため、消費生活推進員地区活動助成金を交付しました。

※任期２年（３年４月～５年３月）

※元年度から募集方法を公募にしたため、人数が減少しています。

年度 
27～28 

年度 

29～30 

年度 

元～２年度 

（公募） 

消費生活 

推進員数 
133人 136人 12人 

【港北区消費生活推進員数】

【広報紙「あゆみ」】 

【港北図書館特設コーナー】
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令和２年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）決算説明書 

事業名等 実施内容 

 

《参考》 

統合事業費 

 

青少年活動支援事業

（単位：円） 

２予算 3,944,000 

２決算 2,954,383 

差▲引 989,617 

地域振興課 
 
【差引理由】 
自然体験教室等イベン

トの中止や、社会環境

実態調査等事業の一部

中止による減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【統合事業費の概要】 

地域における青少年指導員の活動を支援することにより、青少年の健全育

成を図りました。 
また社会環境健全化活動を行い、青少年が健やかに育つ環境をづくりを進

めました。 
 

【主な内容】 

１ 青少年指導員事業 【予算：2,964,000円、決算：2,015,843円】 

   青少年指導員活動費を港北区青少年指導員協議会に交付し、各地区で

のイベントの開催及び広報誌の発行等を支援しました。 

 

 ・自然体験教室（新型コロナウイルスの影響により中止） 

【自然体験教室参加者数等】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

参加者数 140人 167人 135人 96人 ― 

実施場所 野島公園 宮ケ瀬湖 ソレイユ

の丘 

湘南国際村 

めぐりの森 

中止 

※元年度は開催時期を変更したことにより参加者減。 

 

２ 社会環境健全化事業 【予算：80,000円、決算：38,540円】 

各地区でのパトロール活動やひと声かけ運動、全市統一行動キャンペ

ーンでのポスター掲示等を通じて、青少年の健全育成を推進しました。 

 

 ３ 学校・家庭・地域連携事業 【予算：900,000円、決算：900,000円】 

   中学校区ごとに設けられている学校・家庭・地域連携事業実行委員会 

（９団体）へ補助金を交付しました。学校・家庭・地域が一体となり、

青少年の問題行動等の防止及び健全育成を図りました。 

 
 
 
 
 
 

 

自主企画事業（再掲） 

育もう「ふるさと港北」事業 

[青少年活動支援事業（自主企画分）]【予算：500,000円、決算：0円】 

・ペットボトルロケット大会（新型コロナウイルスの影響により中止） 
 

参考 
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１　総括表 （単位：千円）

　

２　内訳

（１）自主企画事業 ※詳細は３ページ以降に記載 （単位：千円）

令和３年度個性ある区づくり推進費　予算総括説明書

予　算　額

32,859

区　　　分

　１　安心して暮らせるまちづくり

主な事業名
執行済額 （執行率）

20,713

合　　　　　計

統合事業費

（３）区庁舎・区民利用施設管理費

（２）統合事務事業費

統合事務費

（１）自主企画事業費

(63.0%)

744,156

予算額

119,118

54,569

31,884

22,685

570,469

・区民サービス向上・環境改善促進事業
・戸籍課案内サービス向上事業

　４　区民サービス
　　　向上に向けた取組

合　　　　　計

60,786 (51.0%)

17,393

119,118

・災害に強いまちづくり推進事業
・放置自転車対策事業

・「ひっとプラン港北」推進事業
・地域子育てサポート事業

・育もう「ふるさと港北」事業
・大規模スポーツ大会等開催機運醸成事
業

9,726 (47.5%)

8,326

22,021 (45.5%)

20,475

48,391

　２　地域で支えあう
　　　福祉・保健のまちづくり

　３　活気にあふれるまちづくり

(47.9%)



2

（２）統合事務事業費 （単位：千円）

（３）区庁舎・区民利用施設管理費 （単位：千円）

区庁舎等管理費 83,873 港北区総合庁舎、港北土木事務所、
行政サービスコーナー（２か所）

区版市民活動支援センター管理費 248 港北区区民活動支援センター

区　　分 予　算　額 主な施設

公会堂管理費 20,694 港北公会堂

老人福祉センター等管理費 45,378 老人福祉センター菊名寿楽荘

地区センター等管理費 234,112 地区センター（６か所）
小机スポーツ会館

青少年施設管理費 8,706 綱島公園こどもログハウス

47,824 港北区総合庁舎、公会堂、土木事務所、
行政サービスコーナー（２か所）

コミュニティハウス管理費 83,893 コミュニティハウス（３か所）
学校施設活用型コミュニティハウス（３か所）

区スポーツセンター管理費 23,718 港北スポーツセンター

合　　　　計 570,469

広場・遊び場等管理費 16,258 港北国際交流ラウンジ
広場・遊び場等（13か所）

区庁舎・区民利用施設修繕費 5,765 小破修繕等

区庁舎等光熱水費

区　　分
３年度
予算額

主な事業内容

統合事務費

統合事業費

31,884

22,685

区役所業務の事務経費

・緊急時情報システム運用事業
・広報よこはま区版発行事業
・広聴相談事業
・消費生活推進員事業
・スポーツ推進委員支援事業
・青少年活動支援事業
・学校・家庭・地域連携事業
・クリーンタウン横浜事業



事　業　名 掲載頁

１　安心して安全に暮らせるまちづくり
（１）災害に強いまちづくり推進事業 4

（２）災害時医療整備事業 8

（３）快適な暮らしの衛生応援事業 9

（４）交通安全　無事故でカエル事業 10

（５）放置自転車対策事業 12

（６）港北ＡＡＡ（安全で安心な明日を）地域防犯力向上作戦 14

２　地域で支えあう福祉・保健のまちづくり
（１）「ひっとプラン港北」推進事業 16

（２）地域子育てサポート事業 18

（３）区内保育所施設ＰＲ事業 22

（４）港北区放課後児童健全育成強化事業 24

（５）オンライン等を活用した子育てサポートプログラム 25

（６）離乳食教室 26

（７）高齢者・障害者支え合い推進事業 27

（８）樽町地域ケアプラザ綱島分室の活用・促進事業 31

３　活気にあふれるまちづくり
（１）大規模スポーツ大会を契機とした地域まちづくり事業 32

（２）地域スポーツ推進事業 35

（３）港北区商店街活性化事業 36

（４）ウォーキングから始まる健康づくり事業 38

（５）育もう「ふるさと港北」事業 40

（６）地域のチカラ応援事業 43

（７）港北魅力発見事業 45

（８）芸術文化振興事業 47

（９）区民活動支援事業 49

（10）地域振興活動事業 51

（11）読書活動推進事業 53

（12）こうほく３Ｒ推進事業 56

（13）港北エコアクション推進事業 58

（14）データ活用によるまちづくり推進事業 60

（15）まちづくり調整費 62

４　区民サービス向上に向けた取組
（１）港北区ＰＲ情報発信事業 64

（２）戸籍課案内サービス向上事業 65

（３）「仕事力向上」職員育成事業 66

（４）区民サービス向上・環境改善促進事業 67

広報よこはま区版発行事業 68

広聴相談事業 69

消費生活推進員事業 70

青少年活動支援事業 71

緊急時情報伝達システム運用事業 72

スポーツ推進委員支援事業 ※地域スポーツ推進事業の頁に掲載 35

クリーンタウン横浜事業 ※こうほく３Ｒ推進事業の頁に掲載 57

自主企画事業　目次

《参考》統合事業費

３



１ 安心して安全に暮らせるまちづくり

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(1) 

災害に強いまちづく 

り推進事業 

（単位：千円） 

３予算 21,604 

7月末

執行状況

15,267 

71% 

総務課

【事業の概要】 

 避難所等における感染症対策としてパーテーションを配備し、３密を回避

するなど、避難所生活の改善を図るための資機材を整備します。また、在宅

避難啓発チラシを作成し、自宅等で安全が確保できる場合は在宅避難に努め

ていただくよう区民に周知します。併せて、緊急時の円滑な避難行動を促す

ため、「港北区防災情報アプリ」を運用するとともに、情報発信を強化するた

め、アプリの改修等を実施します。さらに、各種訓練を実施するなど区本部

の体制強化を図ります。

【主な内容】 

１ 避難所等資機材の充実強化 【(３)7,904千円、(２)4,550千円】 

(1) 感染症対策等資機材の整備《新規》

避難者のソーシャルディスタンスを確保するため、避難者用のパー

テーションを洪水浸水想定区域外に位置する７つの地域防災拠点に整

備しました。残り22の地域防災拠点については災害時に区本部からの

要請に基づいて供給される段ボール製間仕切り等の資機材も活用し

て、避難所等における新型コロナウイルス感染症拡大防止を図ります。 

(2) 防災備蓄庫内照明の設置等《新規》

夜間でも安全に備蓄品の搬入・搬出が行えるよう、防災備蓄庫内に

電池式の照明を設置します。また、避難所での外国人とのコミュニケ

ーションを円滑に行えるよう、翻訳機を導入します。さらに、アレル

ギーをお持ちの方でも安心して避難生活を送れるよう、アレルギー対

応備蓄食料を購入します。 

(3) 備蓄資機材の修繕・更新

各地域防災拠点に備蓄されている発電機、エンジンカッター等の資

機材について、修繕・更新を行います。 

(4) 地域防災拠点訓練参加者向け保険

区内29拠点で実施される地域防災拠点訓練参加者が、訓練時に負傷

した場合に備え、傷害保険に加入しました。 

【パーテーションイメージ】 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

 

２ 災害時の情報発信の強化および自助・共助の啓発 

 【(３)6,940千円、(２)6,050千円】  
  (1)  在宅避難啓発チラシの作成《新規》 

感染症対策として避難所等の密を防止する観点から、在宅避難啓発

チラシを新たに作成し、震災時に自宅等で安全が確保できる場合は在

宅避難に努めてもらうよう区民に周知します。 

 

   (2)  港北区防災情報アプリの運用・改修 

    スマートフォン等で災害情報等を確認できる「港北区防災情報アプ 

リ」を運用します。併せて安定的に稼働させるため、アプリの保守を 

実施します。また、アプリに機能等を追加するため改修を行います。 

   【主な改修内容】（予定） 

・避難場所、避難所の混雑状況の表示 

・土砂災害特別警戒区域の追加 

    ・地震モード、風水害モードの切り替え機能の追加 

   【ダウンロード数（３年７月末時点）】 

    20,507件（iOS,Andoroid） 

        ※２年３月末時点 15,973件 

 

  (3) 緊急時情報伝達システムの運用 

    避難指示等の緊急情報を区民に迅速かつ確実に伝えるため、電話に 

よる一斉発信及び応答機能を持つシステムを、避難情報を発令する区 

域等に居住する配信希望者等を対象に運用します。 

    【対象区域内の配信希望者等(2,931件)】（３年７月末時点） 

・洪水浸水想定区域内災害時要援護者 2,593件 

・家屋倒壊等氾濫想定区域となる 

新羽地区・小机町の一部の住民    193件 

   ・自治会及び町内会の会長（区内全域） 142件 

   ・土砂災害警戒情報発表に伴う 

即時避難指示対象の区域の住民     ３件 

 

 

  

 

 

 

(4)   防災マップ、各種ハザードマップ等の印刷 

  日頃から自宅等の危険性や災害時の避難場所を確認いただくため 

に防災マップ・各種ハザードマップ等を印刷します。 

 

(5) 防災キャラバン等の実施 

自治会町内会向けの出前講座（防災キャラバン等）を通じて多くの区 

民へ防災意識の醸成を行います。 

 

 

 

 

統合事業費 

[緊急時情報伝達システム運用事業] 

【(３)1,008千円、(２)1,008千円】 

使用料、通話料は統合事業費を活用 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

 

【防災キャラバン等の実施状況】※３年度は申込状況（７月末時点） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３ 東京2020オリンピック・パラリンピック危機管理体制の強化 

                  【(３)1,000千円、(２)1,000千円】 

   港北区では大会に合わせて、区危機管理計画を策定するとともに、国

際大会が行われる際に行政機関がテロの標的になる可能性があることか

ら、区内試合開催日を対象に、区庁舎に警備員を配置し、区の危機管理

体制を強化しました。（新型コロナウイルス感染症の影響で無観客となっ

たため、予算の執行は見送ります。） 

 

 ４ 各種団体への補助  【(３)260千円、(２)290千円】 

   ・災害ボランティア連絡会への補助 

   ・アマチュア無線非常通信協力会へ謝金を支出 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 

地 区 ４地区 ６地区 ８地区 10地区 ４地区 

参加者 118人 268人 299人 369人 - 

【参考】新横浜駅周辺混乱防止対策訓練の実施 

    新横浜駅周辺の鉄道やホテル等の事業者、地域住民等と連携

し、震災時の帰宅困難者対策を円滑に行うための訓練を実施し

ます（４年３月予定） 

 

 

 

 

【過去５年間の訓練参加者数】 

年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

参加者数 300人 

(31団体) 

300人 

(40団体) 

300人 

(45団体) 
中止 中止 

※元年度と２年度は、新型コロナウイルスの影響により中止  

 

 

[総務局区配] 

 ・地域活動奨励助成金：区内 29か所の地域防災拠点へ助成 

            （1拠点あたり 12万円交付） 

 ・「町の防災組織」活動費補助金：町の防災組織へ補助 

             (1世帯あたり 160円交付) 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

 

５ 区災害対策本部の充実  【(３)5,500千円、(２)3,400千円】 

  (1)  IP無線機を活用した円滑な情報受伝達の強化 

    ２年度導入したIP無線機を活用し、大規模災害時でも円滑に避難所

等との情報受伝達が行えるよう運用します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

(2) 災害時における避難場所等運営《新規》 

   災害時において地区センターや濃厚接触者等の専用避難場所を開

設した場合に施設使用料を負担します。 

 

(3)  港北区災害対策本部訓練の実施 

     区本部機能強化のため、各種訓練を実施します。（時期は予定） 

    ・風水害対策区本部訓練（７月実施） 

    ・震災対策区本部訓練（４年１月） 

 ・震災時初動対応訓練（５月（新型コロナウイルスの影響により 

中止）、９月） 

    ・区職員向けの安否確認訓練（９月実施、４年１月） 

    ・区職員向け動員訓練（９月～11月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  (4) 港北区災害対策本部の備蓄品整備等 

     区本部の備蓄品整備や更新、災害時の連絡体制確立のための各種 

   通信機器を維持・管理します。また、深夜等の発災時の迅速な職員参   

   集を目的とした自動車借上げを行います。 

 

 

 

 

 

【区本部訓練の様子】 

【IP無線機の特徴】 

・同時通話が可能 
・全国どこでも通信可能 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(2) 

災害時医療整備事業 

（単位：千円） 
３予算 277 

7月末

執行状況 

119 

43% 

福祉保健課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【立ち上げ訓練】 
 
 
 
 
 
 
【のぼり旗掲出訓練】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【Ｙナース募集 

リーフレット】 

【事業の概要】 

区防災計画（震災対策編）における災害時医療等の対策を講じるため、関

係機関との各種会議の開催や医療救護隊等の訓練を実施するとともに、医療

救護隊に必要な物品の配備、災害支援ナースの登録促進を図ります。 
 

【主な内容】 

１ 医療救護に関する関係機関との連絡会議の開催 

【(３)65千円、(２)65千円】 

  ・災害医療連絡会議の開催（年３回程度） 

   災害拠点病院等を含めた関係機関との協議の場として、災害医療連絡

会議を開催します。 
第１回：６月１日（書面開催）、第２回：10月、第３回：２月 

※ 参加機関…三師会、災害拠点病院、災害協力病院、地域防災拠点運 

営委員会代表、訪問看護ステーション、警察、消防他行政関係機関 
 

２ 医療救護隊訓練の実施 【(３)50千円、(２)50千円】 

医療救護隊が発災時に迅速に活動できるよう訓練を実施します。 

また、医療救護隊参集拠点を慶應義塾大学日吉キャンパス協生館から 

  日吉台中学校コミュニティスクールへ移転しました。（５月９日） 

・医療救護隊立ち上げ訓練 

（７月４日：日吉台中学校コミュニティスクールにて実施） 

・災害時医療機関報告書持ち込み訓練（９～11月） 

・医療救護隊実地訓練（12月:医師会館） 

・のぼり旗、フラッグ掲出訓練（９月、１月） 

・通信訓練 局⇔区：年６回 

区⇔医療機関：年４回 

 
３ 医療救護隊用装備品の整備 【(３)119千円、(２)119千円】 

・医療救護隊及び保健活動グループの活動や訓練に必要となる、事務用

品や装備品の購入。新型コロナウイルス感染防止対策のための装備品

の購入（11月） 

[医療局区配] 

・医療救護隊感染症対策事業【1,060 千円】 
医療救護活動における感染症対策のための装備品を購入 

 

４ 災害支援ナースの登録促進と管理 【(３)43千円、(２)43千円】 

登録者：61人（３年７月末時点）うち３年度新規２人 

  ・Ｙナース募集リーフレットの配布 

区医師会を通じて、診療所に勤務する看護師へ登録勧奨を実施。 

  ・広報よこはまへの募集案内掲載 

  ・研修、訓練の実施 

   県看護協会と医療局が主催する研修及び医療救護隊訓練への参加を 

   依頼します。 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(3) 

快適な暮らしの衛生

応援事業 

（単位：千円） 

３予算 571 

７月末 

執行状況 

423 

74.1% 

生活衛生課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 食の安全や各種施設の衛生確保、動物の適正飼育や災害時のペット対策の

啓発を行います。 
 

【主な内容】 

１ 食中毒・感染症防止対策事業 【(３)381千円、(２)362千円】 

(1) 食中毒・感染症予防のための監視事業 

新型コロナウイルス感染予防啓発資料（卓上ポップ）を作成し、飲

食店等に配付しました。（計1,776施設、7,104枚） 

【食中毒等発生状況】 

 28年 29年 30年 元年 ２年 

食中毒 
件数 ２件 ３件 ７件 ４件 ３件 

患者数 54人 62人 62人 48人 24人 

感染症※ 
件数 45件 26件 22件 26件 22件 

患者数 1,062人 241人 181人 310人 41人 

※ノロウイルス、腸管出血性大腸菌、レジオネラ症等 

 

 (2) 衛生講習会の実施 

事業者の衛生管理向上のため講習会を実施します。 

【講習会実施回数】 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

32回 33回 38回 26回 ９回 

 

２ ペットのマナー啓発と災害時のペット対策 

  【(３)190千円、(２)277千円】 

・動物の適正飼育に関する啓発、指導（通年） 

・資料を用いた飼い犬の散歩マナー向上啓発（通年） 

・狂犬病予防注射集合会場での飼い主向け啓発 

（新型コロナウイルスの影響により中止） 

・地域防災拠点運営委員会連絡会等での啓発（６月書面開催、12月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【ペットのマナー・防災対策教室】 【マナー・防災に関する啓発資料】 

【黙食・個食・マスク

飲食を推奨する卓上ポ

ップ】 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(4) 

交通安全 無事故でカ

エル事業 

（単位：千円） 
３予算 5,224 

7月末

執行状況 

913 

17.5% 

地域振興課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 交通安全意識の向上を図るため、交通安全関係団体と協力した啓発活動を

行います。特に、子どもと高齢者に対象を絞って事業を実施します。 

 

【主な内容】 

１ 児童交通安全対策事業 【(３)4,635千円、(２)4,698千円】 

・「はまっ子交通あんぜん教室」を16校で実施。10月以降に３校で実施

します。 

（新型コロナウイルスの影響により２校を中止しました。） 

（雨天により５校を中止しました。） 

低学年には歩行者教室、高学年には自転車教室を実施します。 

・「中学生 交通安全教室」の区内中学校３校で実施 

・交通安全ポスターコンクールの開催（７～８月募集）と表彰(12月) 

  各小学校児童からの応募作品の中から優秀賞12作品を選定し、入賞作

品は、令和４年の交通安全カレンダーに使用します。 

・区内スクールゾーン対策協議会への助成金交付（３校は申請なし） 

・スクールゾーン路面標示及びスクールゾーン電柱巻看板の更新、設置 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

２ 交通安全運動事業 【(３)185千円、(２)229千円】 
（1) 各種交通安全キャンペーンの実施 

・春の全国交通安全運動キャンペーン 

（新型コロナウイルスの影響により中止） 

・九都県市自転車マナーアップキャンペーン 
（５月10日 アピタ横浜綱島店） 

・二輪車交通事故防止キャンペーン 
 （６月２日：綱島アップル研究所付近） 
・夏の交通事故防止運動キャンペーン 
（７月９日 日吉駅周辺） 

・秋の全国交通安全運動キャンペーン 

 （９月27日 新横浜駅前 予定） 
・年末の交通事故防止運動キャンペーン 
 

(2) 「安全・安心のつどい」の開催（年１回） 
 

 

【はまっ子交通あんぜん教室】 【スクールゾーン路面標示】 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

 

 
【運転卒業者おトク 
事業実施店ステッカー】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 高齢者等交通安全事業 【(３)300千円、(２)400千円】 

   高齢者の交通事故対策として、次の事業を行います。 
(1) 高齢者免許返納促進 

商店街と連携し、免許を返納した高齢者に対し、運転免許経歴書の

提示により、店舗にて特典を付与する「運転卒業者おトク事業」を継

続して実施します。 

   協力店舗数 26店舗(７月末時点) 

 

(2) 高齢者交通安全教室の開催 

（ドライビングスクールでの体験型交通安全教室）  

高齢者交通安全教室を、菊名ドライビングスクール及び日吉自動車

学校の２か所で行います。 

・高齢ドライバーの運転実技講習 
・衝突・巻き込み実験 
・道路の歩き方、自転車の乗り方の実技講習 
・サポートカー試乗による安全運転講習の実施 

【参考】 
 参加者数の推移 

 28年 29年 30年※ 元年※ ２年 

参加者数 ７人 ８人 19人 37人 中止 

※ 30年より、サポートカー試乗による安全運転講習を実施。 
 

(3) シルバーウォークラリーの開催 

（春開催分は、新型コロナウイルスの影響により中止） 

   ・道路の歩き方等を指導し、目的地までのウォーキング 

   ・身体機能テストを含む交通安全講話 

【参考】 
 参加者数の推移 

 28年 29年 30年 元年 ２年 

春開催 32人 28人 22人 33人 中止 

秋開催 31人 30人 32人 36人 中止 

 

４ 子育て関連施設交通安全対策事業 【(３)104千円、(２)104千円】 
   保育園・幼稚園等の子育て関連施設周辺に、施設の存在を知らせ子 
 どものとび出しに注意を促す「電柱巻看板」を、新規開園等の施設付近 
 の電柱に設置します。（６か所） 
 

【参考】 

港北区の交通事故件数等（暦年） 

 28年 29年 30年 元年 ２年 

交通事故件数 841件 855件 686件 593件 526件 

死亡者数 １人 ３人 ２人 ３人 ５人 

負傷者数 1,001人 968人 783人 685人 572人 

 

 

【子育て関連施設 
電柱巻看板】 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(5) 

放置自転車対策事業 

（単位：千円） 
３予算 4,531 

7月末

執行状況 

3,860 

85.2% 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 自転車等の放置が著しい駅周辺への自転車等放置防止監視員の配置や撤去

活動により、駅前の歩行者の安全確保を図ります。 
また、区独自の撤去活動及びキャンペーンによる啓発活動を行い、自転車

等の放置防止を促します。 

 

【主な内容】 

１ 監視員事業 【(３)3,728千円、(２)4,584千円】 

区全体の放置台数が減少しているため、放置自転車の防止やマナーア

ップ等を図る監視員を全体では配置数を減らします。しかし、乗降者数

の多い日吉駅、綱島駅及び新横浜駅や、東京2020オリンピック・パラリ

ンピックに対応した監視体制については、集中的に配置します。（道路局

予算と合算して執行） 

・年間配置数：1,952回（予定） 

 

【駅ごとの延べ配置数（１回あたり１人３時間）】 

３年度 計画 【参考】２年度 実績 

駅 
３年度配置数 ２年度配置数 

週 年 週 年 

日吉 14回 504回 19回 912回 

綱島 28回 1,152回 31回 1,492回 

新横浜 4回 222回 8回 384回 

新羽 1回 48回 1回 48回 

小机 ‐ 26回 ‐ 0回 

合計 47回 1,952回 59回 2,836回 

 

【参考】 区内全駅の１日における放置台数（合計） 

 

 

 

 

※「横浜市鉄道駅周辺放置自転車等実態に関する調査」より抜粋 

（11月の平日の晴天時、午前９時から午後３時までに放置されていた台数） 

 

【参考】 イベント等に対応した監視員配置（内数） 

行事名 東京2020オリンピック・パラリンピック 

実施時期 ３年７月 ３年８月 合計 

新横浜 16回 10回 26回 

小机 16回 10回 26回 

 

 

 

 

 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

放置台数 893 583 444 422 365 

駐輪場台数 19,303 19,329 19,619 19,896 19,981 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

２ 放置自転車等撤去事業 【(３)230千円、(２)230千円】 

来街者も多く放置自転車の多い日吉駅、綱島駅及び新横浜駅について

は、集中的な対策を維持する必要があるため、２年度に引き続き、３年

度についても休日も含め道路局が撤去を実施します。 
３駅以外の駅については引き続き平日は道路局が行うとともに、休日

については、各駅の放置の状況に鑑み計画回数は減らすものの、引き続

き必要に応じて区が実施します。 
 
【道路局と区役所が実施する各駅の撤去回数（回/年間）】 
年度 ３年度 計画 【参考】２年度 実績 

曜日 平日 休日 平日 休日 

実施者 道路局 道路局・港北区 道路局 道路局・港北区 

 計画 計画 計画 実績 計画 実績 

日吉 50回 
必要に応じて

局で実施 

50回 47回 24回 7回 

綱島 140回 140回 120回 48回 17回 

新横浜 50回 50回 44回 24回 7回 

大倉山 24回 

必要に応じて

区で実施 

24回 13回 

必要

に応

じて

区で 

実施 

0 回 

菊名 12回 12回 20回 0 回 
妙蓮寺 12回 12回 12回 0 回 
新羽 12回 12回 14回 0 回 
小机 12回 12回 15回 0 回 
高田 6回 6回 11回 0 回 

岸根公園 6回 6回 13回 0 回 

日吉本町 6回 6回 11回 0 回 

 

３ 地域活動事業 【(３)573千円、(２) 573千円】 

区内の自転車等放置防止推進協議会に対し活動費を助成（10協議会） 

するとともに、協議会が放置自転車クリーンキャンペーンなどの活動を 

行う際に使用する物品等を配布し、各駅の状況に応じた協議会の活動を 

支援します。 

 また、駅ごとの放置状況や啓発方法等について情報共有を行うため、 

区内の各駅協議会の代表による「港北区自転車等放置防止推進協議会」 

を開催します。 

 
 
 
 
 

［道路局区配］ 

自転車マナーアップ事業 【8,153千円】 

・自転車放置防止監視員の配置（区づくり推進費と合算して執行） 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(6) 

港北ＡＡＡ（安全で

安心な明日を）地域

防犯力向上作戦事業 

（単位：千円） 
３予算 652 

7月末

執行状況 

132 

20.4% 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

区民が主体となり防犯活動に関わることができるよう、犯罪状況等の情報提供

や防犯啓発物品の配布など多角的に防犯活動の支援を行います。 
 また、区内で頻発している特殊詐欺への対策についても警察署と連携し、区民

へ情報発信等を行うことにより犯罪発生件数を減少させます。 

【主な内容】 

１ 防犯情報メールの配信 【(３)132千円、(２)432千円】《縮小》 

毎日警察と犯罪発生状況を共有し、登録者の携帯電話やパソコン、ＦＡＸ

での防犯情報を配信します。また、振り込め詐欺等特殊詐欺の前兆電話があ

ったという情報が、警察や区民から区役所に複数寄せられた際は、「特殊詐

欺警報」として即時に注意喚起の防犯情報メールを配信します。 

※２年度に、メールサーバ機器の更新を実施したため本年度予算は前年と

比べ縮小しています。 

【防犯情報メール登録者数】 

 
29年度末 30年度末 元年度末 ２年度末 

３年度 

（７月末時点） 

登録者数 7,734人 8,750人 9,711人 10,622人 11,010人 

 

２ 防犯啓発活動 【(３)300千円、(２)359千円】 

  (1)  防犯パトロール関連物品の作成配付《縮小》 

    「のぼり旗」や「ベスト」等、自治会町内会等の団体が防犯活動を 

行う際に使用する物品を作成、配布し、地域の防犯活動を支援します。 

 
  (2)  青色防犯灯装備車によるパトロール 

      警察の講習を受けた職員が、犯罪発生地域を中心に青色防犯灯装備車 

で回り、防犯パトロール及び放送による防犯啓発を行います。 

２年度も引き続き警察と振り込め詐欺等特殊詐欺発生状況を共有し、 

その時々の状況に合わせた注意を呼び掛けます。 

     

  (3) 港北ＡＡＡ（安全で安心な明日を）作戦会議の開催 

    地域の防犯力向上のため、警察や防犯関係団体、地域、学校、事業者、 

行政の各関係者で実施している「港北ＡＡＡ作戦会議」は、新型コロナウ 

イルスの影響を鑑み、書面開催としました。（６月） 

 

３ 「子ども110番の家」ネットワーク会議 【(３)120千円、(２)120千円】 

・各小学校の「子ども110番の家」活動の情報交換を目的とした「子ども 

110番の家ネットワーク会議」の役員会を開催しました。（７月） 

・また新型コロナウイルスの影響により９月に予定されていた総会はオン

ラインにて開催します。（９月） 

・「子ども 110 番の家」災害補償保険が終了したため、横浜市市民活動保険

へ保険の切り替えを行いました。 

  ・子ども110番の家プレートの配付を行いました。 
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１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

 

４ 特殊詐欺対策機器設置事業 【(３)100千円、（２）100千円】 

   電話による振り込め詐欺等特殊詐欺被害が依然として多いことから、振り

込め詐欺等特殊詐欺対策機器が地域の電器店等で購入可能であり、かつ設置

サービスを行っていることをホームページ、チラシ等で周知します。 

 

《参考》 

【港北区内犯罪発生状況（暦年）】 

 29年 30年 元年 ２年 
３年 

（７月末時点） 

犯罪発生件数 2,155件 1,735件 1,453件 1,109件 699件 

特殊詐欺 96件 58件 74件 35件 31件 

同被害額 3億3,900万円  2億4,800万円  1億8,400万円 5500万円  8,200円 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(1) 

「ひっとプラン港北」 

推進事業 

（単位：千円） 

３予算 1,739 

7月末

執行状況 

1,002 

 58% 

福祉保健課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 身近な福祉保健課題を解決するため、「港北区地域福祉保健計画（ひっとプ

ラン港北）」の区計画の推進と13地区ごとに策定した地区計画の推進を支援し

ます。また、新型コロナウイルス感染拡大によりスケジュールを変更したた

め、３年度も引き続き第４期計画（３～７年度）を策定します。 
 

【主な内容】 

１ 第４期計画の策定、推進 【(３)909千円、(２) 2,133千円】 

・第４期計画の区計画及び地区計画の策定 

・区計画を推進するとともに、地区計画サポートスタッフ（区役所 

区社会福祉協議会・地域ケアプラザの各職員）による各地区の状況に

応じた地区計画推進の支援を実施（通年） 

・「ひっとプラン港北」策定・推進会議の開催（６月・２月） 

 

 

 【第４期計画策定スケジュール】 

年度 月 区計画 地区計画 

30年  区民意識調査  

元年  

 

８月 

９月 

～ 

12 月 

 

２月 

 

 

策定・推進会議 

 

検討部会 

関係団体ヒアリング 

 

策定・推進会議 

 

２年 ９月 

 

 

１月 

 

３月 

策定・推進会議 

 

 

策定・推進会議 

 

区民意見募集 

 

 

 

 

 

 

３年 ６月 

７月 

８月 

９月 

11月 

 

２月 

策定・推進会議 

区計画確定 

 

計画公表（延期） 

区民フォーラム（中止） 

 

策定・推進会議 

 

 

地区計画確定 

計画公表（延

期） 

 

 

 

 

 

区計画検討 

統計調査分析、第３期計画評価 

 

地区計画

検討・策

定 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

２ 計画周知・啓発 【(３)830千円、(２) 890千円】 

  (1) 区計画及び地区計画の印刷・配布 

   ・第４期区計画冊子及び概要版、地区計画リーフレットの発行 

（時期未定） 

 

(2)「港北ほくほくフェスタ」区民フォーラムの開催 

   ・「港北ほくほくフェスタ」において区民フォーラムを実施し、第４期

港北区地域福祉保健計画を周知します。（中止） 

 
  【「港北ほくほくフェスタ」区民フォーラムへの参加者数】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

参加者数 600人 600人 480人 75人 中止 

    ※29年度までは、社会福祉大会参加者数と合算 

     ※元年度：荒天のため延期。２年２月に規模を縮小して開催 

     ※２年度：新型コロナウイルスの影響により中止 

     ※３年度：緊急事態宣言の発出により計画策定が延期となり中止       

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［健康福祉局区配］ 

・計画冊子等印刷製本費【820千円】 

［区社協予算］ 

・ほくほくフェスタ、ひっとプラン計画推進事務費等 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(2) 

地域子育てサポート

事業 

（単位：千円） 
３予算 9,110 

7月末

執行状況 

5,056 

55% 

こども家庭支援課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

港北区は20～30歳代の転出入件数、出生数及び乳幼児人口、就学前児童数が 
市内で最も多い状況にあります。こうした中、「相談相手がいない」「閉じこも

りがちになる」などの子育てに不安を抱えた区民が多数存在しているととも

に、児童虐待や障害児対応等の専門性の高いケースへの支援の必要性も年々

高まっています。そのため、安心して子育てをしていくためには、地域におけ

る子育て支援が重要です。 
一言に「子育て支援」といっても子育て家庭におけるニーズは多種多様であ 

り、様々な形の支援の在り方が求められています。 
具体的には、①養育者一人一人に応じた育児支援、②児童虐待防止、③認可 

保育所等を活用した地域における子育て環境づくりといった多角的なアプロ

ーチにより地域子育て支援を行っていきます。 
 

【主な内容】 

１ 「親と子のつどいの広場」妊娠期支援事業 

【(３)900千円、(２)900千円】 

   妊婦に向けた地域子育て支援の取組の周知強化を目的とし、区内 

６か所の親と子のつどいの広場において、マタニティプログラムを実施

します。 

   プレパパ・プレママが、同じ地域に住む先輩パパママや他の育児家庭と

交流しながら、沐浴などの子育て体験等のプログラム、産まれてくる子ど

ものためのよだれかけやアルバム制作を実施します。 

 

２ 「にんしん・あんしん・つながり」推進事業 

【(３)484千円、(２)526千円】 

区内には地域の子育て支援施設（地域子育て支援拠点、親と子のつどい 

の広場）があります。妊娠中から施設との接点をつくり身近に感じてもら 

うことで、子どもが生まれてから早期の利用に円滑に結びつくことから、 

初産婦や転入してきた妊婦を対象に各施設で記念品をプレゼントし、施 

設利用のきっかけづくりを行います。 

 

・プレゼントの流れ 

① 引換チケット交付 

初産婦を対象にした両親教室の参加者と転入してきた妊婦に引換チ

ケットを配布 

② 記念品のプレゼント 

チケットと引き換えに各施設のスタッフが記念品をプレゼント 

 

 元年 ２年 ３年 

チケット配布枚数 500 1718 1500（見込） 

プレゼント交換数 56 187 150（見込） 

※元年は７月から、２年は９月から実施 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

［参考］ 

 〇親と子のつどいの広場補助事業（補助事業） 

  地域の子育て中の親子（主に０～３歳の未就学児と保護者）を対象に、マ

ンションの一室や商店街の空き店舗などで、「子育て親子の交流」や「子育

てに関する相談の実施」、「地域の子育て関連情報の収集・提供」などを行

っています。 

 

〇母子保健コーディネーター（会計年度任用職員）による相談支援 

主に妊娠届出時から産後４か月までの継続した相談や支援を実施しま

す。 

一人ひとりの状況に応じた産後までのスケジュールの確認や、両親教室

等の産前産後に利用できるサービスのご案内や訪問等、保護者の不安や負

担の軽減を図ります。（年妊娠届出数：約4,000件） 

 

〇両親教室（初産婦とその家族が対象） 

             【（３）360千円、（２）324千円】※平日のみ 

主に平日、区役所で開催する両親教室に加え、土曜日を中心に地域子育

て支援拠点、地域ケアプラザで産前産後の両親教室を開催します。 

区役所：３回連続講座×12コース、平日開催（年４回のみ土曜開催） 

  拠点、ケアプラザ：36回、土曜開催 

  

３ 地域育児教室（赤ちゃん会）【(３)1,694千円、(２)1,839千円】 

０歳児（第１子）とその養育者を対象に、地域の会場で、赤ちゃんと

の手遊びや育児の情報交換、仲間づくりなどを行います。 

・22会場で各10回（220回）開催（予約制） 

※新型コロナウイルス感染防止対策のため会場ごとに定員の上限を設定 

   

【赤ちゃん会実施回数及び参加者数】 

   29 年度 30 年度 元年度 ２年度 
３年度 

（予定） 

開催回数 189回 237回 211回 140回 220回 

実人数 3,052人 3,355 人 2,788人 1,762人 2,768人 

延べ人数 7,892人 9,554人 7,732人 3,171人 4,983人 

※２年度は新型コロナウイルスの影響により７月から再開し８会場で 

実施、９月以降は22会場で実施。 

 
４ 児童虐待防止対策事業 【(３)793千円、(２)813千円】 

要保護児童対策地域協議会（元気っ子育て連絡会）の関係機関が相互 

に連携し、児童虐待防止に取り組みます。 

 ・児童虐待防止啓発グッズの作製予定 

  ・啓発講演会の開催（４年２月25日） 

・区全体会議を年１回開催（７月８日） 

・民生委員・児童委員協議会地区（22地区）を単位とするエリア別連絡会

開催をコロナウイルスの影響により一律中止 

  ・病院・学校等の関係機関と機関別連絡会を開催 

（小中学校６月14日、リハセンター12月22日、労災病院 未定） 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

５ 歯つらつ１歳児歯みがき教室 【(３)518千円、(２)518千円】 

養育者と１歳児を対象に、歯科衛生士によるむし歯予防の話や、歯みが 

きの実習を行います。 

・年24回開催（予約制）  

 

【歯みがき教室参加者数】 

  29 年度 30 年度 元年度 2 年度 
３年度 

７月末時点 

参加延べ人数 1,104 人 916人 778人 229人 112人 

※２年度は新型コロナウイルスの影響により８月より再開 

 

６ 母乳育児相談 【(３)222千円、(２)222千円】 

母乳のことでお困りの方に、助産師が相談を受けます。 

・年24回（月２回）開催（予約制）※30年度までは年36回開催 

 

【母乳育児相談参加者数】 

  29 年度 30 年度 元年度 ２年度 
３年度 

７月末時点 

相談者数 165人 190人 116人 100人 29 人 

 

 

［参考］ 

・横浜市産後母子ケア事業（訪問型母子ケア） 

   外出が困難な状況にある方の居宅に直接助産師が訪問し、母乳育児 

をはじめとする様々な育児のアドバイスを受けながら育児方法を学ぶ 

ことができる場として、横浜市訪問型母乳相談事業を実施していま 

す。 

利用料：1回につき9,000円（自己負担4,000円） 

利用回数：産後４か月未満、３回まで（１回につき60～90分程度） 

 
30年度 元年度 ２年度 

３年度 

６月末時点 

港北

区 

88人 

（174回） 

123人 

（207回） 

154人 

（284回） 

84人 

（222回） 

横浜

市 

663人 

（1,295回） 

843人 

（1,592回） 

918人 

（1,685回） 

508人 

(1,355回） 

  ※30年1月31日より事業開始 訪問実人数（訪問延べ回数） 

 

 

７ 「窓口対応満足度」向上事業 【(３)3,979千円、(２)3,227千円】   

   お子さまと一緒に来所された方に、お待たせせず適切な情報を提供し、

必要な手続きを円滑に行うために、窓口に案内員を配置します。また養

育者が落ち着いて発達の相談ができるように、保育協力者を配置します。 

・窓口案内員の配置 平日：163日 土曜：24日（配置人数の増） 

【窓口案内員配置日数】 

  29 年度 30 年度 元年度 ２年度 
３年度 

※７月末時点 

案内員配置日数 163日 164日 169日 142日 54 日 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

８  「保育園等による子育て支援」事業 【(３)520千円、(２)1,333千円】 

(1) わくわく子育て広場 

子育て家庭を対象に、親子が一緒に参加して楽しめるよう、複数のエ

リアにおいて公私立保育所合同の育児講座を実施します。 

・開催予定：日吉本町ケアプラザ(９月７日→コロナウイルスの影響に

より中止)、宮前公会堂(10月22日)、港北保育園(10月27

日)、樽町地域ケアプラザ(11月10日)  

※予約制及び時間制で実施予定 

・実施内容：食育コーナー、区内保育所紹介パネル、育児講座等 

 

【わくわく子育て広場参加者数】 

  29 年度 30 年度 元年度 ２年度 ３年度 

参加人数 1,194 人 1,512 人 1,680 人 中止 
570人

（見込） 

※２年度は新型コロナウイルスの影響により中止 

 

(2) ベビーステーション 

乳児を子育て中の保護者が外出しやすい環境を整えるため、オムツ

の交換や授乳用の場所として保育所や公共施設等を開放する取組みを

行います。 
より多くの方に利用していただくために、ベビーステーションステ

ッカーを作製し周知します。 
 

【ベビーステーション参加施設数】 
  29 年度 30 年度 元年度 ２年度 ３年度 

参加施設数 81 施設 89 施設 92 施設 94 施設 94 施設 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(3) 

区内保育所施設ＰＲ 

事業 

（単位：千円） 

３予算 2,000 

７月末 

執行状況 

644 

32.2％ 

こども家庭支援課

【事業の概要】 

区内保育所を支援するため、保育士の確保や保育の質向上に向けた取り組

みを行います。また、区内の保育所情報を掲載した区独自の利用案内等を作

成するとともに、保育・教育制度について情報発信していきます。

【主な内容】 

１ 保育士確保事業【（３）550千円、（２）1,225千円】 

保育士の採用や定着に苦慮している保育所に対して区独自で専門のコ 

ンサルタントを派遣し、保育所の保育士確保を支援します。

・対象：港北区内保育施設（５園程度）（10月）

２ 保育・教育情報提供事業【（３）90千円 】《新規》 

  新型コロナウイルス感染症対策として接触頻度を減らす必要がある

中、複雑な保育・教育制度を理解いただくために、それらを分かりやす

く解説した動画の配信を行います。内容としては保護者からよくいただ

く質問について解説する動画の制作を予定しています。（12月） 

【作成動画の例】 

３ 保育所等利用案内の作成 【(３)1,060千円、(２) 1,050千円】 

 市の利用案内ではカバーしきれない地区別の認可保育所や認可外保育 

所等の情報、保育サービスなどについてわかりやすく記載した港北区版 

の保育所等利用案内を作成します。 

・配布場所：区役所、行政サービスコーナー、区内認可保育所等、

港北区地域子育て支援拠点「どろっぷ・どろっぷサテライト」 

・発行部数：15,000部(予定)

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

発行部数 12,000 部 12,000 部 12,000 部 14,000 部 13,000 部 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【保育所等利用案内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 民間園向け研修【（３）300千円 】《新規》 

  区内の新規保育所等の増加に伴い、経験の浅い保育士が増えており、

区内保育所全体の保育の質の確保・向上を目指すため、外部講師を招き、

障害児保育、不適切保育の防止等について講義を行います。 

   

【研修内容（案）】 

  園長や保育士を対象に、研修を実施します。研修内容は、保育現場から

要望が多いものなどをテーマに、講師を招き講義を行います。 

 研修名 内容 実施時期 

児童の人権 
子どもの尊重や人権擁護につい

て改めて意識を高める 
10月～ 

２月 

（適宜） 

障害児保育 
障害のある児童、配慮を要する

児童等への対応 

不適切保育の防止 
様々な事例を想定し、子どもと

の正しい関わり方を整理する 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(4) 

港北区放課後児童健

全育成強化事業 

《新規》 

（単位：千円） 

３予算 300 

7月末 0 

執行状況 0% 

こども家庭支援課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

放課後キッズクラブ及び放課後児童クラブは、新型コロナウイルスの感染

抑止のために小学校が休校する際に、医療従事者等のエッセンシャルワーカ

ー*の子どもの居場所としての役割を果たしています。 
感染症の拡大が継続することに伴う両施設への期待の高まりに応えるた

め、施設従事者の人材育成及び施設間の情報共有等による機能の強化に向け

た、研修及びグループワークを実施します。 
  

※エッセンシャルワーカー：日常生活を維持していくために無くてはならな

い職業に就いている人々 

【主な内容】 

 １ 支援員対象研修 【(３)300千円】《新規》 

 事業所の職員を対象に研修を実施します。研修内容は、特に普段の活

動に関わるもの、事業所からの要望が多いものをテーマに、講師を招き

講義を行います。 

 

研修名 内容 
実施 

予定日 

応急処置（心肺蘇生） 
怪我や事故等の発生時における

応急処置 

５月31日 

(延期)※ 

感染者及び関係者の 

人権尊重 

感染症への対策と感染者及び関

係者の人権尊重 

６月28日 

(実施済) 

室内遊び講座 室内でできる簡単な遊びの紹介 10月 

保護者とのかかわり方 
かかわりの難しい保護者とのコ

ミュニケーションの取り方 
11月29日 

アレルギー対応 
食の安全やアレルギー、おやつ

提供時の注意点 
12月23日 

障害児対応 
障害のある児童、配慮を要する

児童等への対応 

12月27日

１月７日 

※新型コロナウイルスの影響により延期 

 

【対象】放課後児童健全育成事業クラブ（３年４月１日現在） 

    放課後キッズクラブ26か所、放課後児童クラブ32か所、 

届出のみ放課後児童健全育成事業所２か所 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(5) 

オンライン等を活用

した子育てサポート

プログラム《新規》 

（単位：千円） 
３予算 875 

7月末

執行状況 

0 

0% 

こども家庭支援課 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 新型コロナウイルス感染症の流行により、地域子育て支援において新たな

課題への対応が求められています。子育て世帯の区民が、子育て支援の場へ

の参加や他者とのつながりを求める一方で、参加できる場の不足や、参加し

たくても感染症の拡大を懸念し参加を控える区民が増加しています。 

そのためコロナウイルスの流行下でも、地域での子育て支援事業の継続実

施や区民が安心して子育て支援の場への参加ができるように、感染症対策強

化とオンライン等新たな手法の活用普及を図ります。 

 

【主な内容】 

１ オンライン子育て支援プログラム実施補助事業 

【(３)525千円】 

   地域子育て支援拠点や親と子のつどいの広場等、オンライン上で、未 

就学児の親子と地域の子育ての担い手がふれあえるプログラムや講座を 

実施し、実施団体に補助金を支出します。 

 

・実施回数 35回実施（７団体） 

   ※１団体あたり補助上限 75千円 

（補助条件：１団体につき年５回以上実施） 

 

２ オンライン・感染症対策子育て関係機関ネットワーク研修会議 

【(３)150千円】 

     オンライン補助事業実施団体と新たにオンラインによる手法を学びた 

い子育て関連団体の合同研修会議をオンラインで開催します。オンライ 

ン開催に関する手法を学ぶ研修を実施するとともに、コロナ禍での対応 

策成功事例や直近の各種子育て支援事業の開催状況や施策等、課題につ 

いて共有し、支援関係者同士のネットワークを強化します。 

 

・実施回数 ２回開催（延べ参加団体 20団体、８施設） 

 

３ 地域子育てサロンサポート事業 【(３)200千円】 

     民生委員児童委員や主任児童委員等が、地域で自主的に開催するサロ

ンの開催に関して、主催者の依頼に応じて、必要な消毒用品等の物資を

配付するほか、対策に必要な情報提供を行い、参加者も担い手も安心で

きる場の開催をサポートします。 

 

・実施回数 物資配付団体数：30団体 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(6) 

離乳食教室 

（単位：千円） 

３予算 1,158 

7月末 

執行状況 

1,025 

88.5% 

福祉保健課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【離乳食教室】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【離乳食手帳】 

【事業の概要】 

 食育の第一歩である離乳食について、支援が最も必要な７～８か月児を対

象とした離乳食教室を実施します。また、個々の離乳食の不安や負担感等の

軽減を図るために、子どもの個別栄養相談を実施します。さらに、離乳を円

滑に進められるように４か月児健診で離乳食手帳を配布します。 
 

【主な内容】 

１ 離乳食教室の開催 【(３)844千円、(２)844千円】 

・回数：年間36回、月３回実施 

・内容：講話・試食・個別相談 

・会場：区役所 

※ 試食については新型コロナウイルス感染防止対策のため実施して

いません。 

 

【離乳食教室の実施回数及び参加者数等】 

 29年度 30年度 元年度 ２年度 
３年度 

（7 月末時点） 

実施回数 36回 36回 33回 18回 12回 

参加者数 926人 863人 712人※１ 199人※２ 133人 

コース ７～８か月 １コース 

※１ 新型コロナウイルスの影響により２月の参加者数減、３月（３回）は 
教室を中止 

※２ 新型コロナウイルスの影響により実施回数減（18回）及び参加者数減 
 

２ 子どもの個別栄養相談 【(３)72千円、(２)72千円】 

・対象者：生後５か月以降の子どもの養育者 

・回数：月３回半日、年間36回 

・会場：区役所栄養相談室 

・内容：子どもの個別栄養相談（１人当たり約１時間） 

 

【子どもの個別栄養相談実施状況】（健康福祉局区配と合算） 

 29年度 30年度 元年度 ２年度 
３年度 

（7 月末時点） 

相談者数 116人 73人 93人 101人 39人 

 

【参考】[健康福祉局］ 

・健康づくり費 

乳幼児食生活健康相談を実施。子どもの個別栄養相談は、区配予算と合 

わせて月３回半日の定例日を設定した上で、別日も必要に応じて対応。 
 

３ 港北区離乳食手帳の配布 【(３)242千円、(２)242千円】 

離乳食の基礎知識をもってもらうために、離乳食手帳を作成し、４か

月児健診を受診する全ての養育者に配布します。 

   ・作成部数：4,000部（４月作成済） 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(7) 

高齢者・障害者 

支え合い推進事業

（単位：千円） 

３予算 4,293 

7月末 1,999 

執行状況 46.6% 

高齢・障害支援課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 高齢者・障害者支援についての理解を促進するため、区民向けの広報・啓

発事業を実施するとともに、支援者間の連携強化やスキルアップを目的に研

修等を開催します。 
 また、昨年度に続き地域起業セミナーを開催し、豊富な経験を有する高齢

者等が地域で活躍できる場を拡充するとともに、ビジネス的手法で地域課題

の解決に取り組む環境づくりを進めます。 
あわせて、地域における災害時要援護者支援の取組や安否確認に向けた取

組の促進を図ります。 

【主な内容】 

１ 高齢者支援事業 【(３)1,295千円、(２)1,555千円】, 

(1) 介護予防 
    地域で介護予防に取り組んでいる自主グループの代表者や元気づく 

りステーション支援者を対象に、介護予防活動支援者向け研修会を開 
催します。 

  

(2) 認知症支援 

    認知症高齢者が外出時に道に迷い行方不明になっても、早期に帰宅

できるよう、家族等の連絡先などの登録情報を事前に区・警察・地域

ケアプラザで共有する「かえるネット」を運用します。 

    また、認知症の人やその家族を支援する認知症サポーター養成講座の

講師を務めている「認知症キャラバン・メイト」のつどいを開催しま

す。 
・「認知症キャラバン・メイト」のつどい 開催予定：９月15日  
港北区社会福祉協議会（福祉保健活動拠点）からのリモート開催 

 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 地域包括ケアシステムの推進 

    地域包括ケアシステム構築に有効なツールである地域ケア会議※を 
効果的に開催できるよう、研修会等を実施します。 

    また、医療・介護・権利擁護・地域組織等の代表者を構成員とする区 

レベル地域ケア会議を開催します。 
  （新型コロナウイルスの影響により、７月29日に予定していた区レベル

地域ケア会議は延期） 
※ 地域ケア会議：多職種協働による個別事例の検討等を通じて、 
地域のネットワーク構築や課題共有・解決等を行う会議 

 

【かえるネットパンフレット】 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 
吸い上げとフィード 

 バックが重要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) セカンドキャリア地域起業セミナー 

豊富な経験を有する高齢者等が地域で活躍できる場を拡充するとと

もに、ビジネス的手法で地域課題の解決に取り組む環境づくりを進め

るため、地域起業セミナーを開催します。（12月開催予定） 
   対象者：地域における起業に興味のある高齢者、検討中の方等 
   実施方法：委託による３回連続講座の開催 

２年度実績：27人  
［健康福祉局区配］ 

・介護予防関連事業【（３）1081千円、（２）1,221千円】 
地域の活動に歯科衛生士、栄養士、健康運動指導士などの専門職を派遣 
することや、元気づくりステーションの支援など 

・認知症関連事業【（３）549千円、（２）699千円】 
認知症家族のための介護者セミナーを開催する事や、一般の区民向けの 
認知症講演会の開催など 

・虐待予防関連事業【（３）41千円、（２）71千円】 
介護サービス従事者等向け虐待防止に関する研修会の開催、虐待防止の 
ためのネットワークミーティングの開催など 

 

【参考】 

港北区における高齢者の状況                  

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

65歳以上人口 66,506人 67,646人 68,416人 69,251人 
69,880人 

（市内３位） 

高齢化率 19.5％ 19.7％ 19.7％ 19.8％ 19.9％ 

認知症 

 高齢者数※ 
6,427人 6,497人 6,714人 6,964人 6,764人 

要介護 

認定者数 
11,677人 11,917人 12,309人 12,566人 12,840人 

※ 要介護認定データを基にした「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以 
 上の認知症高齢者の人数 

【認知症講演会】 

市レベル 

区レベル 

 

 
包括レベル 

個別ケース 
地域ケア会議 

多職種による個別ケース検討を 

積み重ねる 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 

２ 障害者支援事業 【(３)738千円、(２)788千円】 

  (1)  研修・啓発講演会の実施 

    区自立支援協議会※や作業所等で支援機関の連携強化や職員の支援 
技術の向上のために、研修会を開催します。 

    （自立支援協議会全体会を６月11日にオンライン会議形式で実施。

障害理解のための区民向け啓発講演会の開催方法は検討中） 
   ※自立支援協議会…障害者等への支援の体制の整備を図るため、福祉、 

医療、教育又は雇用に関連する関係者が参加し、地域における支援体 

制の課題共有や連携の強化などについて協議を行います（障害者総合 

支援法89条の３）。 
 

【過去の啓発講演会テーマ】 

 テーマ 参加者数 

28年度 依存症への動機づけ面接法 53人 

29年度 災害におけるこころの健康 69人 

30年度 死にたい気持ちの受け止め方 20人 

元年度 ペットロスについて考える 83人 

２年度 中止 － 

  ※27年度から29年度は、横浜市立大学と共催で講演会を開催 

  ※２年度は新型コロナウイルスの影響により中止 

 

  (2) 健康講座の開催 

自身の健康についての知識等を得るために作業所の利用者向けに健

康講座等を開催します。 
 
【健康講座実施状況】 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

４回 ８回 ５回 ４回 １回 

76人 95人 58人 54人 13人 

  ※２年度は、新型コロナウイルスの影響で作業所からの応募が減少 

 
  (3)  区内事業所紹介パンフレット作成 

    障害者の地域活動について区民に広く周知を図る目的で作成した、

区内事業所を紹介するパンフレットの時点更新を行い配布します。 
   内容：区内にある事業所の活動内容や製品情報、ＰＲしたいこと等 

印刷予定部数：1,500部 
   配布場所：区役所、基幹相談支援センター、精神障害者生活支援セン 

ター、区社会福祉協議会 等 
 
［健康福祉局区配］ 

  ・精神障害者の生活教室事業【(３)128千円、(２)128千円】 

精神障害者の対人関係等の改善や社会生活への適応促進を目的とし、

創作活動やスポーツなどの集団援助を継続的に実施する。 
・難病相談事業【(３)220千円、(２)239千円】 
難病患者・家族がよりよい療養生活と社会生活を送るために、情報 
提供や相談の場である講演会・交流会を継続的に実施する。 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 

【参考】 

 港北区における障害者の状況 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

身体障害者手

帳所持者数 
7,239人 7,284人 7,320人 7,436人 7,391人 

精神保健福祉

手帳所持者数 
2,198人 2,396人 2,595人 2,755人 2,909人 

「愛の手帳」

所持者数 
1,985人 2,120人 2,222人 2,308人 2,400人 

 

３ 災害時要援護者支援事業 【(３)410千円】《新規》 

   地域における災害時要援護者支援の取組や安否確認に向けた取組を促

進するべく、地域向けの災害時要援護者名簿に新規に登載された方へ訪

問する際に配付するノベルティを購入し、希望する自治会町内会へ配付

します。 

  (1) 配付対象 

災害時要援護者名簿登載者のうち、新たに地域への名簿提供の意向

確認がとれた区民（約2,000人） 

 (2) 配付方法 

対象者の所属する自治会町内会に希望を募り配付 

 

４ 来庁者窓口サポート事業 【(３)1,850千円、(２)1,475千円】 

   福祉保健相談窓口にて窓口サポーターが、高齢者や障害者向けに窓口 

での手続き支援や案内を行います。 

 

【福祉保健相談窓口におけるサポート実績】 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

－ 3,629件 3,669件 2,873件 1,621件 

※1 元年度から指定難病の集中受付日を廃止し待機席案内件数が減少 

 

【参考】  

  港北区における福祉保健相談窓口の相談件数の状況 

※2 新型コロナウイルス感染症対策による各種手続簡略化等により減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

15,643 件 17,086件 18,584件 19,697件 14,925 件 
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２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(8) 

樽町地域ケアプラザ

綱島分室の活用・促

進事業 

《つなしま相談室・

つなしま交流室を活

用した多世代交流事

業から名称変更》 

（単位：千円） 
３予算 1,000 

7月末 0 

執行状況 0% 

 

高齢・障害支援課 
福祉保健課 

こども家庭支援課 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 樽町地域ケアプラザの担当エリアの中でも、特に鶴見川以北の綱島地区は、
人口約43,000人、高齢者人口約6,800人を抱え、今後の人口増加も見込まれて
おり、過大規模エリアとなっています。このため、元年７月に樽町地域ケア
プラザの分室として、つなしま相談室・つなしま交流室を設置し、地域包括
ケアシステムの構築さらには地域共生社会の実現に向けた取組を進めていま
す。 
３年度も引き続きここを活用し、地域の高齢者や子ども、子育て世代の居

場所を作り、地域の人たちが顔の見えるコミュニティづくりを進めます。 
 また、新たにつなしま相談室・交流室の活用促進等に向けた検討を行いま
す。 
 
場所：つなしま交流室 綱島西２－11－５ シュロスオータニ３Ｆ（45 ㎡） 
   つなしま相談室 綱島東２－12－19 福島ビル４階Ａ（53 ㎡） 
 
【主な内容】 
樽町地域ケアプラザ綱島分室の活用・促進事業 

【（３）1,000千円、（２）583千円】《拡充》 
地域の方との協働により、多世代が集える場を設けることで、参加者同士

の交流を促し、顔の見える関係づくり・コミュニティづくりにつなげます。 
 
＜実施内容の例＞ 
・高齢者が気軽に集えるサロン（囲碁や麻雀等の趣味的活動） 
・子ども、子育て世代が集えるカフェ（喫茶や食事の提供による子ども、
子育て世代の交流の場）  

また、つなしま相談室、つなしま交流室のさらなる活用促進等に向けた検
討を行います。 

 
  

 
 
 
 
 
 

【つなしま交流室内部】 
 

[健康福祉局区配] 
・地域ケアプラザ運営事業等 
地域ケアプラザ分室 

 
 

機 能 相談、支援機能（地域包括支援センター等） 
地域づくり機能   

 
体 制 

 

保健師、主任ケアマネージャー、社会福祉士 各１名 
（樽町地域ケアプラザの配置職員により対応）  
生活支援コーディネーター １名 
非常勤職員 １名 

運 営 社会福祉法人 横浜共生会 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(1) 

大規模スポーツ大会 

を契機とした地域ま 

ちづくり事業 

（単位：千円） 

３予算 12,885 

７月末

執行状況 

1,264 

9.8% 

区政推進課 
地域振興課 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 元年度に開催されたラグビーワールドカップ2019™、３年度に開催された東

京2020オリンピック・パラリンピックを契機に、区の魅力と区民のふるさと

意識の向上を図ることを目的とし、地域連携促進及び大会開催後のレガシー

の定着に向けた取組を地域や関係機関と連携して実施します。 
 

【主な内容】 

１ 大会を契機とした地域連携促進事業  

【(３)1,200千円、(２)1,100千円】 
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会等を契機とし、コミ

ュニティライブサイト等の事業を、大学や地域と連携し実施します。 
 

年 Ｒ２ Ｒ３ 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

東京2020オリ

ンピック・パ

ラリンピック 

                 

・コミュニティライブサイト（横浜ラポール、７月24日・９月４日） 

（新型コロナウイルスの影響により事業中止） 

 ※ライブサイト 

  オリンピック・パラリンピック競技大会の期間中、競技会場外で

の大型スクリーンを利用した競技中継等を通じて競技観戦を楽し

み、大会の感動と興奮を共有できる機会を提供する場です。 

   

・英国事前キャンプ関連機運醸成 

 （新型コロナウイルスの影響により事業縮小） 

  KEIO2020project（慶應大学学生ボランティア）による広報よこは

ま区版コラムの掲載・英国応援動画作成の支援、及び区役所での英

国応援グッズの配布をしました。   

  また、新たに区内での事前キャンプ実施が決まったボツワナ共和

国・チュニジア共和国の代表チームに、区内公立保育園の園児から

の応援メッセージを送りました。 

 

[市民局区配]  

・東京2020オリンピック・パラリンピックの機運醸成【1,000千円】 

・英国事前キャンプの機運醸成【800千円】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・オリンピック開幕（7/24）【延期】→→→→→(7/23) 

 

・パラリンピック開幕（8/25）【延期】→→(8/24) 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 

２ ラグビーワールドカップレガシー事業 

【(３)1,403千円、(２)1,450千円】 

ラグビーワールドカップ2019™が港北区で開催されたことをレガシー

とする取組の一環として、小学生を対象とした事業を実施します。慶應 

義塾大学や港北区スポーツ協会との連携協力の下、タグラグビーサポー

ト派遣を小学校の授業で実施するほか、ラグビー体験会等を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生向けラグビーイベント 

・タグラグビーサポート派遣（６・11月 区内小学校） 

６月：２校（２日間）実施 

11月：５校（６日間）実施予定 

・慶應義塾大学の協力による小学生ラグビー体験会 

（２月以降予定 会場調整中） 

・港北タグラグビー体験交流会 

（新型コロナウイルスの影響により開催中止） 

 

３ 新横浜暑さ対策（ミスト） 【(３)200千円、(２) 200千円】 

新横浜北口ペデストリアンデッキ上に設置した「ミスト式冷却機器」

にて、暑さ対策を行いました。 

 

噴霧期間：３年７月20日～９月30日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 小机おもてなし事業 【(３)10,082千円、(２) 10,082千円】 

（新型コロナウイルスの影響により事業縮小） 

   東京2020オリンピック・パラリンピックに併せて、横浜国際総合競技

場の最寄り駅である小机駅周辺にて、地域等と連携しながら、港北区及

び小机地区の魅力をＰＲします。 

   マスク及びマスクケースを配布し、感染症対策の徹底と港北区及び小

机地区の魅力のPRをする予定でしたが、大会の無観客実施に伴い来街者

への配布は中止しました。 

 

【タグラグビーサポート派遣】 【小学生ラグビー体験会】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 

   作成したマスクケース等は、横浜市で事前キャンプを行った海外選手

への配布を行ったほか、今後、感染症対策物品として、施設への設置や

イベント等で配布します。 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(2) 

地域スポーツ推進事

業 

（単位：千円） 
３予算 1,450 

7月末

執行状況 

1,175 

81% 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 区内における地域スポーツの推進・活性化を図るため、区内のスポーツ活

動を行う団体への補助金交付及び、港北駅伝大会実行委員会への事業補助金

交付を行います。 

【主な内容】 

１ 港北区スポーツ振興事業補助金 【(３)450千円、(２)450千円】 

区内のスポーツの振興を図るために、スポーツ活動を行う団体の事業

を補助します。 

  

【港北区スポーツ振興事業補助金の概要】 

目的 区内のスポーツ活動をより効果的に推進し、充実させ

る活動を行う団体の事業を補助することにより、区内

のスポーツの振興を図ること。 

補助対象事業 港北区スポーツ協会に加盟するスポーツ活動団体や

要綱に定める団体が行う、地域のスポーツ振興、区民

の健康増進及び体力づくりを目的とする事業。 

補助金額 上限22,500円（ただし、補助対象経費の２分の１以内） 

 

２ 港北駅伝大会開催支援 【(３)1,000千円、(２)1,000千円】 

地域スポーツの推進に寄与するとともに、地域における世代間交流を

図るため、港北駅伝大会実行委員会に補助金を交付し、大会の開催を支

援します。 

 

【申込チーム数】 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

272チーム 245チーム 232チーム 235チーム 中止 

※29年度に一般の部の参加資格確認（在住・在勤・在学）を厳格化 

   ２年度は新型コロナウイルスの影響により開催中止 
 

統合事業費 

［スポーツ推進委員支援事業］【(３)2,869千円、(２) 2,563千円】 
・スポーツ推進委員地区活動補助金 
・事務費 
 
 
 
 

【会場の様子】 【元年度駅伝大会の様子】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(3) 

港北区商店街活性化

事業 
（単位：千円） 

３予算 1,600 

7月末

執行状況 

0 

0% 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 区内商店街及び商店街店舗の盛り上げや利用につながるイベント等の開催

や港北区商店街連合会が行う情報発信に対する支援を通じて、消費者の関心・

認知度の向上を図るとともに、商店街の活性化を支援します。 
加えて、新型コロナウイルス禍において商店街が、これまで以上に「安心し

て買い物ができる場」となるために、感染症予防に必要な衛生管理に係る事業

を支援します。 

【主な内容】 

１ 商店街活性化事業 【(３)1,000千円、（２)800千円】 

 商店街及び店舗の魅力に触れながら、区内の商店街を巡るイベント「こう

ほくの商店街 ちょいつまみウォーク」を27年度から元年度まで開催しま

したが、２年度からは、新型コロナウイルスの影響により事業形態を変更

し、ウェブアプリシステムを活用したデジタルスタンプラリーイベント「こ

うほくの商店街 ちょいより散歩」を実施しています。 

３年度についても、引き続きデジタルスタンプラリーシステムを活用し、

実施方法を港北区商店街連合会と調整して「こうほくの商店街 ちょいよ

り散歩」を開催します。（12月１日～12月26日） 

 

 【こうほくの商店街ちょいより散歩 実施状況】 

  元年度までは「こうほくの商店街ちょいつまみウォーク」として実施 

こうほくの商店街 ちょいつまみウォーク 

年

度 開催日 

参加 
商店街

数 

参加 
店舗数 

当日 

参加者数 

(申込者数) 

参加費 

(保険

料等) 

申込 

方法 

優先

申込

※１ 

28 
11月26日 

（土） 
12商店街 70 

839人 

(1,000 人) 
無料 

ウェブ

申込 
なし 

29 
11月25日 

（土） 
11商店街 66 

554人 

(655人) 

300円 

/１人 

往復 

はがき 
あり 

30 
11月24日 

（土） 
11商店街 60 

727人 

(823人) 

300円 

/１人 

ウェブ

申込 
あり 

元 
11月23日 

（土） 
11商店街 56 

 ‐※２ 

(1,009人) 

300円 

/１人 

ウェブ

申込 
あり 

こうほくの商店街 ちょいより散歩 

年

度 
開催期間 

参加 

商店街

数 

参加 

店舗数 
参加者数  

 

 

２ 

11月21日

（土） 

～12月６日

（日） 

13商店街 1,000 559人    

※１ 商店街で1,000円以上お買い上げの方に「優先参加申込用紙」を配 

付。優先参加申込用紙でお申込みいただくと抽選免除になる。 

 ※２ 元年度については荒天のため中止。  

【綱島】 
 【こうほくの商店街  

ちょいより散歩】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 

２ 商店街情報発信支援事業 【（３）200千円、(２)580千円】 

港北区商店街連合会に対し、ホームページやSNSでのより効率的かつ効 

果的な発信のために、立ち上げ・運用・アプローチ手法を含めた広報戦略

について支援を行います。新型コロナウイルス禍において、商店街が身近

な存在であるとともに、安心して買い物ができる場であるということを

発信することで、商店街の認知度を高め、活性化を図ります。 

 

 ３ 商店街衛生対策支援事業 【（３）400千円】≪新規≫ 

   新型コロナウイルス禍においても、区民の皆さまにとって商店街がよ

り「安心して買い物ができる場」とするために港北区商店街連合会で購入

する衛生対策品に対する支援を行います。 

 

【経済局区配】 【（３）750千円、（２）750千円】 

港北区商店街活性化イベント事業補助金： 

商店街が主催して行うイベント開催経費に対する補助 

（３年度申請団体） 

・つなしまサマーフェスティバル実行委員会 

「つなしまサマーフェスティル」 

・日吉普通部通り会「アートコンクール」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37



３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(4) 

ウォーキングから始

まる健康づくり事業 

（単位：千円） 

３予算 1,199 

7月末 

執行状況 

365 

30.4% 

福祉保健課 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 ウォーキングをきっかけに健康づくりを推進するため、区民にウォーキン

グの楽しさや魅力をＰＲするとともに継続できるよう支援します。 
 

【主な内容】 

１ ウォーキング継続推進 【(３)269千円、(２)255千円】 

(1) 健康測定会の開催 

港北区のイベントや地域会場で、保健活動推進員とともに「健康測

定会」を開催します。 

３年度は17回 開催予定です。（新型コロナウイルス感染症の影響によ

り８月以降実施予定） 

 

【健康測定会の実績】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度※ 

参加者数 1,331人 840人 1,644人 1353人 中止 

実施回数 22回 20回 25回 24回 中止 

実施内容 
区民まつり、地区センターや地域ケアプラザまつり等で、 

体組成、血圧、足指力、立ち上がりテスト等を実施 

※ ２年度は29回の測定会を予定していましたが、新型コロナウイルスの

影響により実施を見合わせました。 

 

(2) 健康測定会の従事者研修会の開催 

各地区の健康測定会が充実できるよう、区保健師が講師となり、地

域会場にて従事者（保健活動推進員）に向けた研修を行います。 

（新型コロナウイルス感染症の影響により９月以降実施予定） 

 

 

２ ウォーキング普及啓発 【(３)930千円、(２)849千円】 

  (1) 健康づくりのムーブメントの醸成 

・ウォーキングサポーター（保健活動推進員）企画の健康ウォーキン

グの開催（12月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歩こう港北！健康ウォーキング】 

 

 

 

 

【健康測定会】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【雨の日でも歩こう

港北！ショッピング

モールで健康ウォー

キング】 
 
 
 

 

・よこはまウォーキングポイント歩数計アプリ登録者を増やすため、

アプリ機能（独自でミッションを定めることができる）を利用したイ

ベントを実施（６月（新型コロナウイルスの影響により中止）、10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【よこはまウォーキングポイント 歩数計アプリ画面】 

 

・トレッサ横浜と協働し「雨の日でも歩こう港北！ショッピング 

モールで健康ウォーキング」を増刷予定 

 

・「港北区ウォーキング手帳」等の既存の媒体を活用し、個人や少人数 

でもできる運動を啓発《新規》 

 

局事業 

[健康福祉局] 

○よこはまウォーキングポイント事業 

スマートフォン専用の歩数計アプリを30年度から開始。従来の歩数計の

みで参加継続することも、歩数計アプリとの併用も可能。 

 

【参考】 

よこはまウォーキングポイント事業実績（３年３月末時点） 

 横浜市 港北区 

アプリ登録者数 66,246人 6,437人 
市の9.7％ 

区別順位１位 

 

(2) ウォーキングの習慣化 

・ウォーキングイベントの企画及び実施についてウォーキングサポー 

ター（保健活動推進員）に対して定例会を開催しながら、地域で 

の運営等を支援 

・「港北区ウォーキング手帳」の増刷（８月、3,000部） 

・健康づくりに取り組む働き世代や区内事業所を取り上げ、地域情報

誌等で紹介 

・ウォーキングミニ講座付きの健康測定会の実施（４会場） 

 

 

 

【港北区 
ウォーキング手帳】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(5) 

育もう「ふるさと港 

北」事業 

（単位：千円） 

３予算 9,715 

7月末

執行状況 

6,189 

63.7% 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 転入者の多い港北区において、区民の「ふるさと」意識を育み港北区への

愛着を深めるために、世代間・地域間交流の場を提供します。 
地域資源・歴史的遺産を活用し、区民各層の交流の促進を図るほか、区内

を拠点とするプロスポーツチームとの連携・応援等を通じて、港北区の魅力

を内外にアピールします。 
 

【主な内容】 

１ ふるさと港北ふれあいまつり事業 【(３)4,860千円、(２)4,860千円】 

「ふるさと港北」意識の醸成を図るため、ふるさと港北ふれあいまつ

り実行委員会に補助金を交付し、子どもから高齢者・障害者・外国人と

いった多くの区民が一堂に会する場である「ふるさと港北ふれあいまつ

り」を開催します。新型コロナウイルス禍においても、ＩＣＴの活用な

ど感染症対策を踏まえつつ、多くの区民の皆さまにお楽しみいただける

よう実施方法を拡充します。 

 

  ・実施内容 

メイン会場行事…会場：横浜アリーナ 日付：11月13日（土）予定 

        ステージイベント、各種ブース出店 

※コロナ対策により一部変更となる場合があります。 

分会場行事…地区連合町内会が開催するもの等※ 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため現在自粛を呼び掛けており

ます。 

健康づくり月間事業…講演会、健康相談等 

 

  [文化観光局区配] 

   ・Dance Dance Dance @ YOKOHAMA 2021事業【500千円】 

    ふるさと港北ふれあいまつり実行委員会への補助金 

 

２ 大倉山観梅会事業 【(３)1,150千円、(２) 1,150千円】 

   港北区の観光及び商店街振興を図るため、大倉山観梅会実行委員会に

補助金を交付し、「大倉山観梅会」を開催します。 

・実施時期 ４年２月下旬頃 

・実施内容 舞踊・三曲演奏・地元の園児・団体のステージ・野点・ 

梅酒の販売  

 

[環境創造局区配]   

   ・ガーデンシティ事業【500千円】 

観梅会実行委員会への補助金 

 

 

 

 

 

【ふるさと港北ふれあいまつり】 

【大倉山観梅会】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【小机城址まつり】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【北条五代観光 

推進協議会】 
 
 
 
 
 
 

 

３ 小机城址魅力プロモーション事業 【(３)1,650千円、(２)1,450千円】 

小机城址が続日本100名城に選定され全国的にも注目が集まっている

ことを契機に、「ふるさと港北」の意識を育む歴史的なシンボルとして小

机城址の魅力プロモーションに取り組みます。  

   

(1) 小机城址まつり（新型コロナウイルスの影響により開催中止） 

港北区の観光および商店街振興を図るため、例年小机城址まつり実

行委員会に補助金を交付していますが、新型コロナウイルスの影響に

より中止となりました。 

 

<小机城址まつり概要> 

   ・日程 ４月下旬 

   ・内容 武者行列、小机城址太鼓・お囃子等のパフォーマンス、 

各町内会模擬店 

 

(2) 小机城址の歴史の魅力発信  

小机城址を紹介する案内冊子を作成・配布するとともに、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止の観点から、接触なく啓発が行えるよう動画

を作成し、区内小・中学校等で活用し啓発を行います。 

 

(3) 北条五代観光推進協議会参画  

小机城址の効果的なプロモーションを行うため、小田原市が中心と 

なり北条氏ゆかりの城や史跡が存在する自治体で構成し、北条氏を切

り口に共同でＰＲを実施している「北条五代観光推進協議会」に参画

します。 

 

４ 「スポーツのチカラで港北を元気に！」事業 

【(３)655千円、(２)755千円】 

港北区における全国ブランドでもある「横浜Ｆ・マリノス」並びに、

令和２年度からアジア最高峰のアジアリーグアイスホッケーに加盟して

いる「横浜GRITS」とも連携し、「ふるさと港北」の意識を育む大切なシ

ンボルとして港北区のプロモーションに取り組みます。 

・新たな連携ロゴの作成と、連携ロゴを使用した出生届提出者対象のフ

ォトフレーム作成・配布 

・区内の小学一年生向けにランドセルカバーを港北交通安全協会と連携

して作成・配布（４月７日、新吉田小学校で贈呈式を実施） 

・横浜Ｆ・マリノス及び横浜GRITSの地域貢献活動等の情報発信 

・区内中学生向け横浜GRITSの職業講話事業の実施 

 

 [市民局区配] 

 ・トップスポーツチームとの連携事業【80千円】 

  横浜GRITSの職業講話事業への補助金 

 

 

 

 

 

【一日区長 
就任イベント】 

【ランドセルカバー】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 

５ わがまち港北映像ライブラリ事業 【(３)600千円、（２)600千円】 

港北区の歴史や見どころの映像を制作し、港北映像ライブラリのホー

ムページにてＷｅｂ配信することで、ふるさと意識の醸成を図ります。 

  ・新規映像や既存映像を活用した配信用映像の制作 

・Ｗｅｂサイト「港北映像ライブラリ」の運営 

 

６ 青少年活動支援事業 【(３)500千円、(２)500千円】 

 ペットボトルロケット大会への参加を通じて、区民の親睦や連帯意識

の高揚、家族のふれあいを深めます。 

・日程 11月３日（鶴見川樽町公園） 

・内容 (1) ペットボトルで製作したロケットを飛ばし、飛距離を競う。 

(2) ペットボトルロケットのデザインコンテスト 

 

【ペットボトルロケット大会参加者数】参加者数は、来場者を含めた概数 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

参加者数 雨天中止 700人 雨天中止 600人 中止（※） 

※新型コロナウイルスの影響により中止 

 

７ 港北公会堂リニューアルイベント事業 【(３)300千円】《新規》 

 

港北公会堂がリニューアルオープンすることを記念して、公会堂がよ

り多くの区民や団体に親しみをもって利用していただけるために、区民

向けイベントを４月３日に開催する予定でした。しかし、４月から公会

堂が新型コロナウイルスワクチンの集団接種会場に決まったため、イベ

ントを中止し、２年度３月に施設見学会のみ実施しました。 

 ・日時 ３月24日（港北公会堂） 

・内容 (1) リニューアルオープン記念式典 

(2) 施設内覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ペットボトル 
ロケット大会】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(6) 

地域のチカラ応援事 

業 

（単位：千円） 
２予算 3,281 

7月末

執行状況 

2,281 

69.5% 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

地域住民による地域課題の解決に向けた主体的な取組を支援するため公益

的な活動を行う団体に対して、補助金交付や広報、有識者からの活動に対す

る助言を行うことによる支援を行います。 
また、交流の場の提供などによる団体間の連携促進の取組を行います。 

 

【主な内容】 

１ 地域のチカラ応援事業活動補助金の交付等 

(1) チャレンジコース 【(３)2,793千円、(２)2,793千円】 

区内で一定の活動実績がある団体のさらなる公益的事業を対象に、

１団体最長５年間上限30万円の補助金を交付します。 

【交付団体数・交付金額】 

 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 

団体数 19団体 19団体 18団体 6団体 8団体 

金額 2,558 千円 2,465 千円 2,768 千円 1,095 千円 2,020 千円 

 

(2) パートナーシップコース 

    区のエリアより小さな地域の事業に対し、港北区役所の名義使用承

諾及び広報等の活動支援を行います。 

【承諾団体数】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 

団体数 ８団体 ８団体 ７団体 ３団体 ６団体 

[市民局区配]  

元気な地域づくり推進事業 

・スタートアップコース：【250千円】 

新たに始める事業対象 

１団体最長２年間上限５万円（年間を通じて申請を受け付けます） 

・地域元気づくりコース：【750千円】 

自治会町内会を含む２つ以上の団体が連携して取り組む事業 

１団体最長５年間上限25万円 

 

【交付団体数・交付金額】 

  29 年度 30 年度 元年度 ２年度 ３年度       

スタート

アップ 

コース 

団体数 ７団体 ９団体 10 団体 ４団体 ４団体       

金額 250 千円 354 千円 418 千円 175 千円 200 千円  
 

    

地域元気

づくり 

コース 

団体数 ５団体 ６団体 ４団体 ４団体 ３団体      

金額 1,200 
千円 

1,237 
千円 

624 千円 534 千円 750 千円 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２ 団体間の連携促進の取組 【(３)488千円、(２)488千円】 
   地域のチカラ応援事業活動補助金申請団体による公開提案会、報告会・

市民活動交流会を開催します。有識者（地域のチカラ応援事業推進懇話

会※委員）からの助言や団体同士の交流会による団体間の連携を促進し

ます。 
また、補助金交付団体以外の活動団体の交流・情報交換についても促

進を図ります。 
・公開提案会（４月17日） 提案発表：５団体 参加者 27名 

   ・市民活動交流会（３月５日予定） 

   ・専門家による助言（随時） 

 

※地域のチカラ応援事業推進懇話会 
  市民活動の経験者、学識経験者などで構成されています。（５人） 

   補助金申請団体の活動に関して助言を行います。 

        

 
 

 
[市民局区配] 

元気な地域づくり推進事業 

   ・「港北つなぎ塾」（「協働」の地域づくり大学校）の実施【495 千円】 

   市民活動団体の方や地域で活動されている方々と、区役所職員が、 

共に「協働による地域づくり」を推進できるよう、港北区の特性を踏ま

えた協働の取組事例を学びつつ、グループワークなどを通して地域課題

の解決手法や魅力づくりを学びあう場です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域のチカラ応援事業・公開提案会（4月 17日）】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(7) 

港北魅力発見事業 

（単位：千円） 

３予算 3,385  

７月末

執行状況 

      2,400 

70.9% 

区政推進課 
 

 
動画配信 

 

 
現地公開 

【オープンガーデン】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

  港北区の魅力を発信し、区民の地域への愛着を深めるためのイベン

トを実施します。 

【主な内容】 

１ オープンガーデン 【(３)2,400千円、(２)2,400千円】 

個人のお庭やグループで育てている花壇等を公開し見学していた

だくことで、区の魅力を再発見し、花や緑を通じた交流を促進するこ

とを目的としたイベントを開催しました。 
新型コロナウイルスの影響に配慮し、動画配信（４月14日から）及

び現地公開（４月12日～５月23日。例年より期間を長く設定し、原則

庭の外から見学）により行いました。 
お子さんを含む多くの方に楽しみながらお庭を見学してもらえる

よう、イベント期間中にお楽しみ企画（ぬりえ・パズル）を実施しま

した。 

秋以降、４年度（第10回オープンガーデン）に向けた企画準備を進

めます。 

 

[環境創造局区配] 

・ガーデンシティ事業： 

  第10回オープンガーデンのパンフレット作成及び参加会場向け

プログラムの実施【1,500千円】 

[市民局区配] （再掲） 
・英国事前キャンプの機運醸成： 

  英国と横浜をつなぐ親善大使「ひつじのショーン」とのコラボレ

ーション動画を配信しました。 

（区づくり推進費と合算して執行）【300千円】 

 
 
２ オープンファクトリー 【(３)985千円、(２)985千円】 

市内18区の中で最も製造業の事業所が多い港北区において、普段見

ることのできない区内企業の工場を見学することで、ものづくりの魅

力を発見していただくことを目的としたイベントを開催します。 

 

［経済局区配］ 

 ・ものづくり経営基盤強化事業： 

オープンファクトリー委託費の一部 

（区づくり推進費と合算して執行）【500 千円】 

 
 
 
 
 
 
 

【オープンファクトリー】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

  
【参考】オープンガーデン 

 開催日数 公開箇所  延べ来場者数 

28年度（第４回） ６日 65 約 7,300 人 

29年度（第５回） ６日 84 約 8,300 人 

30年度（第６回） ６日 87 約 8,300 人 

元年度（第７回） ４日 100 約 8,400 人 

２年度（第８回） 中止 ※１ 107  － 

３年度（第９回） 42日 114※２ ※３ 

  ※１ 新型コロナウイルスの影響により中止 
  ※２ 現地公開（動画配信あり）91、現地公開（動画配信なし）20、

動画配信のみ３ 

  ※３ 参考数値：のべ約900人（25か所でｶｳﾝﾄ・２日間） 

動画再生回数：43,834回 

（３年６月21日時点・全94動画合計） 

   

【参考】オープンファクトリー 

※４ 新型コロナウイルスの影響により中止 
  ※５ ２年度はオンラインでの動画公開による開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開催日数 見学箇所 延べ参加者数 

28年度（第５回） ２日 10 311人 

29年度（第６回） １日 14 283人 

30年度（第７回） ２日 11 267人 

元年度（第８回） 中止 ※４ 13 － 

２年度（第９回） ※５ 11 5,573回（視聴数） 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(8) 

芸術文化振興事業 

（単位：千円） 
３予算 2,000 

7月末

執行状況 

2,000 

100% 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

区内の芸術文化振興を図るため、質の高い芸術に触れる機会を提供する鑑 

賞型事業と、区民の文化活動の発表の場を提供する参加型事業を実施します。 

 

【主な内容】 

１ 港北芸術祭実行委員会主催事業 【(３)2,000千円、(２)2,000千円】 

  (1) 鑑賞型事業 

・狂言（11月28日 横浜ラポール）参加予定者数：110人 

    狂言２演目の公演。また、初めて狂言を鑑賞する方にも気軽に楽し

んでいただけるよう、各演目の前に解説等を行います。 

    ２年度は、新型コロナウイルスの影響により、中止になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 参加型事業 

・さわってみよう！箏（新型コロナウイルスの影響により中止） 

   ・夏休み親子コンサート（新型コロナウイルスの影響により中止） 

   ・港北区中学校生徒音楽会（新型コロナウイルスの影響により中止） 

・港北芸能大会（11月３日 港北公会堂） 

・港北区小学校児童音楽会（新型コロナウイルスの影響により中止） 

   ・港北三曲会演奏会（11月20日 港北公会堂） 

   ・筆文字で遊ぼう（書道体験教室）（12月４日 港北区役所） 

   ・港北美術展（３月２日～６日 大倉山記念館） 

   ・オーケストラ体験教室(調整中) 

 

【２年度 港北芸術祭実行委員会主催 鑑賞型事業】 

・秋の調べ ヴァイオリン・フルート・ピアノによる独奏と

室内楽コンサート（11月 21日 慶應義塾日吉キャンパス

協生館 藤原洋記念ホール）来場者：201人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「狂言」及び「谷口英治セクステット」は新型コロナウイ

ルスの影響により中止 

【秋の調べ】 

47



３ 活気にあふれるまちづくり

【港北芸術祭実行委員会主催事業への来場者数】

※元年度と２年度は新型コロナウイルスの影響によりイベントを中止し

たことによる減(２年度は鑑賞型事業１事業と港北三曲会演奏会の来

場者数)

※令和２年度の港北美術展は新型コロナウイルスの影響により、ホーム

ページ上でオンライン開催

第15回港北美術展 (９月30日～12月31日 閲覧者数：891人)

第16回港北美術展 (３月15日～28日 閲覧者数：1,546人) 

２ 各種団体主催事業 

港北芸術祭に参加している後援行事について、広報よこはま港北区版

への記事掲載や文化情報ホームページへの情報掲載など広報支援を行い

ます。 

・大倉山秋の芸術祭（10月 27日～11月１日 大倉山記念館）

・港北区合唱の集い（新型コロナウイルスの影響により中止）

・港北区民俗芸能のつどい（12月５日 港北公会堂 調整中）

・芹沢けい介緞帳プロジェクト（12月12日 港北公会堂）

・港北ダンスフェスティバル（２月 13日 港北公会堂）

【各種団体主催事業への来場者数】

※２年度は新型コロナウイルスの影響によりイベント開催を中止したこ

とによる減

【参考】 

港北芸術祭実行委員会名簿 （五十音順・３年７月末現在） 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

11,733人 11,681人 9,168人 5,553人 304人 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

15,991人 13,543人 12,457人 14,777人 2,117人 

鵜澤 聡明 港北区長

岡 幹絵 コンサートの企画・構成・マネジメント

鎌田 悠紀子 書道家

川島 武俊 港北区連合町内会長 

五大 路子 女優

塩坂 靖子 押し花作家

芳賀 美穂 声楽家

平賀 三男 ジャズトロンボーン奏者

堀 了介（会長） チェロ奏者

三橋 貴風 尺八演奏家
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(9) 

区民活動支援事業 

（単位：千円） 

３予算 1,468 

７月末 

執行状況 

685 

46.7% 

地域振興課 
 
 
 

 
 

 
【情報誌「楽遊学」】 
 
 
 
 

 
【つながるカフェ 6/19】 

 

【つながるカフェ 7/3】 

【事業の概要】 

 区民の地域活動・生涯学習を支援するため、区民活動支援センターの

運営、情報誌「楽遊学」の発行、まちの先生事業、地域団体の育成の取

組を実施します。 
 

【主な内容】 

１ 区民活動支援センター事業 【(３)303千円、(２)333千円】 

区民の地域活動や学習に関する情報提供、相談対応、機材貸出な

どを行います。 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
２ 情報誌「楽遊学」の発行 【(３)955千円、(２)955千円】  

   区民活動の喚起のため、団体の活動や活動の場、支援情報の紹介

などを掲載した情報誌「楽遊学」を発行します。なお、より幅広い

層に知っていただくために区内の区民利用施設等の他、地域住民の

交流の場であるコミュニティカフェ等にも配架します。 
・装丁 Ａ４版６ページ、年６回発行（3,200部/回） 

 

３ まちの先生・市民グループ・団体支援事業 

【(３)210千円、(２)210千円】 

グループ・団体同士のつながりを促すための「つながるカフェ」

を開催しました。 

 

 

 

 

 

港北区の歴史等を学ぶ講座を通し、新たな人材発掘につなげる

「港北地域学」を開催します。 

グループ・団体の活動拠点となる地区センターや地域ケアプラザ

等による「施設間連携会議」を開催します。 

様々な知識や経験を持ちボランティア活動に意欲のある方（希望

者）をまちの先生として登録いただき大倉山記念館オープンデイ等

でＰＲします。 

・まちの先生登録者数 153人（３年７月末時点） 

 

 

6月19日（土)10時～12時 

「オンラインは怖くない」 

7月3日（土）10時～12時 

「動画制作のいろは」 

９団体 12名参加 12団体 14名参加 

【区民活動支援センター】 【イベント等のチラシの配架】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[市民局区配]  
市民活動支援センター機能強化事業【(３)188千円】 

区民活動支援センターが取組の企画をし、複数の施設・組織

を取組の対象とし、区役所関係各課が連携する取組により区

民活動支援センターの「コーディネート強化」を図る事業で

す。 

   港北区内にある「居場所」を運営する団体を訪問し、地域の

課題を知るとともに区民活動支援センターの認知度を向上さ

せます。また、活動場所を一覧にまとめ可視化することで、相

談業務におけるコーディネートの幅を広げます。 

  【主な内容】 

   １ 活動場所訪問（10～15か所訪問） 

   ２ 居場所運営者報告会の実施 

   ３ 居場所情報データの整理 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(10) 

地域振興活動事業 

（単位：千円） 
３予算 2,120 

7月末

執行状況 

482 

22.7% 

地域振興課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 住みよい地域を目指し、研修会等の実施を通じて、住民が協力し合って活

動している自治会町内会の活動を支援するとともに、自治会町内会永年在職

者の表彰などを通じて、住みよい地域づくりの推進を図ります。 
 

【主な内容】 

１ 自治会町内会との支援・連携 【(３)1,320千円、(２)1,320千円】 

    「自治会町内会掲示板への掲示物」等を各自治会町内会へ送付します。 

  ・送付回数：年10回（定例会が休会となる８月と12月を除く毎月） 

  ・送 付 先：自治会町内会 151団体 

  ・送 付 数：議題１件につき掲示物約1,200部、回覧物13,000部等 

（新型コロナウイルスの影響により、４月から７月は回覧物を送付しま

せんでした。） 

 

２ 自治会町内会長永年在職者表彰の実施 【(３)300千円、(２)950千円】 

自治会町内会長の日々の活動に対して感謝の意を表するため、会長在

職５年（区長表彰）、10年以上５年ごと（市長表彰）、地区連合町内会長

在職10年（市長表彰）の自治会町内会長永年在職者を表彰します。 

 

 ３ 自治会町内会のIT化及びICT化 【(３)500千円】《新規》 

   掲示物、通知等の行政情報を提供し、自治会町内会活動を円滑に推進

できるよう支援します。また、「新しい生活様式」に向けて、機器の使用

方法や会議ソフトなどの活用を地域に出向き、直接説明します。 

 

[市民局区配] 

・地域活動推進費【(３)99,607千円】  

区連合町内会、地区連合町内会、自治会町内会への補助 

・防犯灯維持管理費補助金【(３)897.6千円】 

 自治会町内会所有の防犯灯に対する維持管理費の補助 

・自治会・町内会館整備費補助金【（３）０円（２）4,630 千円】 
 自治会町内会館の新築、改修、修繕等整備費の補助 
（３年度申請４年度着工予定）修繕：日吉本町東町会館 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 

【参考】 

加入促進に向けた取組 

・区連会ホームページの更新 

・自治会町内会案内チラシ、加入促進啓発ごみ袋の作成 

   区役所では、転入者に配布される「暮らしのガイド」とともに自治会

町内会案内チラシと加入促進啓発ごみ袋を配布します。また、宅建協

会加入店にて転入者に配布します。（30年度に宅建協会と協定を締結） 

・自治会町内会区域図の作成 

・区役所に申し出のあった加入希望者の自治会町内会への取り次ぎ 

・建築局に提出されたマンション計画の地元自治会町内会への情報提供 

・広報よこはま、タウン誌への記事掲載 

・「自治会町内会活動のしおり」配布（加入促進に関するＱＡの掲載） 

・まつりイベントへの広告掲載 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【自治会町内会用案内チラシ】 
 

【加入促進啓発ごみ袋（バイオマス）】 
 

【区連会ホームページ更新】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(11) 

読書活動推進事業 

（単位：千円） 
３予算 800 

7月末

執行状況 

0 

0% 

地域振興課 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 ２年度に策定した「第二次港北区読書活動推進目標」では、多様な区民ニ

ーズに合わせた読書のきっかけづくりやICTを活用した情報発信等に取り組

むこととなっています。これを踏まえ、区が図書館や読書関係団体、さらに

は新たに設置される図書取次サービス拠点と連携し、イベントの開催や各種

活動の支援、情報発信の強化等、区の地域性に応じた読書活動を推進します。 
 
【参考】 
第二次港北区読書活動推進目標 
〔目標１〕子どもたちの成長に応じた読書活動の推進 
〔目標２〕だれもが読書に親しみ、楽しむきっかけづくりの推進 
〔目標３〕図書館・関連施設・地域が協働した読書活動の推進 
〔目標４〕ふるさと港北を知り学ぶ読書活動の推進 

【主な内容】 

１ みんなで遊ぼう本とであおう事業 【(３)150千円、(２)100千円】 

幼少の頃から子どもたちの成長段階に応じ、本に親しみ、楽しむきっ

かけづくりを推進します。 

(1) ブックガイド配布（通年） 

絵本を介して親子がふれあうきっかけづくりをするブックガイド

「おひざにだっこで楽しむ絵本」を戸籍課窓口及び乳幼児健診時に配

布します。 

(2) 紙芝居制作イベント（10月以降開催予定 港北図書館） 

小学生を対象に、紙芝居制作イベントを開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) みんなで遊ぼう本とであおうイベント（11月13日 横浜アリーナ） 

横浜アリーナが実施する「ヨコアリくんまつり」と併せて、区民が

本に親しみ楽しむために、読書活動を推進する取組を行います。 

（「ヨコアリくんまつり」開催方法等は調整中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【紙芝居制作イベント】 

【本とであおう！絵本広場】 【紙芝居上演】 

【ブックガイド 
「おひざにだっこで 

楽しむ絵本」】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

２ 読書情報発信事業 【(３)330千円】《新規》 

読書目標２の「だれもが読書を親しみ、楽しむきっかけづくり」を推進 

するため、多様な区民ニーズに合わせた区内の読書関連情報の発信を強化

します。 

 

(1) 各施設からの情報発信の強化（通年） 

図書館や地区センター、図書取次サービス拠点等の読書関連施設で、

新着図書やテーマごとの展示により蔵書の紹介を行うとともに、それ

らの施設で図書の貸出・閲覧等ができることを紹介したマップを改訂、

配布します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 蔵書情報等の発信（通年） 

区内の図書貸出施設や、施設ごとの蔵書等の情報を集約し、ホーム

ページやSNS等、ICTを活用し発信します。 

 

３ 読書団体連携事業 【(３)320千円、(２)300千円】 

図書館・関連施設・地域が協働した読書活動を推進するため、区内の

読書関連施設や、読み聞かせ等を実施する団体と連携したイベントや情

報交換を実施します。 

 

(1) 読書フェスティバル（11月） 

読書活動推進月間に、区内図書関連施設や図書館で開催されるイベ

ントと区が協働し、本と出会える場所のＰＲや、読書啓発につなげる

ための情報発信を実施します。 

 

(2) 港北区読書活動推進関係機関連絡会（年１回 ６月開催） 

２年度に第二次港北区読書活動推進目標を策定した際のメンバー

（小・中学校、保育園、港北区書館、地区センター）で構成する連絡

会を開催しました。 

 

(3) 港北区よみきかせ交流会（年１回 時期調整中） 

地域で読書活動する団体の情報交換を目的とした交流会「港北区よ

みきかせ交流会」を開催します。 

 

 

 

 

【港北区本との出会いマップ・図書 
貸出施設・閲覧施設（30年度作成）】   
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 

４ 港北区読書活動推進目標改定及び港北図書館ＰＲ事業 

      【(２)300千円】 

第二次港北区読書活動推進目標の策定、港北図書館開館40周年に併せ

た取組の終了に伴い、２年度で事業を終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[教育委員会区配]  

・地域図書館・図書取次業務委託事業【(３)20,000千円】 

   日吉駅前にある慶應義塾大学日吉キャンパス「協生館」内に、予

約した図書館の本を貸出・返却できる図書取次機能に加え、新しい

本との出会いを生む図書取次サービス拠点を整備します。 

・読書活動推進事業【(３)100千円、(２)230千円】 

区づくり推進費と合算して、区内の図書貸出・閲覧施設等を紹介

するマップを改訂します。 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

【保育園での出前講座】 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３-(12) 

こうほく３Ｒ推進事

業 

（単位：千円） 
３予算 1,592 

7月末

執行状況 

741 

46.6% 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 ヨコハマ３Ｒ夢プランに基づき、市民・事業者・行政が協働して３Ｒの推

進に取り組むことができるよう、広報・啓発・支援等を行います。 
特にプラスチックごみの問題が世界的に注視される中、積極的に啓発等を

行う必要があります。 
また、ごみの散乱や不法投棄のない、清潔できれいな街づくりを推進しま

す。 
 

【主な内容】 

１ 街の美化の推進 【(３)355千円、(２)355千円】 

(1) キャンペーン活動の実施 

・ポイ捨て・歩行喫煙防止啓発 

啓発キャンペーン(日吉駅など)(５月（新型コロナウイルスの影響に 

より中止）、10月、11月)、駅周辺啓発指導（新横浜7/15、日吉7/28） 

・地域清掃活動支援 

自治会町内会や学校・企業等の地域清掃支援(通年) 

不法投棄地域清掃支援(新羽大熊農業専用地区(年２回)) 

新横浜駅前周辺清掃(月１回)、横浜アリーナ周辺清掃(月１回)、 

日吉駅周辺清掃（年４回） 

 

(2)  不法投棄防止対策 

ポイ捨て防止看板作成・設置、不法投棄監視システムの維持管理 

 

２ ３Ｒ夢行動の推進 【(３)1,237千円、(２)1,271千円】 

(1)  ３Ｒ夢行動・清潔できれいな街づくり推進者表彰 

「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」行動の推進及び清潔できれいな街づくりの 

推進に功労のあった個人又は団体等の表彰（２月） 

 

(2)  ３Ｒ夢推進事業 

・３Ｒ夢普及啓発 

地域イベント、大型スーパー店頭、分別啓発地域説明会 

（通年・約50回） 

・生ごみ減量化の取組 

土壌混合法説明会（月１回・４～10月） 

 

(3)  ３Ｒ夢学習事業 

区民向け啓発講座、保育園・小中学校などへの出前教室、収集 

事務所等での環境学習（随時） 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 

(4)  こうほく３Ｒ夢活動助成金 

・３Ｒ夢プラン行動の推進と街の美化活動の促進のための活動助成 

金の支給（年額３万円） 

   ・環境事業推進委員への支援（施設見学会） 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

横浜市の家庭ごみ収集量【単位：トン】         

 
燃やすごみ 

缶・びん・ 

ペットボトル 

プラスチック製 

容器包装 

令和２年度 566,576  

【50,000】 

57,965  

【5,643】 

54,755  

【4,922】 

令和元年度 547,191  

【47,886】 

53,625  

【5,139】 

52,013  

【4,624】 

増減 19,385 (3.5％)  

【2,114 (4.4％)】 

4,340 (8.1%)  

【504 (9.8％)】 

2,742 (5.3%)  

【298 (6.4％)】 

※【】内は港北区の数量 

 

 

統合事業費 

［クリーンタウン横浜事業］【(３)1,619千円、(２)1,870千円】 
【事業の概要】 

  ごみの散乱や不法投棄のない、清潔できれいな街づくりが特に必要と認 
められた美化推進重点地区での美化活動を推進します。 
また、慶應義塾大学日吉キャンパスが、東京２０２０オリンピック・パ 

ラリンピックの英国代表チームの事前キャンプ地となったことを契機に、 

平成30年10月に新たに日吉駅周辺を美化推進重点地区に指定しました。 

 
【主な内容】 

１ 街の美化の推進  

(1)  新横浜駅周辺（美化推進重点地区及び喫煙禁止地区） 

港北区美化推進員活動（週３回、通年） 

 

(2)  日吉駅周辺（美化推進重点地区） 

     港北区美化推進員活動（週２回、通年） 

委託による清掃活動（月１回、通年） 

 

 

 
 
 
 
 

[資源循環局区配] 

・ヨコハマ３Ｒ夢広報啓発事業 【100千円】 
啓発物品の購入費 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(13) 

港北エコアクション

推進事業 

（単位：千円） 

３予算 3,176 

7月末

執行状況 

2,695 

84.9% 

区政推進課 
 

 
 
 
 
 
 
 
【港北水と緑の学校

小学生向け講座】 

 
 
 
 
 
 
 
【港北水と緑の学校

一般向け講座】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 「温暖化対策」「みどりアップ」「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の３つの取組を

「港北エコアクション」として一体的に進めます。 
 また、鶴見川等において、小学生及び一般区民を対象にした環境防災学習

講座「港北水と緑の学校」を実施するとともに、地産地消の取組の普及啓発

を進めます。 
 

【主な内容】 

１ 港北水と緑の学校事業 【(３)2,700千円、(２)2,700千円】 
   環境活動や防災活動が継続的に地域に根付くことを目指し、鶴見川流

域の自然環境と防災等について学習する体験型講座を実施します。 
区内小学校向け講座：９月～（18回） 

（区内小学校向け講座は、新型コロナウイルスの影響により、夏休み

前までの実施を中止し、夏休み後は開催方法を工夫して実施予定） 

一般向け講座：環境防災学習動画を作成予定 

小学生の学習成果の展示会：２、３月 

  

［環境創造局区配］ 

・市民が森に関わるきっかけづくり事業 

 慶應の森の生きもの探険隊【150千円】 

  

 【港北水と緑の学校事業】 
 実施回数 参加者数 

28年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,952人 

29年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,983人 

30年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,763人 

元年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,904人 

２年度 18回（小学校向け 18回、一般向け動画※） 1,242人 

   ※新型コロナウイルス感染防止対策のため、２年度一般向け講座につ

いては、動画による講座に変更しました。 
 
 ２ 屋上庭園等運営事業 【(３)300千円、(２)300千円】 
   花壇及び屋上庭園部分の維持管理を区民と連携して実施します。 

区庁舎及び太尾小学校：通年 
（区庁舎は屋上工事のため、工事完了後からの実施となります。） 

 
 ３ 港北エコアクション推進本部事業 【(３)176千円、(２)176千円】 

広報よこはま等を活用し、温暖化対策や地産地消等の普及啓発を行い

ます。 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
[環境創造局区配］ 

・身近に農を感じる地産地消の推進事業 

港北区直売所マップの更新・増刷等地産地消の推進【600千円】 

     ・「公共施設・公有地での緑の育成」事業 

区庁舎花壇の除草等【100千円】 

 ［温暖化対策統括本部区配］ 

 ・温暖化対策プラス事業 

港北区総合庁舎屋上庭園撤去後における屋上広場の暑さ

対策のためのミスト設置【1,000千円】 

 

【参考】 

港北区直売所マップ発行（２年度） 

 ・区内の野菜・果物・花苗等の直売所、よこはま地産地消サポート店等

を紹介（２月末発行 10,000部） 

  ・４月から転入者セットに同封し、区ホームページにも掲載 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋上の再整備と庁舎の緑化 

区庁舎の屋上の防水工事に伴い、屋上庭園は３年３月末で

閉鎖しており、新たに屋上広場を整備します。広場は、暑さ

対策のミストやベンチの設置など、引き続き憩いの場となる

よう整備します。 

（[建築局]公共建築物長寿命化対策事業、[温暖化対策統括本

部]温暖化対策プラス事業（再掲）、個性ある区づくり推進費

区庁舎・区民利用施設管理費） 

また、区庁舎入口へのアプローチ部分を中心に花壇を整備

し、ガーデンシティ横浜を表現します。（[環境創造局]公共施

設・公有地での緑の創出事業） 

【港北区直売所マップ】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(14) 

データ活用によるま 

ちづくり推進事業 

（単位：千円） 

３予算 1,230 

７月末

執行状況 

1,222 

99.4% 

区政推進課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

「横浜市官民データ活用推進基本条例」及び「横浜市官民データ活用推進

計画」を踏まえ、データ活用を通じた課題解決や地域活性化の取組を進めま

す。 
 

【主な内容】 

１ データ活用によるまちづくり 【(３)1,000千円、(２)1,000千円】 

慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科（慶應Ｓ

ＤＭ）と連携し、東京2020オリンピック・パラリンピックの開催を契機

に、身近なスポーツ等をテーマとして、データ活用への興味につなげる

取組を実施します。 

 

 ・スポーツプロジェクト 

（６月３日：２年生測定、６月９日：５年生測定、 

７月16日：２年生・５年生フィードバック） 

 横浜市立日吉台小学校の児童を対象に、ＧＰＳ受信機及び光電管を活

用した50m走測定を実施しました。 

ストップウォッチ及び光電管ではタイムを、ＧＰＳ受信機では最高速

度及び最高加速度を測定し、50ｍ走を可視化し検証しました。また、早く

走るための運動体験も行いました。 

 

          

 

 

 

 

 

・港北オンラインラジオ体操 

（８月２～６日、９日～13日の10日間 各日約600人） 

夏休み期間、ZOOM及びYouTubeを活用し、オンライン上でラジオ体操を

実施しました。 

今年度は地域の方をゲストに招き、ICTを活用した地域交流・活性化に

つなげるとともに、子どもたちをはじめとした区民の皆様に運動機会を

提供しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ラジオ体操の様子】 

【光電管】 
二本の光電管の

間を通過するタ

イミングを感知

します。 
【早く走るための運動体験】 

【ラジオ体操カード：港北区内小学校 

及び特別支援学校全児童・生徒配布】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

  

 ≪プログラム(各日 午前６：30から６：50まで)≫ 

ゲスト紹介（※）、ラジオ体操第一・第二、Sports SDGs クイズ・オ 

リジナル体操（※※）等 

   

 （※）「横浜F・マリノス」の公式キャラクターであるマリノスケ、「横浜GRITS」

及び「横浜ビー・コルセアーズ」の選手、チアリーダーズ「B-ROSE」の

メンバー、慶應義塾体育会蹴球部（ラグビー部）のメンバー、日吉商店

街、JAPAN RUGBY LEAGUE ONE「横浜キヤノンイーグルス」の選手、港北

区ミズキーに加え、今年は新たに港北区スポーツ推進委員連絡協議会及

び港北区青少年指導員協議会の皆様もゲスト参加しました。 

    （※※）慶應義塾大学スポーツ医学研究センターと神奈川県協力の下、「ス 

ポーツSDGs」をキーワードとしたクイズ及び運動プログラムを行いま 

した。 

 

【参考：令和２年度取組】 

・オンライン運動プログラム 

横浜市立日吉台小学校の児童を対象に、テレビ会議システムを利用した

オンライン上での指導や、アンケートや動画による検証も行うことで、運

動不足の解消だけでなく、運動能力の習得・向上に取り組みました。ま

た、１か月間ウェブアプリケーションを活用し、日々の睡眠時間や体調を

入力・振り返ることで生活リズムの乱れの改善を図りました。 

  

慶應ＳＤＭとの連携 

平成29年６月１日に、慶應ＳＤＭと港北区は、スポーツデータの活用検討などを実

践し、教育研究成果の検証、スポーツを通したコミュニティの創出などにより、相互

のさらなる発展に寄与することを目的として、連携協定を締結しました。 

  

 

２ ＧＩＳの活用推進 【(３)230千円、(２)250千円】 

位置情報とデータを重ね合わせるＧＩＳの活用を進め、情報の地図上 

での可視化やその調査・分析から、まちづくりに繋げていきます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＧＩＳ活用による 

野菜等の直売所マップ】 
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３ 活気にあふれるまちづくり 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(15) 

まちづくり調整費 

（単位：千円） 

３予算 2,490 

7月末

執行状況 

522 

21.0% 

区政推進課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 区内のまちづくりの円滑な推進や地域の課題の解決に向けた、調査や関係

機関との調整を行います。 
 

【主な内容】 

１ まちづくり調査費・まちづくり調整事務費 

【(３)2,490千円、(２)1,990千円】 

・新型コロナウイルス感染防止の観点を踏まえ、区の課題に合わせたま

ちづくり調整等の実施 

 

【参考】 

 まちづくり調査 

 実施内容 

28年度 公共的施設への案内表示対応 

29年度 港北国際交流ラウンジの活性化検討調査 

30年度 篠原城址緑地の魅力発信のための整備図作成 

元年度 大倉山駅周辺の案内表示対応 

２年度 
ＳＩＢ本格実施に向けたモデル事業として、 

オンライン健康医療相談サービスを活用した社会実証 

 

[SIB本格実施に向けたモデル事業として、オンライン健康医療相談 

サービスを活用した社会実証（２年９月～４年１月）] 

（政策局事業（２年度一部港北区負担））： 

子育て世帯の多い港北区において、産婦人科医・助産師・小児科医に

相談ができるオンライン遠隔健康医療相談サービスについて、モデル事

業として実施し、出産や子育てに対する不安の軽減や、より適切な小児

医療の受診に繋がる効果を検証します。 

（参加人数：732人、サービス提供期間：参加登録時から産後４か月を迎

えるまで） 

また、民間資金の導入や成果連動型支払いを含めたＳＩＢ（ソーシャ

ル・インパクト・ボンド）モデル事業として実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究参加イメージ】 

62



３ 活気にあふれるまちづくり 

 

[都市整備局区配] 

  ・日吉駅（西口）周辺まちづくりの推進事業 
   歩行者の安全の確保等が課題となっている日吉駅西口周辺について、

歩行空間の確保等に向けたまちづくり手法を検討します。３年度は、交

通量調査の結果をもとにした、交通シミュレーションやアンケート調査

等による安全で歩きやすい歩行環境の創出等の検討を行います。 
【5,000千円】 

 

[道路局区配] 

  ・日吉駅（西口）周辺まちづくりの推進事業（タクシー乗降場の改善） 
   日吉駅西口駅前にはタクシーの正規の乗降場がなく、現在はバス降車

場にてタクシー乗降を兼用している状態で、乗降客や歩行者との安全確

保が課題となっています。日吉駅東口の歩道部に正規のタクシー乗場を

整備することを進めており、３年度は関係機関と調整を行うとともに、

タクシーバースの整備工事を行います。【17,000千円】 

 

 ［教育委員会事務局区配］（再掲） 

   ・地域図書館・図書取次業務委託事業費 
 日吉駅前にある慶應義塾大学日吉キャンパス「協生館」内に、予約

した図書館の本を貸出・返却できる図書取次機能に加え、新しい本と

の出会いを生む図書取次サービス拠点を整備します。【20,000千円】 
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４ 区民サービス向上に向けた取組

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

４－(1) 

港北区ＰＲ情報発信

事業 

（単位：千円） 

３予算 2,110 

7月末

執行状況

1,260 

59.7% 

区政推進課

【港北区ミズキー】

【港北区ガイドマップ】

【事業の概要】 

ウェブサイトやツイッター等による迅速な情報発信を通じて、的確に行政

情報を提供します。港北区キャラクター「港北区ミズキー」を活用し、区の

ＰＲを進めます。

「港北区ガイドマップ」を作製し、主に区内転入者に配布し区域の生活に

必要な情報を提供します。 

【主な内容】 

１ 情報発信事業 【(３)1,310千円、(２)1,362千円】 

ウェブサイトやツイッター等を利用し、災害等の緊急情報の注意喚起

やイベント情報、区の魅力アピール等、様々な情報を発信します。 

また、港北区制70周年（21年度）を機に作成した区キャラクター「港 

北区ミズキー」のイラストや着ぐるみの活用を図り、区のＰＲに繋げ 

ます。 

２ 港北区ガイドマップ作製・配布 【(３)800千円、(２)800千円】 

地図面と情報面で構成し、地図面は区の主要施設が掲載された全域地

図を、情報面は区内の見どころやバス路線図、困ったときの相談窓口等、

生活に役立つ情報を掲載し、配布します。 

【参考】 

29年度 30年度 元年度 ２年度 
３年度 

(７月末時点)

港北区

ウェブサイト

アクセス件数

約271万

件 

約298万

件 

約309万

件 

約350万

件 
約82万件 

ツイッター

フォロワー数

約4,800

人 

約5,700

人 

約7,700 

人 

約9,000

人 

約9,500

人 

港北区ミズキ

ー着ぐるみ

利用件数 

25件 24件 42件 12件 2件 
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４ 区民サービス向上に向けた取組

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

４－(2) 

戸籍課案内サービス

向上事業 

（単位：千円） 

３予算 4,531 

７月末

執行状況

4,996 

110.3% 

戸籍課

【事業の概要】 

 来庁するお客様の待ち時間の短縮に向け、職員を窓口体制の拡充に充てる

補完のため、電話対応の一部に専門スキルを持ったオペレーターを活用して

います。また、窓口で転入者等にお渡ししている転入者キット（暮らしのガ

イドに市政・区政情報を差し込んだもの）について、区内障害者施設に作成

を依頼して、作業の効率化等を図っています。 

【主な内容】 

１ オペレーターによる電話案内事業 

【（３）4,131千円、（２）2,414千円】≪拡充≫ 

・電話オペレーター配置予定日数：計266日間

・繁忙期の３年４～５月、４年３月は２人、その他期間は１人配置

【電話案内業務】 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

電話受付件数 2,231件 3,281件 4,101件 5,486件 11，286件

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ配置日数 23日 36日 40日 59日 127日 

延べ配置人数 38人 53人 65人 115人 280人 

※元年度までは繁忙期のみの実施でしたが２年度から実施期間を拡大したため

数値が大幅に増加しています。

２ 転入者キット作成事業 【(３)400千円、(２)240千円】 

・作成予定数：7,000部（２年度と同部数作成予定）

・作業単価増

【参考】 

港北区の人口、世帯数、平均世帯人員（住民基本台帳人口） 

29年3月末 30年3月末 31年3月末 2年3月末 3年3月末 

人口(A) 342,513人 344,336人 347,081人 349,652人 351,554人 

世帯数(B) 166,893世帯 168,466世帯 170,863世帯 173,235世帯 175,307世帯 

平均世帯人員(A/B) 2.05人 2.04人 2.03人 2.02人 2.0人 

  市外からの転入者数（住民基本台帳人口） 

28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 

市外からの転入者数 13,790人 13,977人 14,622人 15,070人 14,451人 

※転入世帯数（２年度）

14,451人（市外からの転入者数）／2.0人（平均世帯人員）＝7,225世帯（推計）

[市民局区配] 【14,000千円】 

 ・戸籍課窓口に加え、「港北区役所マイナンバーカード新横浜臨時

窓口」におけるカード交付の実施（３年１月 25日開設） 

６月末までの交付数：13,675枚 
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４ 区民サービス向上に向けた取組

・令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書

事業名等 実施内容 

４－(3) 

「仕事力向上」職員育

成事業 

（単位：千円） 
３予算 820 

7月末

執行状況

297 

36.2% 

総務課

 

 

【事業の概要】 

運営方針に掲げる５つの仕事力（「聴く力」、「考える力」、「学ぶ力」、「行動

する力」、「伝える力」）を向上させるため、自主企画研修及び人権啓発研修等

を実施し、CS（顧客満足度）・ES（職員満足度）の向上を図ります。 

【主な内容】 

１ CS・ES向上研修 【(３)620千円、(２) 760千円】 

(1) 新採用・転入職員向けCS向上研修（４月27、28日）

新採用・転入職員に窓口・電話応対研修を実施しました。

(2) ワークスタイル改革研修（７月27、29日）

ワークスタイル改革の考え方や具体的手法について理解及び習得の

ため責任職及び職員に外部講師による研修を実施しました。 

(3) 事務処理ミス防止研修（調整中）

責任職及び職員に事務処理ミス防止研修を実施

(4) 中堅職員向けCS・ES向上研修（９月から10月）

中堅職員（区在籍３年目）に研修を実施

(5) 会計年度任用職員向けCS・ES向上研修（２月）

会計年度任用職員向けに研修を実施

※状況に応じて資料配布、動画配信を活用するなど、密を回避して実施し

ます。

２ 人権啓発講演会等 【(３)200千円、(２)222千円】

人権啓発講演会等の市民、職員向けの人権啓発を実施します。（開催の

あり方について検討中）

【人権啓発講演会の実施状況】

テーマ 講師 参加者 

29年度 

港北の未来をひらく 

～学校と連携した地域防災拠点

運営に向けて～ 

鷲山 龍太郎（横浜市

立長津田小学校長） 
約400人 

30年度 

避難所で本当に命と健康守れま

すか!? 高齢者・障害のある方・

女性・子どもなどの視点から 

浅野 幸子（減災と男

女共同参画研修推進

センター共同代表）

約400人 

元年度 

災害時のトイレ問題について 

一緒に考えませんか？～災害時

のトイレ問題を「自分事」とし

て捉えよう～ 

加藤 篤（NPO法人日

本トイレ研究所代表

理事） 

約400人 

２年度 

新型コロナウイルス感染拡大防

止の観点から開催中止 

※講演会実施に代わり、市民へ

の人権啓発を目的として、新型

コロナウイルス等の感染症にか

かる人権啓発資料を区内の自治

会・町内会へ送付 

- - 

【CS・ES向上研修（２年

９月）】 

【港北区人権啓発・防災 

  講演会（元年12月）】 

【市民向け人権啓発 

資料（３年１月）】
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４ 区民サービス向上に向けた取り組み 

令和３年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

４－(4) 

区民サービス向上・環

境改善促進事業 

（単位：千円）

３予算 9,932 

7月末

執行状況

1,772 

17.8% 

総務課

地域振興課

【事業の概要】 

区庁舎をはじめとした区内の区民利用施設等について、新型コロナウイル

ス感染防止対策を引き続き実施するとともに、快適に過ごせる環境づくりや

施設の機能強化を行います。

【主な内容】 

１ 区庁舎等の環境改善・機能強化 

【(３) 6,415千円、(２) 5,555千円】 

・区庁舎の環境改善に伴う消耗品、備品、委託料、リース料等（感染症

対策を含む）

・２階フロアーのWi-Fi通信費

２ 区民利用施設の環境改善・機能強化 

【(３)3,517千円、(２)1,517千円】 

・区民利用施設の環境改善に伴う消耗品、備品、委託料、リース料等

・施設の斜面地対策、子供の遊び場等の樹木保全

（令和２年度環境改善例）区民利用施設サッシの一部更新、 

照明のＬＥＤ化 
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令和３年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

《参考》 

統合事業費 

広報よこはま区版発

行事業 

（単位：千円） 

３予算 11,582 

7月末

執行状況

10,971 

94.7% 

区政推進課

【統合事業費の概要】 

区の事業や区役所、区内の施設からのお知らせ等を区民に周知するため、

広報よこはま区版を発行します。

紙面は、区の施策で特に力を入れて取り組んでいる事業等を紹介する特集

面と、区役所や区内施設等が実施するイベント等を紹介するお知らせ面等か

ら構成されています。

 広報紙は、原則、自治会町内会を通じて各戸へ配布しているほか、区のウ

ェブサイトへの掲載やツイッター等で情報を発信しています。また、紙面の

オープンデータ化により、民間事業者２社が、スマートフォンやタブレット

端末で見やすい体裁に整えて配信しています。

【主な内容】 

広報よこはま区版作成 【(３)11,582千円、(２)11,543千円】 

(1) 発行

毎月１日、年12回

168万部（14万部/月）発行予定

(2) 仕様

タブロイド判、４色刷り、８ページ

(3) 紙面構成

・特集・トピックス記事

区の施策で特に力を入れて取り

組んでいる事業やイベント等を

紹介する紙面

  ＜例＞  

【２年度】９月号特集 「知ってほしい認知症のこと」 

１月号特集 「コロナに負けない 元気な港北区」 

【３年度】４月号特集 「相鉄・東急直通線工事 

～地下って今どうなっているの？～」 

７月号特集 「みんなで応援しよう！ 

東京2020オリンピック・パラリンピック」 

・お知らせ記事

区役所や区内施設等が実施する催事等を紹介する紙面

(4) その他

福祉保健センターからのお知らせ

 発行：年１回（３年４月号に挟み込み） 

 仕様：４色刷り、４ページ 

 内容：検診日程等 

【広報よこはま区版発行部数】 

29年度 30年度 元年度 ２年度 
３年度 

７月末時点

年間部数 162万部 164万部 166万部 168万部 57万部 

月平均部数 13.5万部 13.7万部 13.8万部 14万部 14.3万部 

参考
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令和３年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

 

《参考》 

統合事業費 

 

広聴相談事業 

（単位：千円） 

３予算 2,092 

7月末

執行状況 

2,046 

97.8% 

区政推進課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【統合事業費の概要】 

 区民が日常生活で直面する問題に対処するため、専門家による無料相談事

業を行います。また、「市民からの提案」などの広聴制度により、手紙や投稿

フォームで寄せられた区民の提案・意見などを受け付けて、回答するととも

に内容を公表します。 
 

【主な内容】 

１ 特別相談事業 【(３)2,092千円、(２)2,144千円】 

区民が日常生活で直面する問題に対処するため、専門家による無料相 

談事業を行います。 

 

相談名 内  容 相談員 実施日時 

法律相談 
離婚、相続、金銭、近隣問題

など法律問題全般について 
弁護士 

水曜日、 

第 1･3木曜日 

13:00～16:00 

司法書士相談 

債務整理（140万円以下）、

不動産登記、相続、成年後見

など 

認定司

法書士 

第 1･3火曜日 

13:00～16:00 

公証相談 
遺言、任意後見、賃貸借契約

などの公正証書について 
公証人 

第 2木曜日 

13:00～15:00 

交通事故相談 示談の方法、保険金請求など 

交通事

故相談

員 

第 3金曜日 

9:00～12:00 

13:00～16:00 

行政相談 
国の仕事・制度についての苦

情・要望など 

行政相

談委員 

第 2火曜日 

13:00～15:00 

※特設相談等

が別にあり 

 

２ 特別相談・広聴・窓口案内件数（単位：件） 

 
29年度 30年度 元年度 ２年度 

３年度 

（７月末時点） 

特

別

相

談 

法律相談 454 471 482 435 150 

司法書士相談 128 131 135 40 17 

公証相談 29 31 24 10 3 

交通事故相談 18 19 13 2 1 

行政相談 24 23 8 0 0 

広聴事業 650 535 709 1083 321 

窓口案内 99,317 80,041 77,003 62,343 19,218 
 

参考 
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令和３年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

 

《参考》 

統合事業費 

 

消費生活推進員事業 

（単位：千円） 
３予算 187 

7月末

執行状況 

0 

0% 

地域振興課 
 

 

【統合事業費の概要】 

 消費生活推進員の活動を支援するとともに、消費者被害を防止し、地域

の消費生活環境の安定・向上を図ることを目的としています。 

 

【主な内容】 

１ 学習・啓発 【(３)144千円、(２)144千円】 

(1)  講演会の開催 

区民及び消費生活推進員を対象とした悪質商法未然防止に役立つ講

演会を横浜市消費生活総合センターとの共催で実施します。（10月） 

 

(2)  広報紙「あゆみ」の発行 

消費者被害未然防止等の啓発や推進員の活動の周知を目的とした広

報紙「あゆみ」を作成します。（３月） 

 

２ 地域活動支援 【(３)43千円、(２)60千円】 

区内全域を対象として広く啓発を行っていくため、関係団体と連携し

た啓発活動を進めるなど、消費生活推進員が行う消費者被害未然防止・

拡大防止に関する啓発講座の開催を支援します。 
 

 

年度 
29～30 

年度 

元～２年度 

（公募） 

３年度 

（公募） 

消費生活 

推進員数 
136人 12人 20人 

※任期２年（３年４月～５年３月） 
※元年度から募集方法を公募にしたため、人数が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【港北区消費生活推進員数】 

【消費者のつどい】 

【広報紙「あゆみ」】 

参考 
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令和３年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

 

《参考》 

統合事業費 

 

青少年活動支援事業

（単位：千円） 

３予算 3,328 

７月末 

執行状況 

2,380 

71.5% 

地域振興課 
こども家庭支援課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【統合事業費の概要】 

地域における青少年指導員の活動を支援することにより、青少年の健全育 
成を図ります。 

また、社会環境健全化活動を行い、青少年が健やかに育つ環境を作ります。 
 

【主な内容】 

１ 青少年指導員事業 【(３)2,348千円、(２)2,964千円】 

   青少年指導員活動費を港北区青少年指導員協議会に交付し、各地区で

のイベントや研修会の開催、広報誌の発行等を支援します。 

 

【自然体験教室参加者数等】 

 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 

参加者数 167人 135人 96人 ― ― 

実施場所 宮ケ瀬湖 ソレイユ

の丘 

湘南国際

めぐりの

森 

中止 中止※ 

※例年開催されていた自然体験教室を青少年新横浜ウォーキングとして開催

する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止としまし

た。 

 

２ 社会環境健全化事業 【(３)80千円、(２)80千円】 

全市一斉統一行動パトロールや社会環境実態調査、全市統一行動キャ 

ンペーンを通じて、青少年の健全育成を推進します。 

 

 ３ 学校・家庭・地域連携事業 【(３)900千円、(２)900千円】 

   中学校区ごとに設けられている学校・家庭・地域連携事業実行委員会 

（９団体）へ補助金を交付します。学校・家庭・地域が一体となり、青 

少年の問題行動等の防止及び健全育成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

参考 

【全市一斉統一行動 

パトロール】 

 

自主企画事業（再掲） 

育もう「ふるさと港北」事業 

[青少年活動支援事業（自主企画分）]【(３)500千円、(２)500千円】 

ペットボトルロケット大会への参加を通じて、区民の親睦や連帯意

識の高揚、家族のふれあいを深める場とします。なお、２年度は新型コ

ロナウイルスの影響により中止としました。 
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令和３年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

《参考》 

統合事業費 

緊急時情報伝達シス 

テム運用事業

《５ページ参照》

（単位：千円） 

３予算 1,008 

7月末

執行状況

937 

93% 

総務課

【統合事業費の概要】 

災害時に電話によって緊急情報の伝達及び応答を行う緊急時情報伝達シス

テムを運用します。

【主な内容】 

１ 緊急時情報伝達システムの運用 【(３)1,008千円、(２)1,008千円】 

避難指示等の緊急情報を区民に迅速かつ確実に伝えるため、電話によ

る一斉発信及び応答機能を持つシステムを、避難情報を発令する区域等

に居住する配信希望者等を対象に運用します。 

  【対象区域内の配信希望者等(2,931件)】（３年７月末時点） 

・洪水浸水想定区域内災害時要援護者 2,593件

・家屋倒壊等氾濫想定区域となる

新羽地区・小机町の一部の住民  193件 

・自治会及び町内会の会長（区内全域） 142件

・土砂災害警戒情報発表に伴う

即時避難指示対象の区域の住民  ３件 

参考
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令和４年度 港北区予算編成の考え方について  

 （市全体の予算編成方針が発出されていないため、今後変更となることもあります） 

 

令和４年度の予算編成では、区の運営方針の基本目標である『活気にあふれ、人が、

地域がつながる「ふるさと港北」』を踏まえ、ウイズコロナ、アフターコロナを見越し

ながら、地域の日常生活の回復、活性化を目指した予算を編成していきます。 

 コロナ禍の中で疲弊した地域の様々な活動について、自治会・町内会、商店会、企

業、ＮＰＯ等の皆様と協働して、これまでの活動を再生するとともに、ＩＣＴの活用

等、新しい時代にふさわしい活動の在り方を見据えた取組を進めていきます。  

 予算編成にあたっては、「区民の皆様の声を直接聴ける」という現場ならではの利点

を生かし、各々の事業の趣旨や目的に立ち返り、効果的かつ効率的な事業内容となる

よう、精査、見直しを行います。その上で、地域の課題やニーズに的確に対応し、地域

の再生、魅力づくりに寄与する予算を積極的に計上していきます。 

 

【参考】令和３年度港北区予算編成における重点的取組 

１ 安心して安全に暮らせるまちづくり 

  災害時の避難所等における感染症防止対策を進め、必要な資機材等の充実を図り

ます。また、新型コロナウイルスをはじめとする感染症対策や食中毒防止対策など、

区民生活の安全・安心を守る取組を進めます。さらに、子どもや高齢者を対象とし

た交通安全及び防犯対策を引き続き実施していきます。 

 

２ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

  新型コロナウイルスの影響により策定を延期していた第４期地域福祉保健計画

（ひっとプラン港北）を確定し、周知を図ります。誰もが自分らしく安心して暮ら

せるまちを目指し、安心して子育てが行える環境づくり、認知症施策の推進、障害

理解の啓発など高齢者や障害児・者への支援に取り組みます。 

 

３ 活気にあふれるまちづくり 

  コロナ禍で開催が難しくなった各種イベント等の開催に際しインターネット、 

ＳＮＳ等を活用する新たな取り組みを推進するほか、区内商店街等の振興に係る必

要な支援を行っていきます。また、東京 2020 オリンピック・パラリンピックの開催

に際しては区民の機運を醸成します。 

資料３ 
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